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　★０★




　穏おだやかな夜、月明かりの下を一人の少女が駆かけていた。

　年齢は、九、十歳といったところだ。フード付きの真っ赤なローブを着て、体の前にはエプロンを着けている。

　かぶったフードから見えるのは、煌きらびやかな金きん髪ぱつだった。

「急がなきゃなの……このままじゃ……大変なの」

　息を切らしながら必死に走る少女。そんな少女の前に、そいつは唐とう突とつに姿を現した。

　全身からゴワゴワとした毛を生やした大おお柄がらな体。頭の上から三角形の耳が飛び出し、鼻先はズガンと突つき出でている。

　二本足で立っているものの、そいつは人間ではなかった。人じん狼ろう、狼おおかみ男おとこ、ウェアウルフ、ライカンスロープと呼ばれる類たぐいのものだった。

　首には、トゲトゲの鋲びようが埋うめ込こまれたヘヴィメタ風の首輪がはめられている。人狼の禍まが々まがしい姿にそれはよく似合っていた。

「ＧＡＲＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵ!!」

　人狼は身の毛もよだつような唸うなり声を上げると、猛もう然ぜんと少女へと襲おそいかかる。

「ひっ！」

　恐きよう怖ふで悲鳴を上げながらも、少女は全身に力を込めた。

　ボシュっと音を立てて、少女の体が霧きりと化した。霧のまま移動し、少し離れた場所にて実体化する。

　ずっと霧のままでいれば、人狼の手を逃のがれることも容易たやすい。それをしないのは、彼女が霧になっていられる時間がほんのわずかだからだ。また、連続しての変化も不可能だった。

　再び人狼が少女に迫る。瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせ、鼻息を荒あらくし、獣けものの口からはダラダラとヨダレを垂らしていた。

　少女は地面を蹴け飛とばした。腰の後ろからエネルギー体のようなコウモリの翼つばさが飛び出し、高速で羽ばたかれる。

　上空へと逃れる少女。しかし人狼は諦あきらめない。強きよう靱じんな足のバネでもって高くジャンプする。

「ひいいっ！」

　少女は、上昇スピードを上げようと必死に精神を集中する。

　ロケットのような勢いで後を追ってきた人狼が、鋭するどい爪つめの生えた腕を伸のばした。

　しかし、あとほんの十数センチというところで届かなかった。人狼の上昇はストップ。重力に引っ張られるままに地面に向けて落下していく。

「ＧＡＲＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵ!!」

　悔くやしさを滲にじませた人じん狼ろうの唸うなり声が、夜の闇やみに響ひびいた。

　人狼の怒ど濤とうのような猛もう追ついを逃のがれた少女は、やや失速をしながらもどうにか少し離はなれた雑居ビルの屋上へと着地した。体力と気力を使い果たしたのだろう。その場にペタンとへたり込む。

「ど、どうにか逃にげられたの」

　しかし、少女の表情は晴れなかった。

　一歩間ま違ちがえれば人狼の餌え食じきになっていたのを、心の底から理解していたからだった。

「このままずっと逃げ続けるなんて絶対に無理なの。いつかきっと、あたし捕つかまっちゃうの！　そしたら……」

　よほど恐おそろしい光景を思い描いたのだろう。少女はブルブルと体を震ふるわせた。

「見つけなきゃなの！」

　少女は大いなる決意と共に叫さけんだ。

「わたしをこの窮きゆう地ちから救ってくれる、そんな誰だれかを！　絶対絶対見つけなきゃなの！」




　★１★




　金曜の夜の月つき与よ野の市。

　駅から大分離れたあまり人通りのない道を、少年と少女が歩いていた。

　少年の方は、十六、七歳といったところだろう。特に特とく徴ちようのない顔立ち。ＴシャツにＧパンというラフな格好。全体的に、普ふ通つうの少年だった。

　高こう坂さか史し郎ろう。ここ、月与野市に暮らす高校生だ。

　そんな史郎に比べて、隣となりにいる少女はひどく個性的だった。

　見た目の年齢は十三、四歳。煌きらびやかな長い金きん髪ぱつの持ち主だ。顔立ちは素晴らしく整っている。ツンとした鼻とピンと尖とがった耳が特徴的だ。瞳ひとみの色は、ルビーのような赤色だった。

　服装もまた個性的だった。黒をベースとして所々に赤を入れたボンテージ服。露ろ出しゆつも多く際きわどい格好だ。ただ、少女が女性としての膨ふくらみをあまり感じさせない体型で、なおかつやや瘦やせ気味だからそういった意味での色っぽさは皆かい無むだった。

　少女の名前はカミラ。中世ヨーロッパで悪逆の限りを尽つくした女吸きゆう血けつ鬼き、カミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾール。その灰の一部から蘇よみがえった、正しよう真しん正しよう銘めいの吸血鬼だった。

　ちなみに、蘇らせてしまったのは他ならぬ史郎だった。いろいろな事情もあり、今は共同生活を送っている。

「ああ、やっぱり夜はいいわね」

　歩きながら大きく伸のびをし、カミラが呟つぶやく。

「もう、朝なんて来なければいいのに。ずっとずっと夜が続けば最高よ。そう思わない？　史し郎ろう」

「思わないよ。ずっと夜が続くなんて、考えただけでも気分が滅め入いってくる」

　史郎は顔をしかめて呟つぶやく。

「それより、もうそろそろ帰らない？　僕ぼく、宿題がまだなんだけど」

「アタクシ様みたいな美少女との夜の散歩なんて、願ったってできるものじゃないのよ。なのにもう帰りたいだなんて、どうかしてるわ」

　不満そうな顔をするカミラだったけど、

「でもまあ、確かにそろそろ帰った方がいいかもしれないわね。アタクシ様、見たい深夜ドラマがあるし」

　とりあえず納得した様子で頷うなずく。

「それじゃあ」

　カミラが足を止めた。その腰から、二枚のコウモリの翼つばさが飛び出した。

「史郎、飛んで帰るわよ。もちろん、アナタも一いつ緒しよにね」

「えっ？」

　史郎は露ろ骨こつに顔をしかめる。高所恐きよう怖ふ症しようで高い所が苦手なのだ。

「い、いや。カミラ、飛ぶなら一人でどうぞ。僕は、歩いて帰るから」

　じりじりと後ずさる史郎に、カミラはにふふふといった笑えみを浮かべる。

　怖こわがる史郎を見て、何だか楽しくなってしまったようだ。完全体でないとは言ってもそこは人類の天敵たる吸きゆう血けつ鬼き。こういった質たちの悪さを彼女は持っているのだ。

「そんなこと言わずに、ほら」

　素早く史郎の背後に回ったカミラは、後ろから史郎の体にしがみついた。ほっそりとした腕だが、とんでもない怪かい力りきだ。史郎はもう逃のがれられない。

「行くわよ」

　カミラが夜空に舞まい上あがろうとする。史郎も半ば覚かく悟ごを決め、固く瞳ひとみを閉じる。

　と、そんな時だった。

「あら？」

　カミラの口からそんな声が漏もれた。続いて、史郎の体から手を離はなす。

「えっ？　どうしたの？」

　拍子抜けした様子で尋たずねる史郎に、カミラはうっとりとした瞳で言った。

「今ね、突き当たりの道を女の人が横切っていったのよ」

　ずっと遠く、しかも暗くて史郎には突き当たりの道自体確認できない。さすがは吸血鬼。随ずい分ぶんと夜目が利くようだ。

「その女の人がどうかしたの？」

「すごくおいしそうだったのよ！」

　カミラは弾はずむ口調で続けた。

「瘦やせ過ぎず、太り過ぎず、ベストな体型だったわ。歳は二十四、五。颯さつ爽そうと歩く感じからして健康状態も良好。誓ちかってもいいわ。彼女の血は抜ばつ群ぐんにおいしいはずよ」

　カミラはそう力説する。

「今晩は散歩だけにするつもりだったけど、予定変へん更こうよ。軽く食事をしていくわ。史し郎ろう、アナタはここで待ってて。すぐに済ませてくるから」

　カミラは腰の翼つばさを羽ばたかせた。ふわりと浮き上がる。

　その姿はたちまち夜の闇やみの中に消えた。

　中世ヨーロッパで暴れていたカミラと、蘇よみがえった今のカミラは別人格だ。決して極悪でも残ざん虐ぎやくでも非道でもない。血を吸うといっても献血程度。物語のように嚙かまれてすぐに吸きゆう血けつ鬼きになってしまうこともない。

　それでも、被害者は少々怖こわい思いと痛い思いをしてしまうのは避さけられない。

　誰だれかも分からない女性に、史郎が静かに同情をしていた時だった。

「あ、あの……」

　不意に背後から話しかけられ、史郎は振ふり向むく。

　いつの間にやって来たのか、そこには一人の少女の姿があった。

　九歳か十歳ぐらいだろうか？　史郎はもちろんのこと、カミラよりもずっと背が低い。

　フード付きの真っ赤なコートを着ていた。それは、暗い中でも非常に目立っていた。

「僕ぼくに、何か用？」

　戸と惑まどいつつ尋たずねる史郎の前で、少女はフードを取った。少女の顔があらわにされる。

　可愛かわいらしい顔立ちだった。少し残ったソバカスに愛あい嬌きようがある。髪かみの毛けはカミラと同じ金きん髪ぱつ。カミラ程には長くないが、頭の後ろの低いところで左右に縛しばり、肩の前へと垂らしている。

　問題は、少女の瞳ひとみだった。史郎を見つめるその瞳の色は、赤だったのだ。

（この子、ひょっとして……）

　史郎の疑ぎ惑わくが確信へと変わるのにさほど時間はかからなかった。少女の首筋に記された『８』という数字に気付いたからだ。

（やっぱりそうだ！　この子、カミラ・ナンバーズの一人なんだ。八番目の瓶びんから蘇った、カミラ８なんだ）

　灰から蘇ったカミラは、実は史郎と一いつ緒しよにいたカミラだけではない。瓶の数は合計で十四本あり、それぞれからカミラが蘇っている。

　カミラ・ナンバーズ。それが、蘇ったカミラ達の総称だ。それぞれ、体のどこかに数字が浮き出ている。これは、元々の瓶に刻まれていた数字だ。カミラという共通の名前の後に番号をつけることで、個別の名前としているのだ。

　ただし、史郎の蘇らせたカミラはカミラ・ナンバーズというくくりには入っていない。理由は単純で、番号がついていないからだ。

　カミラは、正式にはカウントされなかった十四番目の瓶びんから蘇よみがえった存在らしい。ゴミとホコリがほとんどだったため、危険はないとみなされナンバリングもされなかったと知らされている。

　今現在、この月つき与よ野の市を舞ぶ台たいとして、蘇ったカミラ達による戦い、『カミラゲーム』が繰くり広ひろげられている。戦い、相手を取り込むことで元の姿と力を取り戻すのがその目的だ。最終的に、完かん璧ぺきなカミラとなることを皆が目指している。

　史し郎ろうが蘇らせたカミラもまた、このゲームに参加し完璧なカミラを目指していた。

　つまり、カミラ８は紛まぎれもない敵ということになる。

（ど、どうしよう!?）

　緊きん張ちようで体を強こわ張ばらせる史郎に、少女は少々おぼつかない足取りで歩み寄ってくる。

「お願い……。あたしを、助けて欲しいの……」

　少女の体からフッと力が抜ぬけた。そのまま史郎に向かって倒たおれかかってくる。

「うわっ！」

　つい反射的に、史郎は少女の体を受け止めてしまう。

（えっ!?　今、助けてって言った？　カミラ・ナンバーズが、僕ぼくに助けを求めたのか!?）

　史郎が激しく困こん惑わくしている時だった。頭上から声が響ひびく。

[image: ]

「ただいま。アタクシ様の思ったとおり、最高においしい血だったわ」

　地面に着地したカミラは、そこで史し郎ろうが抱だきかかえるようにして支えている少女の存在に気付いた。

「ちょっと史郎！　アナタ、そんな小さな女の子に何をしてるのよ！　まさか、ロリコンの気があったとか!?」

　カミラが怖こわい顔をして言う。

「違う、そんなんじゃないよ。カミラのこと待ってたら、この子が話しかけてきて。で、突とつ然ぜん倒れてこんな体勢に！」

　必死になって否定をするも、今はもっと大切なことを伝えなければということに気付く。

「それよりカミラ、この子はカミラ・ナンバーズなんだ！　カミラ８なんだよ！」

「えっ!?」

　カミラも驚おどろいた顔になる。

「まさかそんな？」

「本当なんだって！」

　史郎は腕の中でカミラ８を抱き直すと、その首筋をカミラへと向けた。

　そこにくっきりと記された『８』という数字をカミラも目にする。

「……確かに、カミラ８だわ」

　カミラも納得せざるを得ない。

「カミラ８が、アナタに話しかけてきたの？」

「うん。助けてって言われたんだ」

「何それ？　一体どういうこと？　寝ねぼけてたの？　それとも何かの罠わななの？」

「そんなの、僕ぼくに聞かれても分からないよ」

　史郎が情けない声を上げる。

「それより、この子をどうしよう？」

「どうしようって……」

　カミラは、カミラ８を再び見る。相変わらず、ぐったりとしたままだ。

「どうすれば……いいのよ」

　カミラの口から、そんな戸と惑まどいの声が漏もれたのだった。




　★２★




　少し郊こう外がいにある四階建てのマンション。史郎の自宅はその最上階にあった。

　自宅のリビングにて、史郎とカミラはソファーに横たわったカミラ８を見つめていた。

　悩なやんだ挙句、結局、自宅まで連れてきてしまったのだった。

「今いま更さらなんだけど、家に連れてきて大だい丈じよう夫ぶなのかな？」

「仕方ないわ。あのまま放っておいたって、どうせ他のカミラ・ナンバーズの餌え食じきになるだけだしね」

　カミラが呟つぶやく。

「本当は、さっさとアタクシ様が嚙かみついてしまうのが一番なんだろうけど」

　横たわるカミラ８を見て、カミラはため息をつく。

「こうも無防備だと、そんな気になれないのよね。それに、史し郎ろうに助けを求めてきた理由ってのが気になるし」

　それは史郎も同感だった。

　カミラ・ナンバーズ達は、吸きゆう血けつ鬼きとしての能力がカミラよりもずっと高い。

　にもかかわらず、人間である史郎に助けを求めてくる理由がまるで分からなかった。

「それにしても、カミラ・ナンバーズの中にはこんなお子様もいたのね」

　カミラは、カミラ８の外見を改めて眺ながめた。

　これまで遭そう遇ぐうしてきたカミラ・ナンバーズ達は、容姿や服装の差こそあれ見た目の年齢は皆、カミラと同じ十三、十四歳ぐらいだった。

　今、目の前にいるカミラ８のような、完全にお子様の容姿のカミラ・ナンバーズがいるなんて正直考えもしていなかった。

　カミラは、自分の体とカミラ８の体を交互に見比べ、にんまりと微笑ほほえむ。

「この子に比べれば、アタクシ様の方がよっぽどグラマラスな体をしてるわね」

　カミラは、頭の後ろに右手を回し腰に左手を当てた。もちろんセクシーポーズのつもりだ。

「どうかしら？」

　と尋たずねられても、史し郎ろうは大いに困ってしまう。確かにカミラ８よりは大人の体はしているが、それでもまだまだ未発達。これでグラマラスな体なんて、おこがましいにも程がある。

　それでも正直に言って怒いかりを買うのも馬ば鹿からしいから、適当に同意しておくことにする。

「そう……だね。この子よりはそりゃあ、うん、大人っぽいと思うよ。すごいなー」

「……史郎、何か無理して言ってない？」

「そんなことないよ。うん、ないない」

　史郎が下手へたな誤ご魔ま化かしをしている時だった。

　コンコン。

　ベランダと繫つながる窓ガラスから、ノックの音が聞こえてくる。

　史郎、そしてカミラも特に驚おどろきはしなかった。ベランダにいるであろう人物に、心当たりがあったからだ。

「史郎、開けないでよ」

　カミラが渋しぶい顔で言う。

「そういうわけにもいかないよ。それに、丁度良かったんじゃないかな？　カミラ８のことも相談できるしね」

　史し郎ろうは窓辺へと歩み寄り、カーテンの隙すき間まから手を突つっ込こませた。鍵かぎを開け、少しだけ窓を開ける。それだけで十分だった。

　霧きりが室内へと入ってくる。それは、リビングの中央付近にて実体化した。

　見た目は、カミラと同じ十三、四歳の少女。深い紺こん色いろをした気品溢あふれる貴族服を着ている。下は膨ふくらんだスカートだ。

　髪かみの毛けは、カミラとは対照的な鮮あざやかな銀色。髪型は、毛先が少しロールしたツインテール。

　少々気位が高そうだが、文句なしの美少女。鋭するどい瞳ひとみの色は、ルビーのような赤だった。

　彼女の名前はカミラ10。カミラ・ナンバーズの一人だ。カミラゲームにおいては敵に違いないが、現在は休戦協定を結んでいる。しばらくの間は、お互いに戦わないようにしているのだった。

「こんばんわ、史郎さん」

　カミラ10は、優ゆう雅がに会え釈しやくをして見せる。

「アナタね、いくら何でも遊びに来すぎよ。一昨日おととい来たばかりでしょーが」

　文句を言うカミラに、

「あら、史郎さんと親しん睦ぼくを深めるためですもの。仕方ありませんわ」

　カミラ10は平然として答えた。

「番号なしのカミラさんなんて放っておいて、史郎さん、お茶にしませんこと？　わたくし、おいしい紅茶を持ってきましたのよ。今入れて差し上げますわ」

　キッチンへと向かおうとする途と中ちゆうで、カミラ10はソファーに横たわるカミラ８に気付いた。

「まあ、どうしてこんな所に小さな女の子が？」

　史郎へと顔を向ける。

「まさか史郎さん、ロリコンの気が？　どこからか女の子をさらって来てこれからイケナイことを？」

「ちっが[image: ][image: ]う!!」

　史郎は声を大にして否定をした。

「フフフ、冗じよう談だんですわ。史郎さんがそんなことするはずありませんわよね」

　カミラ10は静かに笑う。単純に史郎をからかってみただけのようだ。

　優雅でおしとやかに見えて、こういった質たちの悪さを彼女は持っているのだ。

「それでは、この子は一体どなたですの？　見たところ、日本の方ではないようですけど？」

　カミラ10の目は決して節穴ではない。すぐにカミラ８の首筋の数字に気付く。

「８はち番！　カミラ８ですの!?」

　驚おどろきの声を上げた。

「ああ、そうなんだ」

　頷うなずいてから、史し郎ろうはふと疑問に思い尋たずねる。

「でも、カミラ10。カミラ・ナンバーズ同士はお互いを知らないの？　カミラゲームを始める時、会合を開いたとかって前に聞いたけど」

「確かにそんなこともありましたわ。それでも、皆が姿を見せていたわけではありませんのよ。わたくしも、二、三人なら顔を見ましたけど、その他の方はシルエットを確認した程度。顔を見た二、三人の方も、番号まではちゃんと確認していませんわ」

　カミラ10がそう答える。

「まさか、こんな所でカミラ８と出会うことになるなんて。でも、一体どうして？」

　困こん惑わくするカミラ10だったが、すぐに納得した様子で頷く。

「考えるまでもありませんわね。カミラさん、あなたの獲え物ものなのでしょう？　これでもう三人目ですわね。大したものですわ」

　そこで、カミラ10は首を横に振ると訂てい正せいをする。

「いいえ。褒ほめられるべきは、史郎さんですわね。カミラ８をここまで追おい詰つめたのは貴方あなたなのでしょう？　ああ、わたくし。ますます貴方のことが欲しくなってしまいましたわ」

　うっとりとした視線を史郎へと向ける。

　史郎だって健全な男の子だ。たとえ相手が吸きゆう血けつ鬼きだとしても、美少女に求められるのは悪い気はしない。

　ただ、その理由が少々特とく殊しゆだったから、素直には喜べなかった。

「はあ」

　ぎこちなく苦笑するのが精一杯だった。

「カミラ10。史郎はアタクシ様のモノよ！　アナタには渡さないから！」

　史郎の腕を摑つかみ、張り合うようにしてカミラが言う。

「あら、わたくしは別に、カミラさんにくださいとお願いをしているわけではありませんわ。史郎さんが自らの意思でわたくしの元に来てくれるのを待っていますのよ」

「そんな日は絶対に来ないわ！」

「それはどうでしょうか？」

　両者の間に、バチバチと火花が散った。

「今ここで休戦協定を破は棄きしてもいいのよ！」

　カミラが挑ちよう発はつ的なことを言う。

「カミラさんがそうおっしゃるのであれば、仕方ありませんね。その場合は、カミラさんを取り込んだ後、史郎さんには催さい眠みん術じゆつをかけてわたくしの虜とりこになっていただきましょうか。少し不本意ではありますがね」

　カミラ10は平然と答えた。

　冗じよう談だん抜ぬきで吸きゆう血けつ鬼きバトルが始まってしまいそうだったから、史し郎ろうは必死になって二人を止めようとする。

「二人とも落ち着いて。それよりも今はカミラ８のことだよ」

　カミラ10へと顔を向ける。

「カミラ８は、僕ぼくが倒たおしたわけじゃないんだ。実は……」

　史郎は、今晩の出来事を手短にカミラ10に説明した。

「カミラ８が、史郎さんに助けを求めてきた？」

　カミラ10が首を捻ひねる。

「おかしな話ですわね。カミラ・ナンバーズから見れば史郎さんはただのひ弱な人間。助けを求めるなんて到とう底ていありえないことですわ」

「空腹で仕方なかったとか？　血を吸わせて欲しいって意味の『助けて』だったんじゃ？」

　史郎のそんな思い付きも、あっさりと却きやつ下かされる。

「わたくし達は、血を吸う相手に対していちいち確認なんて取りませんわ。催さい眠みん術じゆつで眠ねむらせて嚙かみついて終わりですのよ。まあ、カミラさんは催眠術が苦手ですから苦労なさっているようですけど」

「うるさいわね。アタクシ様のことは今はいいでしょ」

　カミラが不ふ機き嫌げんそうな顔をする。彼女は催眠術を満足に使うことができない。また、霧きりになることもできないのだった。

「まあ、カミラ８が史郎さんに助けを求めた理由は分かりませんけど。一つだけ断言できることはありますわよ」

　そんな前置きをすると、カミラ10はキッパリと言い切った。

「今すぐに、カミラ８を嚙んでしまうべきですわ！」

「それは……」

　カミラが戸と惑まどいの色を見せる。

「どうしましたの？　いくら見た目が小さな子供とはいっても、彼女はカミラ・ナンバーズの一人なのですわよ。当然、呪のろわれた能力も持っていますし、どんな腹黒い性格をしているのかも分かったものではありませんわ」

　呪われた能力。それは、かつてのカミラが持っていた十三もの数の恐おそろしい特とく殊しゆ能力のことだ。現代に蘇よみがえったカミラ達は、それを分割して一つずつ持っている。

「彼女が目を覚まして呪われた能力を使ったら、少々厄やつ介かいなことになりますわよ。さあ、今のうちに」

　ドライではあるが、カミラ10の言うことは正論であり正しかった。

　それはカミラだって理解している。

「そんなこと、分かってるのよ。分かってるけど……」

　無防備に眠ねむるカミラ８を見る。

「やっぱり、アタクシ様には無理だわ。何か、後味が悪そうだもの」

「そんなことを言っていたら、カミラゲームを勝ち残ることはできませんわよ」

　カミラ10が呆あきれたように首を振る。

「まあいいですわ。カミラさんがそうおっしゃるなら、わたくしが嚙かみつくまでですわ」

　カミラ10の瞳ひとみが赤みを増した。開いた口から、尖とがった牙きばがニュッと伸のびる。

「どんな呪のろわれた能力がわたくしのモノになるか、フフフ、楽しみですわね」

「カミラ10！　待って！　待ちなさい！」

　カミラがカミラ10の前に立ちはだかり両手を振ふり回まわす。

「そんなこと、アタクシ様が許さないわ！」

「でしたら、早くカミラさんが嚙んでください。わたくしはそれでもかまいませんのよ。他のカミラ・ナンバーズに取り込まれるよりは、カミラさんが嚙んで取り込んでしまった方が安心ですもの」

　カミラ10は言葉を続ける。

「何故なぜなら、カミラさんはいくら他のカミラ・ナンバーズを取り込んでも呪われた能力を増やしたりはしませんから」

　カミラ・ナンバーズ同士であれば、嚙んで取り込んだ相手の呪われた能力を自分の物とすることができる。しかし、カミラの場合はそうはならなかった。

　実際、すでに二人ものカミラ・ナンバーズを取り込んでいるのに、使える呪われた能力は最初から持っていた一つだけだ。

　カミラ自身、そのことは自覚していたが、カミラ10に改めて言われるとひじょ[image: ][image: ]に面白くない。

「カミラ10、アナタ、人が気にしてることをよくもハッキリ言ってくれたわね！」

　カミラ10に対しての反発心もあったのだろう。カミラは半ば意固地になって宣言した。

「決めたわ！　アタクシ様、まだカミラ８を嚙まないわ！　どうして彼女が史し郎ろうに助けを求めたのか？　その理由がハッキリするまではね。カミラ10、アナタも手を出さないで！」

「ふう、仕方ありませんわね」

　カミラ10がため息をつく。

「まあ、幸運にもわたくしが来ていますからね。たとえカミラ８が戦いを始めても、どうにか対処もできるでしょう。本当、カミラさんはラッキーですわよ」

「何よ。別にアナタがいなくたって、アタクシ様と史郎だけでどうにかできるわよ！　ねっ、史郎」

　そんなやり取りをしている時だった。ソファーから、『んんん』という声がかすかに響ひびく。

「カミラ８が目を覚ましたわ」

「そのようですわね」

　カミラとカミラ10がソファーへと歩み寄る。史し郎ろうもまた二人の後に続いた。

　カミラ８がゆっくりと目を開いた。しばし、ポカンとした表情で二人の吸きゆう血けつ鬼きと一人の人間を見上げる。

「は、わわわわわわわわ！」

　慌あわてたように飛び起きると、ソファーの上で怯おびえたように体を小さくした。

「そんなに慌てないで。すぐにアナタに嚙かみつくつもりはないわ。もしそうだったら、こんな所に連れてきたりはしない。アナタが倒たおれた道路で、さっさと終わらせてたわ」

　カミラが安心させるように言う。

「カミラ８、教えて。どうしてアナタは、ここにいる人間の史郎に助けを求めたりなんかしたの？」

「あ、あたしは！　あたしは！」

　緊きん張ちようで幾いく度ども言葉を転ばせながら、カミラ８は言った。

「この人間は、お姉ちゃんが催さい眠みん術じゆつで操って下げ僕ぼくとして使ってるんだって思ったの。この人間に頼たのめば、取り次いでもらえると思ったの！」

　カミラ８は、まっすぐにカミラを見つめていた。

「ちょっと待って。それじゃアナタは、史郎ではなくアタクシ様に助けを求めたってこと!?」

「うん、そうなの」

　カミラ８が大きく頷うなずく。

「だってもう、他のカミラ・ナンバーズに頼たよるしかないの！」

「厳密に言うと、カミラさんはカミラ・ナンバーズではありませんけどね」

　カミラ10が脇わきから口を挟はさむ。

「カミラ８。会合の時、誰だれかが話しているのを耳にしませんでした？　カウントされなかった十四本目の瓶びんがあるってことを」

「あっ、聞いたことがあるの。ゴミとホコリの混じった灰の瓶のことなの。えっ、それじゃ？　お姉ちゃんが!?」

　カミラ８が驚おどろいたような目でカミラを見る。

「ええ、そうよ。アタクシ様が、その番号なし。ゴミとホコリの吸血鬼よ」

　カミラは不ふ機き嫌げんそうに言う。

「だけど、これだけは言っておくわ。番号なしのアタクシ様だけど、ちゃんと呪のろわれた能力は使えるのよ。それに、カミラゲームにも参加してる。アナタの敵であることに間ま違ちがいはないわ」

　キッパリとそう宣言をしてから、カミラはカミラ８に改めて尋たずねた。

「話を元に戻もどすわ。どうして敵であるアタクシ様に助けを求めてきたの？　逆に、アタクシ様に嚙まれるとは思わなかったの？」

「もちろんそれも覚かく悟ごしてたの。でも、それでもいいって思ったの。アレに捕つかまっちゃうよりは、ずっとずっといいの！」

　カミラ８の悲痛な叫さけびだった。

　番号なしのカミラ、そしてカミラ・ナンバーズ達にとっては、完かん璧ぺきなカミラになりたいという気持ちは本能的なものだ。それを諦あきらめてもかまわないと思う程にカミラ８は追い詰つめられているようだ。

　カミラはやれやれと首を振る。それから、幾いく分ぶん優しい口調で語りかけた。

「分かったわ。とりあえず、詳くわしい話を聞かせて頂ちよう戴だい。アナタをどうするかは、話を聞いた後で決めるから」

「ありがとう、番号なしのお姉ちゃん！」

　カミラ８が顔をほころばせる。

「ば、番号なしのお姉ちゃん？」

「うん、だってそれが一番分かりやすいの。ただでさえみんなカミラでややこしいの。だからピッタリなの」

　カミラ８は笑顔で言う。邪じや気きがない分、厄やつ介かいだった。

「……もうそれでいいわよ」

　カミラは諦あきらめたように息を吐いた。

「それで、アナタ、一体何をどう助けて欲しいのよ」

「うん、実は──」

　そこでカミラ８の言葉が止まった。表情が恐きよう怖ふに歪ゆがむ。

「き、聞こえるの。唸うなり声なの。あたし、匂においを嗅かぎつけられちゃったの！」

　カミラ８はブルブルと震ふるえると、搾しぼり出だすような声で叫さけんだ。

「オオカミが、オオカミが来ちゃうの!!」

　次の瞬しゆん間かんだった。

　バリィィィィィィィィィィィィィィィィィン！

　ガラスの砕くだけ散る凄せい絶ぜつな音が室内に響ひびいた。




　★３★




　先程、カミラ10が霧きりになって入ってきたガラス窓を粉々に砕き、ソレは飛び込んできた。体にまとわりついたカーテンを破り捨て、一同に姿を見せる。

　人間ではなかった。裸はだかの上半身には、灰色の獣けものの毛がビッシリと生えている。ピンと頭の上に伸のびた耳、ズガンと突つき出でた口。爛らん々らんと輝かがやく金色の瞳ひとみ。ゾロリと生えた牙きば、牙、牙。

　それは、獰どう猛もうな狼おおかみと人間の融合体、人じん狼ろうだった。

「えっ、人じん狼ろう!?」

　カミラが驚おどろきで目を丸くする。

「この時代にも、まだこんなのが生き残ってたのね。何だか、古い友人に再会したような気分よ」

　そんなことを言うカミラに、カミラ10が鋭するどく指し摘てきする。

「カミラさん、違いますわ。首の部分をよく見てください！」

　人狼の首には、トゲトゲの鋲びよう付きの首輪がはめられていた。

「まさか……まさかアレは？」

「そのまさかですわ」

　カミラ10が深刻そうに呟つぶやいた。

「ＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮ!!」

　人狼はマンションの天てん井じように向かって吠ほえた。部屋がビリビリと震ふるえる程の大声だった。

「ひゃあああああ！」

　カミラ８は悲鳴を上げるとソファーから飛び上がった。そのまま、人狼から一番離はなれた壁かべ際ぎわまで逃にげていく。

「来ちゃったの。来ちゃったの」

　涙なみだと鼻水混じりの声で、そう繰くり返かえした。

（な、何だよこの怪かい物ぶつは!?）

　驚きと恐きよう怖ふで体を硬こう直ちよくさせながら、史し郎ろうは思った。

（どうして、こんなのが僕ぼくの家に飛び込んでくるんだ!?　そりゃあ、ペット可のマンションだけど、人狼なんてのはさすがに許可されないぞ！）

　気が動転してか、そんなしょーもないことを考えてしまったりもした。

　そんな時、カミラ10の声が響ひびく。

「《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》！」

　カミラ10の足元から、大量のコウモリ達が湧わき出でてくる。これこそが、カミラ10が持っている呪のろわれた能力だった。数百、数千というコウモリを召しよう喚かんし、自由に使し役えきすることができるのだった。

「コウモリ達よ、お行きなさい！」

　カミラ10の命令と共に、コウモリの大群が人狼に向かって突とつ進しんをする。コウモリ達は、人狼の体にしがみ付いた。人狼の体はたちまちコウモリ達によって覆おおい尽つくされてしまう。コウモリの山の完成だった。

　一安心と思いきや、カミラ10は切せつ羽ぱ詰つまった表情で叫ぶ。

「わたくしのコウモリ達では、時間稼かせぎにしかなりませんわ。カミラさん、早く史郎さんを！」

「分かったわ！」

　カミラが史し郎ろうを見る。

「史郎、準備はいい？」

　カミラが何をしようとしているのかは、考えるまでもなかった。

「えっ、本当に？」

「本当よ。そうしなきゃ大変なことになるわ」

　カミラは自らの唇くちびるを鋭するどく尖とがった牙きばで嚙かみ裂さいた。ピンク色の唇が、彼女の鮮せん血けつで真っ赤に染まる。

《鮮血の口づけブラツデイーキス》それが、カミラが持っている呪のろわれた能力の名前だ。鮮血に染まった唇でキスをすることで、相手を一定時間不死身の屍鬼戦士グールフアイターへと変化させることができるのだ。

　基本的な吸きゆう血けつ鬼きの能力もカミラ・ナンバーズに比べ劣おとっているカミラが二度の戦いを勝利できたのは、この能力で史郎を屍鬼戦士化したからだった。

「さっ、史郎。キスよ」

「あ、ああ」

　こんな状じよう況きようながら、ドギマギしてしまうのが青少年の悲しい性さがだ。

　史郎は固く瞳ひとみを閉じ、『んっ』と唇を前に突つき出だした。

「初めてってわけじゃないんだから、もう少し慣れなさいよね」

　呆あきれたように呟つぶやいてから、カミラが真っ赤に染まった唇を史郎の唇に触ふれさせようとする。

「ＧＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵ！」

　コウモリの山の中から、くぐもった唸うなり声が響ひびいた。続いて、山が内側から崩ほう壊かいする。人じん狼ろうが大きく体を揺ゆさぶったのだ。

「えっ!?」

　何事かと反射的に史郎は顔を動かしてしまう。それが、キスを中断させてしまった。

「史郎！　よそ見をしないで！」

　慌あわててカミラが史郎の顔を摑つかみ元に戻もどすも、すでに遅おそかった。

「ＧＡＯＮ!!」

　鋭く短い叫さけび声と共に、壁まど際ぎわのカミラ８目がけて突とつ進しんをした。不運なのは、その間にカミラと史郎が立っていたことだった。

　二人はそれぞれ別々の方向に跳はね飛とばされてしまう。

　人狼の太い腕がカミラ８へと伸のばされる。そのまま小さな体を摑んでしまうかに思われが、寸前のところでカミラ８が体に力を込めた。

「えいっ！」

　ボシュっと音を立て、カミラ８の体が霧きりとなる。さすがの人狼も霧を捕とらえることはできず、伸ばした手は空くうを摑んだ。

　カミラ８は霧の姿で漂ただよい、窓の方へと向かう。

　人じん狼ろうはゆっくりと向き直り、漂ただよう霧きりを見つめた。その口から、ゆっくりと息が吐はき出だされる。しかしそれは、諦あきらめのため息ではなかった。

　腹がベッコリとへこむ程に息を吐いた人狼は、今度は口元を器用にすぼめると一気に吸い始める。そのとてつもない吸引力に、部屋を出ようとしていた霧が吸い戻もどされてしまう。

　恐おそるべき肺活量だった。

　まさに化け物級だった。

　人狼の眼前まで吸い寄せられたところで、カミラ８の霧化の時間が終了した。その場で実体化してしまう。

　人狼はすかさず手を伸のばしカミラ８の腕を摑つかんだ。

「イヤ[image: ][image: ]、離はなして欲しいの[image: ][image: ]！」

　ジタバタと暴れるカミラ８。もちろん彼女の力だって普ふ通つうの人間よりはずっと強いのだが、屈くつ強きような人狼の拘こう束そくを振ふりほどくことはできなかった。

「ＧＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵ」

　人狼が気味の悪い声を上げる。それは、喜びの声だった。獣けものの口が、喜びに歪ゆがんでいた。

「いつまでもあんなケダモノの好きにはさせないわ！　史し郎ろう！　今度こそ《鮮血の口づけブラツデイーキス》をするのよ！」

　史郎の元に駆かけ寄よったカミラは、今度は問答無用に自らの唇くちびるを史郎の唇に押し付ける。

（ああ、これで僕はいつものような屍鬼戦士グールフアイターに……）

　自らの体に起こる変化に身を委ゆだねようとする史郎だったが、何も起こらない。

「あれ？」

　史郎が変身しないことに気付いたカミラも、戸と惑まどいの表情を見せる。

「ど、どうして屍鬼戦士にならないのよ！　今は急いでるって言うのに！」

「ＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮ！」

　人狼が天てん井じようを見上げ歓かん喜きの雄叫おたけびを響ひびかせた。カミラ８を摑んだまま歩き出す。入ってきたベランダから夜の街へと出ていくつもりのようだ。

「ああ、行っちゃう！　どうすればいいのよ！」

　カミラが悲鳴を上げた時だった。

　数匹のコウモリがパシャパシャと羽音を立て室内に飛び込んできた。皆で力を合わせて一本の小こ瓶びんを運んでいる。

「戻りましたわね！」

　カミラ10が華はなやいだ声を上げた。

「貴方達、その中身を獣けものの鼻に！」

　一匹のコウモリが小瓶の蓋ふたを摑み体を回転させた。瓶の蓋が開く。中から液体がこぼれ出る。それは、丁度真下にいた人狼の鼻面を直ちよく撃げきした。

「ＫＹＡＯＮ!!」

　人じん狼ろうが、これまでとはまったく違った裏返った声を上げた。摑つかんでいたカミラ８から手を放すと、必死に両手で顔を擦こする。

　その顔には、苦く悶もんの表情が浮かんでいた。

　人狼は体を丸めると、その場から逃にげるかのように部屋を飛び出していった。

　嵐あらしが過ぎ去ったかのような静けさが訪れる。

（あの怪かい物ぶつを追おい払はらうなんて、あの小こ瓶びんの中身は一体何だったんだ？　どんな危ない液体なんだ？）

　何だか恐おそろしいものを感じてしまう史し郎ろう。

　カミラも同じように疑問に思っていたようで、カミラ10に尋たずねる。

「カミラ10、アナタ、どんな秘密兵器を使ったのよ？」

「ああ、あれのことですの？　別に秘密兵器と言う程の物ではありませんわ」

　カミラ10が指先をちょいちょいと動かしコウモリを呼び戻す。渡された小瓶を持って、史郎達の近くへとやって来た。

「これですわよ」

　レモンの絵の描かれたラベルが貼はられている小こ瓶びんだった。史し郎ろうにも見覚えがある。スーパーで売られているレモン果か汁じゆうだ。

「えっ、ただのレモン汁？　どうしてそんなもので？」

　キョトンとするカミラに、カミラ10が説明をする。

「嗅きゆう覚かくの鋭するどい犬は、刺し激げき臭しゆうに弱いのですわ。お酢すとかレモン果汁なんかを鼻にかけられると、パニックを起こしますのよ。狼おおかみも犬科の動物ですから、効果があると思ってコウモリ達に指示を出しておいたのですわ」

「へえ、そうなの。アナタ、詳くわしいのね」

「ええ、瑞樹みずきの家では犬を飼っていますから。自然とそんな知識も受け継ぎました」

　瑞樹と言うのは、史郎の通う月つき与よ野の南みなみ高校の生徒会長、皇すめらぎ瑞樹のことだ。カミラ10は彼女の血によって蘇よみがえった。そのため、彼女の持っている知識をまるっと受け継いでいる。

「悔くやしいけど、アナタのおかげで人狼を追い払うことができたわ。ありがと」

　カミラ10にお礼を言ってから、カミラは隣となりの史郎へと顔を向けた。

「それより史郎、あれは一体どういうこと？」

「あれって？」

「アナタが屍鬼戦士グールフアイターにならないことよ！」

　カミラが目を吊つり上あげ怒いかりの声を上げる。

「アタクシ様の、《鮮血の口づけブラツデイーキス》が発動しない理由は一つ、アナタが誰だれか他の吸きゆう血けつ鬼きとキスをしていることよ！」

　もし史し郎ろうが誰だれか他の吸きゆう血けつ鬼きとキスをしていると、約一時間の間は《鮮血の口づけブラツデイーキス》を受け付けない状態となってしまうのだ。

「史郎、アナタ一体誰としたの!?　カミラ10とじゃないわね。彼女が来てからはアタクシ様もずっと一いつ緒しよだったもの。だとすると……」

　カミラはハッと息を飲む。

「カミラ８しかいないじゃない！　運ぶ途と中ちゆう、アタクシ様がちょっと目を離はなした隙すきにしたのね！　カミラ８はずっと眠ねむってたから、史郎、アナタが勝手にしたんだわ！」

「ちょっと待ってよ！　僕ぼくはそんなことしてない！」

　必死に身の潔白を証明しようとする史郎だったが、カミラは話を聞いてくれない。

「眠っている小さな女の子にキスなんてアナタ、最低よ！　この変態！　ロリコン！　性犯罪者！」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐あらしだった。

　その厳しい嵐の中に、助け舟を漕こぎ出だしてくれたのはカミラ10だった。

「カミラさん、史郎さんの言っていることは正しいと思いますわよ」

「じゃあどうして《鮮血の口づけ》が発動できなかったのよ!?」

　カミラの質問に、カミラ10は半ば呆あきれながらこう言った。

「自分の唇くちびるに触ふれてみることですわ。それで分かりますわよ」

「唇に？」

　不可解そうな顔をしながらも、カミラは言われたとおり自らの唇に手を当てる。

「あら!?」

　何かに気付いた様子で、小さく声を上げる。

「《鮮血の口づけ》は、唇が鮮せん血けつで濡ぬれている状態でしか効果はありませんわ。そんなに乾かわいてしまっていては、能力は発動しない。史郎さんが変身しなくて当然ですわよ」

　カミラ・ナンバーズには劣るものの、カミラだってまがりなりにも吸血鬼。その治ち癒ゆ能力は人間とは比較にならないぐらい高い。ちょっと唇を嚙かみ裂さいた程度の傷、一分もかからず塞ふさがってしまう。《鮮血の口づけ》をしようと唇を血で染めてから時間がたったため、唇がすっかり渇かわいてしまっていた。

　史郎を屍鬼戦士グールフアイター化させたければ、もう一度唇を嚙み裂く必要があったのだ。

「あはは、アタクシ様、ちょっと焦あせり過ぎてたみたい」

　カミラはバツが悪そうに笑う。

「史郎、疑って悪かったわ。ごめんね」

「……冗じよう談だんじゃないよ。もう」

　ロリコンだの性犯罪者だの言われ方だった史郎としては、ちょっと謝ってもらったぐらいじゃスッキリしない気分だった。

「それより、今はカミラ８のことよ！　とりあえず彼女が何から助けて欲しいって言ってるのかはこれで分かったわ」

　誤ご魔ま化かすかのようにカミラが言う。その言葉に、史し郎ろうもくすぶっていた怒いかりを鎮しずめる。今はそれどころではない。

「なあ、カミラ。さっきのアレを見た時、人じん狼ろうって言ってたよね」

　オカルトに疎うとい史郎だって、人狼という言葉ぐらいは知っている。狼おおかみに変身できる者のことだ。

「吸きゆう血けつ鬼きだけでなく、そんなものもいたんだ。いや、驚おどろいたよ」

　史郎の呟つぶやきに、カミラがゆっくりと首を振る。

「史郎、少し違うわ。確かに、狼に変身できる種族がいたのは確かよ。今はどうなっているか分からないけどね。でも、さっきのはそれとは別物よ。あれは、呪のろいの力で強制的に獣じゆう人じん化させられているだけ。元はただの人間のはずよ」

「呪い？」

　そんな呪いがあるのかと驚くも、よくよく考えてみればさほど不思議なことでもなかった。

　カミラの《鮮血の口づけブラツデイーキス》だって、一種の呪いのようなものだ。それによって、史郎は屍鬼戦士グールフアイターというモンスターへと変身するのだから。

　そこで、史郎の中にある可能性が閃ひらめく。

「ちょ、ちょっと待って。もしかして、もしかしてその呪いって？」

「ええ、そうですわ」

　カミラ10が大きく頷うなずいた。

「わたくし達が持つ、呪われた能力の一つですわよ。名前は、《獣人の棘首輪ビーストチエイン》。魔ま力りよくを込めた首輪を人間の首に装着することにより、獣人化させ使し役えきする能力ですわ」

「つまり、《獣人の棘首輪》の能力を持つカミラ・ナンバーズがカミラ８を狙ねらってるってことよ。自分の能力では太刀たち打うちできず、他のカミラ・ナンバーズを頼たよろうとした。そうでしょ？」

　カミラは、カミラ８に顔を向け尋たずねる。

　ところが、カミラ８はぶんぶんと首を横に振った。

「違うの！　そうじゃないの！」

　そして、衝しよう撃げき的な事実を口にした。

「《獣人の棘首輪》は、あたしの持ってる呪われた能力なの！」

「えっ？」

「何ですって？」

　カミラ、そしてカミラ10も驚く。

「カミラ８、それって一体どういうこと？」

「まさか、さっきの襲しゆう撃げきは茶番劇でしたの？」

「違うの！　違うの違うの違うの！」

　カミラ８はさらに激しく首を振る。

「さっきのオオカミを作ったのは確かにあたしなの。でも、全然言うことを聞いてくれないの。それどころか……」

　カミラ８が言葉を詰つまらせる。よほど口にしたくない内容のようだ。

「これから、あたしと一いつ緒しよに来て欲しいの。見てもらいたいものがあるの。そうすれば、全部全部分かってもらえるはずなの」

　カミラ８がそんなお願いをする。

「カミラさん、どうします？」

「このままだと気になって仕方ないし、カミラ８に付き合うつもりよ。史し郎ろう、もちろんアナタも一緒にね」

「えっ、でも、僕ぼくこのガラスを片付けなきゃ」

「いいから一緒に来て。またあの人じん狼ろうが来たら大変じゃない」

　カミラに言われて、史郎は仕方がないと頷うなずいた。

　と、その時だった。ピンポーンというドアチャイムの音が鳴なり響ひびく。

「こんな時間に誰だれかしら？」

「……多分、管理人さんだと思う。これだけの大おお騒さわぎなんだから、近所から連絡がいったんだよ」

　史郎は、大いに焦あせった顔をした。

「どうにかして誤ご魔ま化かさなきゃ。下手へたをしたら、ここに住めなくなるよ！」




　★４★




　夜の街を歩くカミラ８、その後ろを、史郎、カミラ、カミラ10の三人がついていく。

　結局、管理人さんの方はどうにか誤魔化すことに成功した。カミラ10の催さい眠みん術じゆつのおかげだった。ついでに、隣となり近所も尋たずねて同じように催眠術をかけている。テレビのボリュームが大きかったということで誤魔化し完了だった。

「なあ、またあの人狼が現れたりしないかな？」

　史郎の呟つぶやきに、カミラ８が答える。

「大だい丈じよう夫ぶなの。さっきのレモンの果か汁じゆうで、アレの鼻もバカになってるはずなの。今晩の襲しゆう撃げきは多分もうないの」

　それから、カミラ８はゆっくりと語り始める。

「他のみんなと同じように、あたしはこの街で蘇よみがえったの。何かに導かれるようにして向かった先に、カミラ・ナンバーズ達が集まってたの。そこで、カミラゲームの開かい催さいのことを聞いたの」

「わたくしも同じでしたわ」

　カミラ10が頷うなずく。

「アタクシ様はそんな導きなかったけど」

「それはほら、カミラさんは──」

「言わないで。アタクシ様が番号なしだからでしょ」

　カミラが不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向く。

　カミラ８は話を続けた。

「当然あたしも、完かん璧ぺきなカミラになりたいと思ったの。呪われた能力の《獣人の棘首輪ビーストチエイン》を持ってることも何となく分かってたから、その準備をしたの。まずは、適当な首輪を手に入れて魔ま力りよくを込めたの。そして次に──」

「首輪をはめる人間を探した。そうですわね？」

「そのとおりなの」

　カミラ８が頷く。

「番号なしのお姉ちゃんも、10のお姉ちゃんも知ってのとおり、《獣人の棘首輪》は素体となる人間の素質によって。どんな獣じゆう人じんになるのかが決まるの。できるだけ強い獣人を作りたくって、あたしは格かく闘とうジムを覗のぞいたの。そこで、格闘技のチャンピオンになったことがあるっていう人間の男を見つけて、喜んで首輪をはめたの」

「普ふ通つうなら、そうやって誕生した獣人は主の忠実なシモベとなるはずでしょ？　なのにどうしてあの人じん狼ろうはあんなことになってるのよ？」

　カミラが不思議そうに呟つぶやく。

「カミラ・ナンバーズと言えども、分割され弱体化された存在ですわ。そのせいで魔力が弱まり、制せい御ぎよしきれなくなっているのでしょうか？」

　カミラ10が冷静な意見を口にする。

「多分、その理由もあると思うの。でも、一番の理由は……」

　カミラ８が足を止めた。そこは、細い道脇わきにひっそりと建つ古い木造のアパートの前だった。

「このアパートの一階の一番端はしが、あたしが変身させた男の部屋なの。その中を見れば、全部分かると思うの」

「大だい丈じよう夫ぶですの？　人狼がこの部屋に戻もどっているってことは？」

　カミラ10が不安そうに尋たずねる。

「それはないの。一度獣人になったら、朝になってもとの姿に戻るまではここには戻ってこないの」

　カミラ８はすたすたと歩いていくと、部屋の前へと立った。ノブに手をかける。鍵かぎはかかっていなかったらしく、すんなりと扉とびらが開いた。

「どうぞ……なの」

　カミラがずかずかと部屋の中へと入っていく。少し警けい戒かいをしながらもカミラ10がその後に続く。

「史し郎ろうお兄ちゃんもなの」

　カミラ８に言われて、史郎も部屋の中へと足を踏ふみ入いれた。

「これは!?」

「何ということですの!?」

　カミラ、そしてカミラ10が息を飲む様子が伝わってきた。夜目のきく二人には、室内の様子が見えている様子だ。だけど史郎には無理だった。

「えっ、何？　どうかしたのか？」

　尋たずねる史郎に、カミラ８の声が届いた。

「今、電気を点つけるの」

　パチリというスイッチの音とともに、電灯が点く。部屋内が明るく照らされた。

「うわっ！」

　史郎もまた、思わず驚おどろきの声を上げてしまった。

　壁一面に張られていたのは、少女達のポスターだった。七歳～十歳程度の少女達。全員金きん髪ぱつだった。

　机の上には、金髪少女のフィギィアが所ところ狭せましと並べられている。本ほん棚だなには、金髪少女の写真集がぎっちりと詰まっていた。

　パソコンもある。そのＨＤに保存されているデータは、調べるまでもないだろう。

「何となくだけど、分かったわ」

　カミラが、頭痛をこらえるような顔で言った。

「カミラ８、アナタが《獣人の棘首輪ビーストチエイン》で獣じゆう人じん化させた人間は、金髪の少女が好きで好きでたまらないロリコン男だったってことね？　そして、アナタはその男の好みにドンピシャだった」

　カミラに続き、カミラ10も口を開く。

「その結果、溢あふれる情欲が魔ま力りよくの支配力を上回り、制せい御ぎよ不能となった。そして、貴方あなたを追いかけるようになった。そういうことですわね」

「そうなの！」

　カミラ８が泣きそうな顔で頷うなずく。

「どうしてよりにもよってそんな男を選んだのよ？」

　カミラが呆あきれながら尋ねる。

「こんな性せい癖へきがあるなんて知らなかったの！　知ってたら他の人にしてたの！　後になってここを調べて、全部全部分かったの！」

　カミラ８はそう言ってから、机の引き出しを開けた。そこから一冊のノートを取り出す。まるで汚いものでも摑つかむような手つきだった。

「これを、読んでみるの」

　表紙には、

『マイラブリーブロンドリトルガール♡へ捧ささぐ詩』

　とマジックで書かれている。

「わたくしは御ご免めんですわ。触さわるのも嫌いやですもの」

　カミラ10がさっさと降参した。

「史し郎ろう、アナタが読んでよ」

　カミラが言う。

　史郎だって正直、気乗りはしなかった。だけど、読まないことには始まらないから仕方なく手を伸のばしカミラ８からノートを受け取る。

　それを開く。中には、表紙と同じ字が並んでいた。

「自作の詩集みたいだね」

「試しに一つ声に出して読んでみて。あまり聞きたくはないけどね」

　カミラに頼たのまれ、史郎はたまたま開いたその詩を音読した。







『ペロペロしたい』




　ペロペロしたい。ペロペロしたい。

　金色の髪かみの毛けの匂においを嗅かぎながら、君の体をペロペロしたい。

　ペロペロしたい。ペロペロしたい。

　君の体のすみからすみまで、残すことなく舐なめつくしたい。

　ペロペロしたい。ペロペロしたい。

　君の体を、僕ぼくの唾だ液えきまみれにしたい。







　一作の詩を読み終え、史郎は顔を上げた。想像はしていたが、カミラも、カミラ10も最高に気持ち悪そうな顔をしている。

「えっと、続ける？」

「史郎さん、もう十分ですわ」

　カミラ10が悲鳴にも似た声を上げた。

「あのオオカミに捕つかまったら、この詩にあるようなことされちゃうの。ペロペロどころじゃすまないの。ベトベトやヌルヌル、クニクニ、ニュポニュポまでされちゃうの！　全部そのノートに書いてあるの！」

　カミラ８が悲痛の声を上げる。

　さらに過激な詩がこのノートには書かれているようだ。

　ベトベト、ヌルヌル、そしてクニクニ、さらにニュポニュポらしい。詳しよう細さいは分からないが、イヤらしいことは響ひびきで伝わってくる。

　同じ男である史し郎ろうもさすがにおぞましさを感じてしまった。ノートを机の引き出しへと放ほうり込こむ。

「欲望を満たしてあげれば、あたしの魔ま力りよくが勝まさって言うことを聞くようになるかもしれないの。でもでも、絶対そんなことされたくないの！」

　カミラ８は、すがるような瞳ひとみで一同を見た。

「お願いなの！　あのオオカミから首輪を奪うばい取とって欲しいの！　そうすれば能力の効果はなくなって、元の人間に戻もどるはずなの！」

　史郎は先程、自宅を襲しゆう撃げきした人じん狼ろうの恐おそろしい姿を思い浮かべた。あの猛もう獣じゆうから首輪を奪い取るなんて、まず無理そうに思えた。

　そこで、ふと閃ひらめく。

「ちょっと待って、カミラ８。さっき、あの人狼は朝になったら元の姿に戻るって言ってなかった？」

「言ったの」

　こっくりと、カミラ８が頷うなずいた。

「《獣人の棘首輪ビーストチエイン》の効果は、月が出ている間だけなの。朝になったら、元の人間に戻るの」

「そしたら、この部屋に戻ってくるんだよね？」

「そうなの」

「何だ、それなら簡単じゃないか」

　史郎は表情を緩ゆるめる。

「昼間は、その人は人狼じゃなく人間ってことでしょ？　昼間ここを訪ねて、首輪を奪ってしまえば解決だよ」

「そう簡単にはいかないわよ」

　史郎のアイデアに、カミラが口を挟はさむ。

「首輪をはめられた人間は、その首輪に強い執しゆう着ちやくを抱いだくの。つまり、簡単には取らせてくれないってこと。それから、カミラ８がさっき言ってたでしょ？　相手は、格かく闘とう技ぎのチャンピオンになった人間だって」

「うっ」

　史郎は声を詰つまらせる。体育の授業でヒーヒー言っている自分だ。格闘技のチャンピオンになったような男に太刀たち打うちできるはずがない。

「昼間はアタクシ様達だって身動きが取れないんだから、どうしようもないわよ」

「じゃ、じゃあこんなのは？　カミラ８の力で別の人間を獣じゆう人じんにして首輪を奪うばわせるってのは？」

「駄だ目めなの。獣人化させられる人間は一人きりなの。同時に二人は無理なの。アレの首輪をどうにかしない限り、別の首輪を作ることはできないの」

　残念そうにカミラ８が告げる。

「だから、お姉ちゃん達にお願いするしかないの！」

　懇こん願がんするようにカミラ、そしてカミラ10を見る。

「カミラ８、貴方あなたが苦しい状じよう況きようにいるのは分かりましたわ。気の毒だとも思います。しかし、いくらお願いされても簡単に力を貸すわけにはいきませんわよ」

　カミラ10が固い口調で言う。

「何故なぜなら、あの人じん狼ろうの首輪を外すイコール、貴方に呪のろわれた能力を取とり戻もどさせるということですものね。カミラゲームで敵同士である以上、それはできませんわ」

「分かってるの。だから約束するの。もしあたしを助けてくれたら、番号なしのお姉ちゃんとも10のお姉ちゃんとも戦わないようにするの」

「つまり、休戦協定を結ぶということですのね」

　カミラ10が首を横に振る。

「残念ですけど、わたくしは貴方と休戦協定を結ぶことはできませんわ」

「番号なしのお姉ちゃんとは戦わないって約束をしてるの。なのにどうしてあたしだと駄目なの？」

「カミラさんの場合は、少し特別な理由があるからですわ」

　カミラ10がチラリと史し郎ろうを見る。

　カミラを取り込み、《鮮血の口づけブラツデイーキス》を手に入れた際、史郎を屍鬼戦士グールフアイターの素体として使いたいというのがカミラ10の希望だ。その時、史郎が自らの意思で自分のために戦ってくれることをカミラ10は望んでいる。現在は史郎の懐かい柔じゆうの真っ最中。それこそが、カミラ10がカミラとの間に休戦協定を結んだ目的だった。

「まあ、貴方がどうしてもあの人狼にイヤらしいことをされるのが嫌いやなら、わたくしが嚙かんであげてもいいですわよ。そうすれば、貴方は消え、あの人狼も元の姿に戻る。一見落着ですわ」

「あうううう」

　カミラ８が泣きそうな顔になる。

　そんなカミラ８の肩に、カミラがポンと手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、カミラ８。あの人狼の首輪は、アタクシ様が何とかするわ」

　カミラの言葉に、カミラ10が驚おどろきの声を上げる。

「カミラさん、貴方正気ですの!?　少し前にも言いましたけど、その子はれっきとしたカミラ・ナンバーズの一人。見かけで騙だまされると痛い思いをすることになりますわ。利用するだけ利用して、休戦協定の話なんてなかったことにする可能性もありますのよ！」

　カミラは堂々と胸を張り答えた。

「その時はその時よ。もし《獣人の棘首輪ビーストチエイン》の能力を取とり戻もどしたカミラ８が後日アタクシ様に戦いを挑いどんできたりしたら、その時は受けて立つまでよ。そうなったら、アタクシ様も遠えん慮りよなく嚙かみつけるし、何の問題もないわ！」

　カミラ10は、心底呆あきれた様子でカミラを見る。

「カミラさん、貴方あなたは本当にお人好しで、なおかつ甘過ぎますわね」

　特大のため息をつく。
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「わたくしは、とても付き合ってはいられませんわ。これで帰らせていただきますわよ」

　最後に、カミラ10はこう言い残した。

「十二分に気を付けることですわ。あの人じん狼ろうにも。そして、そこにいるカミラ８にもね」

　カミラ10が霧きりへと姿を変える。空いていたドアの隙すき間まから、外へと去っていった。

「番号なしのお姉ちゃん！　本当なの!?　本当にあたしを助けてくれるの？」

　半信半疑といった様子でカミラ８が尋たずねる。

「ええ、本当よ。約束するわ。だから安心して」

　カミラが優しく微笑ほほえんで見せる。

「ありがとうなの、本当に本当に、ありがとうなの！」

　感激のあまり、カミラ８は泣き出してしまった。

「よしよし、大だい丈じよう夫ぶだから泣かないの。ほら、せっかくの可愛かわいい顔が台無しよ」

　カミラは優しく、カミラ８の目元の涙なみだを指で拭ぬぐってあげる。

「ところでカミラ８、アナタ、どこで暮らしてるの？」

「決まった家はないの。ずっとアレに追われてるから、毎日場所を変えて休んでるの」

「なら、アナタ、アタクシ様の家に泊とまりなさいよ。どのみち、あの人じん狼ろうとの対決は明日になるわ。今晩はゆっくり休んでおいた方がいいわよ」

　カミラは史し郎ろうに顔を向けると、一応といった様子で尋たずねた。

「別にいいわよね？　史郎」

　カミラ８のことは史郎も気の毒に思っていた。だから断る理由もなかった。それに、たとえ断ったところでカミラが言うことを聞くはずもない。

　それに、今は少しでも早くこのアブノーマルな部屋を後にしたかった。

「ああ、いいよ」

　史郎は、迷うことなく頷うなずいたのだった。




　★５★




　リビングのソファーに横たわり、カミラ８がスースーと寝ね息いきを立てていた。

　よほど疲れていたのだろう。マンションの部屋に戻もどってきた途と端たんにこれだった。

「アタクシ様達がいて、ようやくリラックスできたようね。まあ、仕方ないわ。あんなのに追われてたら、気の休まる暇ひまもないものね」

　カミラが同情するように呟つぶやく。

　それから、思い出したかのように史郎にこう言った。

「史郎、誤解のないように言っておくけど。アタクシ様は別にカミラ８の外見に惑まどわされて助けようとしてるわけじゃないのよ。この子だってカミラ・ナンバーズの一人。あなどれない相手だってことは分かってるわ」

　カミラは声のトーンを落とし、呟くように言う。

「ただ……ね、あの時のアタクシ様と同じだなって思って。そう考えたら、何だか放っておけなくなったのよ」

「あの時？」

「そうよ。史郎も覚えてるでしょ？　アタク様が、カミラ５と戦った時のことよ」

　もちろん覚えている。史郎もその場にいたのだ。それどころか、屍鬼戦士グールフアイターとなり戦ったりもしている。

　カミラ５は、カミラと史郎が初めて遭そう遇ぐうしたカミラ・ナンバーズだ。何も知らなかったカミラに、カミラ・ナンバーズやカミラゲームのことを伝えたのもカミラ５だった。

「相手は霧きりにもなれるし、何より呪のろわれた能力《骸骨戦士の召喚サモンスケルトン》を持ってたわ。その事実に、アタクシ様は愕がく然ぜんとしたのよ。やっぱりアタクシ様は不良品だって思って、まるで存在を否定されたような気分だったわ。まだその時は、アタクシ様にも使える呪われた能力があるって分かってなかったから、どうしようもない無力感と絶望を感じたの。呪われた能力のあるなしは、アタクシ様達、カミラにとっては本当に大きなことなのよ」

　カミラは、眠ねむっているカミラ８を見る。

「今のカミラ８は、呪われた能力が使えない状態よ。変態の人じん狼ろうに追われてるだけでなく、そんな状態でいることもこの子にとってはつらいはずだわ。あの時のアタクシ様のように、存在を否定されたような気持ちになってるかもしれない。それは、どうにかしてあげたいと思うのよ」

　ゆっくりと自分の想いを語ってから、カミラは自じ嘲ちよう気味に笑う。

「って、そんなふうに考える時点でもうお人好しで甘過ぎかしらね？」

「そうかもしれないけど、でも、僕ぼくはそれでいいと思うよ」

　史し郎ろうは正直に答える。

「カミラがそんな性格だったから僕は、今こうやってカミラと一いつ緒しよに戦っていられるんだと思う。だから、カミラはずっとそのままでいればいいよ」

「史郎……」

　カミラは、少しだけ嬉うれしそうにはにかんだ。

「あれ？　カミラ。顔が赤いけどどうしたの？」

「な、何でもないわよ。史郎のくせに生意気なこと言わないでよ」

　変化を見られるのが恥はずかしいのか、カミラはピシャリと言う。

「とにかく、明日の夜には史郎。アナタに頑がん張ばってもらうから。あの人狼と戦って首輪を奪うばい取とれるのは、屍鬼戦士グールフアイターになった史郎しかいないんだからね」

「やっぱりそうなるよね」

　もちろん分かってはいたものの、いざそう通達されると気が重くなってしまう史郎。

　それでも、頼たよりにされるのは決して悪い気分ではなかった。それに、それしか方法がないことも理解している。

（頑張ってみるか）

　史郎は覚かく悟ごを決めた。

「ところでカミラ。人狼とはどこで戦うの？　まさか、またここに来るのを待ち受けるとかじゃないよね。さすがにこれ以上の被害は困るんだけど」

　史郎が心配するのも無理はなかった。今晩の被害はリビングの窓ガラス一枚だが、本格的な戦いともなればそれどころじゃ済まない。

　人じん狼ろうVS屍鬼戦士グールフアイター。人じん外がいの者同士の戦いだ。部屋一つが大破しかねない。

　さすがにそうなってしまったら催さい眠みん術じゆつでも誤ご魔ま化かしがきかない。最悪、家を失ってしまうことにもなりかねない。

　露ろ頭とうに迷っている自分を想像し心配になる史し郎ろうに、カミラは笑いながら言った。

「大だい丈じよう夫ぶよ。こんな狭せまい場所で戦おうなんて思っていないわ。アタクシ様にはちゃんとした作戦があるのよ。カミラ８の安全を確保しながら史郎とあの人狼が戦う。そんな完かん璧ぺきな作戦がね」




　★６★




　そして、翌日の夜。

　時刻は午後の七時を回り、あたりが大分暗くなった頃ころだった。

　カミラの案内で史郎、そしてカミラ８が向かったのは、街まち外はずれの工事現場だった。住宅地にするらしく、大規模な地ならしが行われている。

　今日の工事は休みなのか、それとも早く終わっただけなのかは分からないが、そこに人の姿はなかった。あるのは数台の重機と、中央にある青いビニールシートをいくつもかけられたら何やら巨大な物体だけだった。

　カミラが夜の空を見上げる。浮かぶ半月を眺ながめつつ呟つぶやいた。

「もう人狼の時間が始まってるわね。きっとカミラ８を探し回ってるはずよ」

「あのオオカミの鼻は、とんでもないの。きっとすぐに、あたしの匂においを嗅かぎつけるの」

　カミラ８が怯おびえたように言った。

「大丈夫よ。そんなアナタのために、これを用意したんだからね」

　カミラはそう言うと、中央に置かれた謎なぞの物体に歩み寄った。

「史郎、アナタも手伝って。シートの端はしを持って。さあ、一いつ緒しよに引っ張るわよ」

　言われたとおりに史郎も移動し、シートの端を摑つかむ。

　二人で『せーの』と声を上げ、シートを引っぺがす。その下から現れたのは、鉄でできた巨大な物体だった。

「これ、何？」

「見てのとおり、檻おりよ！」

　カミラが自じ慢まん気げに言う。

「大型の熊くま用の頑がん丈じような物よ。鉄筋を溶よう接せつすることでさらに強度を上げているわ。さすがの人狼も、この檻を破は壊かいすることはできないわ」

「こんな物、一体どうやって用意したんだ？」

「カミラ10に頼たのんだよ。今朝けさ、電話でね」

　カミラはこともなげに答えた。

「正確に言えば、皇すめらぎ瑞樹みずきの父親に催さい眠みん術じゆつをかけてもらうように頼んだの」

　カミラ10は、自分を蘇よみがえらせた瑞樹の家で居い候そうろうをしている。ホームステイの外国人としてだ。瑞樹の父親に催眠術をかけるのも難しくはないだろう。

　だけど分からないのは、瑞樹の父親に催眠術をかけるとどうしてこんな場所にこんな檻おりが用意できるかだ。

　この疑問に対しても、カミラはあっさりと答える。

「史し郎ろう、カミラ10から聞いてないの？　皇瑞樹の家って、大手の建築会社なのよ。彼女の父親が社長ね」

　瑞樹の家がお金持ちだという噂うわさは聞いたことがあったが、父親が建築会社の社長をしているとは知らなかった。

「この工事現場も、その建築会社が管理してる場所だし。父親一人に催眠術をかければこれぐらいどうにでもなるのよ」

　瑞樹の父親の実行力にも驚おどろきつつ、史郎はカミラ10にも深く感謝した。

（カミラ10、もう知らないなんて言いながらも協力はしてくれたんだ）

　それから、改めて頑がん強きような檻を見る。

「なるほどね。この檻にあの人じん狼ろうを閉じ込めようって作戦なのか。人狼が暴れて体力を消しよう耗もうしたところを見計らって首輪を取るんだな」

　理にかなった作戦だなと史郎は感心する。

　だけど、カミラは首を横に振った。

「史郎、それは違うわ。あの人狼が自分からこの檻に入るようなマヌケに見える？　それに、無理矢理入れるぐらいならその時に首輪なんていくらでも奪うばい取とれるわ」

　言われてみれば確かにそうだった。

「そもそも、この檻には開くような扉とびらもないのよ。全部溶よう接せつしてるから」

　カミラがそんな説明を付け加える。

　開かない檻、それにどんな意味があるのか史郎には分からなかった。

「じゃあ、この檻はどうやって使うんだ？」

「ふっふっふ、知りたい？　知りたいわよね？」

　にんまりとほくそ笑えみ、カミラは言った。

「この檻の使い道は──」

「ＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮ！」

　その時だった、遠くから遠とお吠ぼえが聞こえてきた。

「どうやら、人狼のお出ましのようね」

　まもなくして、灰色の影かげが疾しつ風ぷうのごとき速度で駆かけてきた。工事現場を取り囲むフェンスを軽々と飛び越え、三人の前へと降り立った。

　全身を覆おおう灰色の毛。尖とがった耳、ズガンと突つき出でた口に、長く伸のびた鋭するどい牙きば。

　人じん狼ろうだった。ギラギラとした瞳ひとみをカミラ８へと向けた。ピンク色の舌を出し、ベロリと舌なめずりをする。

「番号なしのお姉ちゃん」

　怯おびえた様子のカミラ８が、カミラの後ろに隠かくれる。

　カミラは少しも臆おくすることなく、人狼に向かって堂々と言い放った。

「来たわね。アナタを待ってたのよ」

　続いて、背後にいるカミラ８に指示を飛ばす。

「カミラ８、今すぐ霧きりになって！　あの檻おりの中に入るのよ！」

「えっ!?　あたしが？」

「早く！」

　強く言われたカミラ８は、その体を霧へと変えた。そのまま空中を漂ただよい、檻の中へと入っていく。実体のない霧だから、鉄格子も簡単にすり抜ぬけてしまう。

　昨晩のようにカミラ８を吸い戻もどそうと、人狼が吸引を始める。だけどそれよりも早くカミラの指示が飛んだ。

「カミラ８、檻の中で元に戻って！」

　吸い戻されそうになっていた霧が、檻の中で実体化した。

　化け物級の吸引力に、実体化したカミラ８の体も強く引っ張られる。それでも、両足を踏ふん張り檻の中でもちこたえる。

「ＧＡＵＵＵＵＵＵＵ！」

　人狼が吠ほえた。突とつ進しんするような勢いで檻に向かうと、カミラ８を捕とらえようと格子の間から手を伸ばす。

　しかし、巨大な檻の中央に立つカミラ８にはその指先は届かなかった。

　それならばと、人狼は檻を破は壊かいしようと試みた。爪つめを振ふるい、牙で嚙かみつく。

　鉄格子が傷つき、ややへしゃげる。それでも、人狼の体を中に潜もぐり込こませる程には不十分だった。

「ＧＡＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵ!!」

　人狼は苛いら立だちの声を上げた。ヤケクソになった様子で、檻を爪を振るい牙を立てる。

　そんな光景を見て、史し郎ろうはようやくカミラの意図するところを理解した。

「そうか。あの檻は、人狼を閉じ込めるための檻じゃなくって、カミラ８を守るための檻だったのか」

「そういうことよ」

　カミラは自じ慢まん気げに頷うなずいた。

「これで、カミラ８の安全は確保されたわ。後は、あの人狼から首輪を奪うばい取とるだけ。史郎、分かってるわよね」

　正直、恐きよう怖ふがないと言えば噓うそになる。それでも、自分がやらなくちゃという覚かく悟ごはできていた。

　史し郎ろうの目的は、人じん狼ろうを倒たおすことではない。その首から首輪を奪うばい取とることだ。

　カミラ８に執しゆう着ちやくし、檻おりを破ることに必死になっている今なら、背後から忍しのび寄より首輪に手をかけることも容易たやすいだろう。

　屍鬼戦士グールフアイターの腕力と爪つめがあれば、首輪を引ひき千ち切ぎることも可能なはずだ。

「カミラ、やってよ」

　史郎は固く瞳ひとみを閉じ、『んっ』と唇くちびるを前に突つき出だした。

「頼たのんだわよ、史郎」

　カミラは鋭するどく尖とがった牙きばで自らの唇を嚙かみ裂さいた。口を閉じ、唇に鮮せん血けつを行きわたらせる。

　カミラの唇が、鮮血のルージュによって彩いろどられた。呪のろわれた能力《鮮血の口づけブラツデイーキス》の準備は整った。

　前と同じ失敗はしないようにと、カミラはすぐに史郎にキスをしようとする。

　二人の唇がまさに重なり合おうとした時だった。

　二人の間に、無造作に突っ込まれたのは毛むくじゃらな獣けものの腕だった。

「えっ!?」

　驚おどろく史郎に向かって、腕は大きく動く。丸太をぶつけられたような衝しよう撃げきだった。史郎は、少し離はなれた地面へと吹っ飛ばされる。

　史郎を払はらいのけた人狼は、カミラの前へと立っていた。

（ど、どういうことなんだ？　人狼は、檻を破ろうとしてたはずなのに!?）

　史郎は檻をチラリと見た。先程よりも幾いく分ぶん、傷やへしゃげている箇か所しよが増えているが、檻はまだ破られずにいる。中央には、カミラ８の姿もあった。

　それまで執しつ拗ように檻を破ろうとしていた人狼の突とつ然ぜんの行動の変化に、カミラ８もまた戸と惑まどいの表情を浮かべている。

「な、何よ！　別にアタクシ様に用事なんてないでしょ!?　アナタはカミラ８に夢中になってればいいのよ！」

　カミラは、声を張り上げそう言うと檻の中にいるカミラ８を指差した。

　人狼は、そちらに顔を向ける。だけどすぐにカミラに視線を戻もどす。それからまた檻の中へ。でもやっぱりカミラを見る。

　カミラと、檻の中のカミラ８。両者を交互に見比べてから、人狼は瞳を閉じ小さく唸うなる。

「ＧＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵ」

　低く、静かな唸り声だった。怒いかりや悲しみといったものではない。

　しばしの後、人狼の瞳が開かれた。

「ＧＡＯＮ！」

　弾はずんだ声で吠ほえると、その毛むくじゃらの腕を伸のばす。

　摑つかんだのは、カミラの腕だった。

「えっ!?」

「ＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮ!!」

　人じん狼ろうが叫さけぶ。それは、紛まぎれもない歓かん喜きの雄叫おたけびだった。

「ちょっ、離はなして！　離しなさい！　離しなさいってば！」

　ジタバタと暴れるカミラを軽々と小こ脇わきに抱かかえると、人狼は走り出した。フェンスを飛び越え、その姿はたちまち見えなくなってしまう。

「ど、どういうことなんだ？」

　驚おどろきと困こん惑わくで、史し郎ろうは一杯になった。

「どうしてカミラ８じゃなく、カミラをさらっていったんだ？　だって、あんなにもカミラ８に執しゆう着ちやくしてたはずなのに。大好きな、金きん髪ぱつの少女なのに」

　そこで史郎はハッとした。

（そうだよ！　カミラだって、金髪の少女じゃないか！）

　もちろん、人狼となっているロリコン男の部屋にあったポスターや写真集の少女達も、そしてカミラ８も、カミラよりも幼い外見をしている。

　ロリコン男の好みからは、カミラは幾いく分ぶん外れていることだろう。

　それでも、珍めずらしい金髪の少女であることには変わりない。

　それに、プロポーションだけを注目すれば、カミラ10よりはカミラ８の体に近かったりするのだ。（史郎判断）

　以上のことをふまえて、史郎は一つの結論を出す。




「あの人狼、妥だ協きようをしたんだ！　もうカミラでいいやって思ったんだ！」




　破れない檻おりの中に籠ろう城じようを決め込み捕つかまえるのは困難なカミラ８を諦あきらめ、ロリコン男的にはやや年とし増まながらも簡単に捕とらえることのできるカミラを選せん択たくしたのだった。

　あの、低く静かな唸うなり声は、妥協を決めるまでの人狼の迷いの声だったのだ。

　となると、カミラの待ちうける運命は容易に想像がついた。

　史郎は血相を変えて叫んだ。

　ロリコン男のアパートで読んだ詩、『ペロペロしたい』が思い浮かぶ。

「カミラが……ペロペロされてしまう！」

「ペロペロだけじゃすまないの！」

　霧きりとなり檻おりから出てきたカミラ８が、史郎の隣となりで実体化して叫ぶ。

「ベトベトやヌルヌル、クニクニ、ニュポニュポ、さらにさらに、ビュルル～ンビュルル～ンまでされちゃうの！」

「何だって!?　ペロペロだけじゃなく、ベトベトやヌルヌル、クニクニ、ニュポニュポ、さらにビュルル～ンビュルル～ンまで!?」

　新しいフレーズの登場に、史し郎ろうは息を吞のむ。

　想像もできないが、超ちよう絶ぜつにイヤらしいことなのだろう。

「ど、どうしよう。カミラを助けなきゃ」

　焦あせる史郎だけど、その方法はなかった。

《鮮血の口づけブラツデイーキス》が完了していない今、史郎の体はごくごく普ふ通つうの人間だ。人じん狼ろうと戦うことなど不可能だ。

　それに、もし屍鬼戦士グールフアイターとなっていてもカミラ救出は難しい話だった。すでに人狼は立ち去ってしまっている。簡単に見つけられるとは思わない。

「カミラ８、人狼が行きそうな場所は？」

　せめてその場所まで行けばチャンスは作れるのではないかと思い尋たずねるも、

「ごめんなさい、あたしには分からないの」

　カミラ８は泣きそうな顔で首を横に振る。

「そんな……」

　史郎は絶望を感じた。

　霧きりになることすらできないカミラが、人狼から逃のがれられるとは思えなかった。

「いや、駄だ目めだ。諦あきらめてどうする!?」

　とにかく人狼が去っていった方向へ向かおうと、史郎が走り出そうとした時だった。

　頭上からその声は響ひびいた。

「あらあら、大変そうですわね」

　続いて、貴族服に身を包んだ銀ぎん髪ぱつの少女が史郎の前にふわりと着地する。

「カミラ10！」

　史郎は期待に満ちた声を上げた。

「助けて欲しいんだ。実はカミラが──」

「カミラ８の代わりに人狼にさらわれた。そうなのでしょう？」

　史郎が説明をする前に、カミラ10は正解を口にする。

「カミラさんから檻おりの手配を頼たのまれ作戦を聞いた時から、こうなる可能性は感じていましたの。カミラさんもカミラ８と同じ金きん髪ぱつ、それにプロポーションも同じようなものですものね」

　カミラが聞いたら激げき怒どしそうなことをサラリと口にする。

「自業自得……と言いたいところですけど、さすがにカミラさんが気の毒ですわね。力をお貸ししますわ」

　カミラ10は、軽く深呼吸をしてから呪のろわれた能力を発動する。

「《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》」

　足元から大量のコウモリが湧わき出でてくる。

「わたくしの可愛かわいいコウモリ達、街中に広がってカミラさんを探して頂ちよう戴だい」

　カミラ10の命令に従い、コウモリ達は一気に夜空へと広がった。

　今は待つことしかできないが、どうにも気持ちが焦あせって仕方なかった。

（もし、カミラを見つけられなかったら？）

　そんな史し郎ろうの不安を悟さとったのか、カミラ10が優しく言った。

「心配はいりませんわ。広くコウモリ達を展開させて探させていますもの。きっとすぐに見つかりますわよ」

　カミラ10の言葉で、史郎は幾いく分ぶん気持ちを落ち着かせる。

　それから、彼女にこう尋たずねた。

「でも、カミラ10。どうしてここに？」

「頼たのまれたとは言え、檻おりの手配をした以上わたくしにも責任がありますわ。檻がちゃんと機能しているかどうか様子を見に来ましたのよ」

　それと、とカミラ10は小声で付け加える。

「まあ、カミラさんがペロペロされないかっていう心配も少しはありましたけど」

　何となくだが、檻の心配ではなくカミラの心配の方がカミラ10がこの場所にやって来た本心のように思えた。カミラに対する、カミラ10の優しさのようなものを史郎は感じる。

　と、一匹のコウモリがカミラ10の元へと戻もどってくる。カミラ10の耳元で、キイキイと甲かん高だかい声で鳴いた。

「カミラさんを見つけましたわ、わたくし達も追いかけましょう」

　カミラ10が史郎にそう告げる。

「ぼやぼやしていたら、カミラさんが傷モノにされてしまいますわ」




　★７★




　雲一つない夜空。

　月明かりに照らされつつ、人じん狼ろうは夜の街を駆かけていく。

「離はなして！　離しなさい！　離しなさいってば！」

　人狼の小こ脇わきに抱かかえられたカミラは、必死に逃のがれようと暴れていた。普ふ通つうの人間よりは強いカミラの力でも、人狼の拘こう束そくを振ふりほどくことはできなかった。

　これがカミラ・ナンバーズであったならば、とりあえず霧きりになって逃れることはできただろう。だけど、ゴミとホコリ混じりの不良品であるカミラには、それは不可能だった。

「大体、どうしてアタクシ様をさらうのよ!?　アナタ、一体何を考えて……」

　そこで、カミラの言葉が止まった。

　どうして人じん狼ろうがカミラ８の捕ほ獲かくを止め自分をさらったのか、何となくその理由を察してしまったのだ。

「アナタ、ひょっとして妥だ協きようしたってこと!?　もうこの際、カミラ８じゃなくてもいいって！」

　この事実に、カミラは目を大きくして憤いきどおる。

「冗じよう談だんじゃないわ。アタクシ様とカミラ８とじゃ全然違うじゃないの！　確かに髪かみの毛けはどちらも同じ金きん髪ぱつだけど、アタクシ様の方がずっとずっとグラマラスな体型よ！　あんなお子様と一いつ緒しよにされるなんて心外だわ！」

　およそグラマラスとは言えない体で、激しく抗こう議ぎをする。

「ちょっと待って。それじゃアタクシ様、これから……」

　これから自分がどんな目に遭あうのかを想像し、ようやく危機感を覚えた。

「じょ、冗談じゃないわ！　アタクシ様、ペロペロなんて御ご免めんよ！　ベトベトやヌルヌル、クニクニ、ニュポニュポなんてのもね！」

　わりと記き憶おく力りよくはいい方なのか、アパートで聞いたフレーズはすべて覚えていたようだ。

　もっとも、具体的にどういったプレイなのかまではカミラだって分かっていなかったが。

　ついでに言えば、ビュルル～ンビュルル～ンまで追加されていることも知らなかった。

「離はなして！　離してって言ってるの！」

　爪つめを伸のばして人狼の腕を引ひっ搔かいたり、牙きばで嚙かみついたりもしてどうにか逃のがれようと試みる。だけど人狼の固い獣じゆう毛もうによってカミラの攻こう撃げきは防がれてしまった。

　やがて、人狼はビルに囲まれた有料駐車場へと到とう着ちやくした。あたりに人の姿はない。

　そこで、ようやく小こ脇わきに抱かかえていたカミラを放す。

（今よ！　逃にげるチャンスだわ！）

　腰の後ろから翼つばさを生やし急いで飛び立とうとするカミラだったが、人狼がそれを許すはずもなかった。あっさりと摑まってしまう。

　人狼は片手でカミラの両腕を摑み持ち上げた。カミラは宙ぶらりんとなってしまう。

「いい加減にしないと蹴け飛とばすわよ！」

　カミラは自由になっている両足で人狼を蹴飛ばした。幾いく度ども幾度も幾度も。カミラの履はいているのは固いロングブーツ。蹴けられたらそれなりに痛いものだが、当然人狼の獣毛の前には意味がない。

　人狼がカミラの長い金髪に濡ぬれた鼻をくっつけた。フゴォ、フゴォと音を立てて匂においを嗅かぐ。

　続いて、その大きな口から特大の舌が出された。カミラを舐なめようと、顔を近づける。

「止めてよ！」

　身をよじるも、人じん狼ろうの舌を逃のがれることはできなかった。カミラは腰のあたりから顔のあたりまでをべろりんと一ひと舐なめにされてしまう。

「ＡＯＯＯＯＯＯＯＯＮ！」

　人狼は甲かん高だかい雄叫おたけびを上げた。鼻息は荒あらく、目は血走っている。大興奮している様子だった。

　人狼が、カミラを摑つかんでいない反対側の手を持ち上げたその指先から生えた鋭するどい爪つめを、カミラのボンテージ服の胸元へと引っかける。

　何をしようとしているのは明白だった。カミラの服を切きり裂さき、裸はだかにしてしまうつもりなのだ。

「ちょっ、それは駄だ目め！　駄目ったら駄目よ！」

　悲鳴を上げて暴れるも、そんなことはおかまいなしに人狼は指先に力を込める。

　ビ、ビリリ。

　カミラ８に比べればやや膨ふくらみのある胸元が、少しだけ姿を見せる。

「イヤ、イヤよ。本当に止めて。こんなの、こんなの」

　それまでの気き丈じような様子が消え、カミラが泣きそうな顔になる。

　もちろん、服を切り裂かれるだけで済まないことは分かっていた。そこから始まるペロペロ、そしてベトベト、ヌルヌル、クニクニ、ニュポニュポ（そして、ビュルル～ンビュルル～ン）。

　嫌けん悪お感かんと恐きよう怖ふでカミラは一杯になってしまう。
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　カミラは強く瞳ひとみを閉じると、まるで普ふ通つうの少女のように叫さけんでいた。

「助けて！　史し郎ろう！」

　と、その時だった。

　パシャパシャという音があたりに響ひびいた。それは、何百匹というコウモリ達の羽音だった。

　こんな大量のコウモリを操れるのは、彼女しかいない。

「来てくれたのね!?　カミラ10！」

　カミラが華はなやいだ声を上げる。

　コウモリ達と共にやって来たカミラ10が、ふわりと駐車場へと着地する。

　少し遅おくれて、史郎、そしてカミラ８も姿を現した。

「カミラさん、もう少し自分のプロポーションを自覚しおくべきでしたわね。カミラ８とそう大差ないのですから、代わりにさらわれても不思議はありませんわよ」

「ちょっ、何言ってるのよ！　アタクシ様とカミラ８のプロポーションは、天と地程の差があるわ！　アタクシ様の方が、ずっとずっとグラマラスで──」

　ここでまた根こん拠きよのない自信で抗こう議ぎをしようとするも、

「カミラ、今はそんなこと言ってる場合じゃない！」

　史郎の声で、カミラはハッとする。確かに、そんな場合ではなかった。

「カミラ10！　早く、早くアタクシ様を助けて！」

「分かりましたわ。カミラさん、これは大きな貸しですわよ」

　カミラ10の合図で、大量のコウモリ達が人じん狼ろうに群がった。

　うっとおしいといった様子で、人狼は片手でコウモリを払はらいのける。それでも追い付かず、ついに人狼はカミラを摑つかんでいた手を放した。

「カミラさん、こちらは時間稼かせぎしかできませんわ！　今のうちに、《鮮血の口づけブラツデイーキス》を！」

　カミラ10が声を飛ばす。

「史郎、今度こそ成功させるわよ！」

　史郎に向かってカミラが飛んだ。空中で自らの唇くちびるを嚙かみ裂さく。

　そのまま史郎に飛び付くと、鮮せん血けつで染まった唇を史郎の唇へと押しつけた。

　昨晩から失敗を続けていた、カミラの持つ呪われた能力《鮮血の口づけ》。

　ようやくの、コンプリートだった。




　★８★




　史郎の体の異変はすぐに始まった。見開かれた瞳は金色に輝かがやき、口の中では歯が、ギザギザの尖とがったものへと変化した。指先からは、猛もう禽きん類るいを思わせる大きな爪つめが生える。全身の肌はだが、真っ青に染まっていく。

　ゾンビの上位種でもある屍鬼の戦士グールフアイター。それが、史し郎ろうの変身した姿だった。

　逆立った髪かみの毛けの先では、青白い鬼おに火びが燃えていた。この鬼火の正体は、史郎の魂たましいが具現化したものだ。屍鬼戦士の体は死者の体。だから、魂の器とはなりえない。そこで、変身している最中、魂は鬼火となり体の外へと出ているのだった。

「ＧＡＲＵＲＵＲＵＲＵ！」

　自分の体に群がったコウモリを追い払った人じん狼ろうが、カミラを捕つかまえようと突とつ進しんをしてくる。

　変身した史郎は、無造作に右腕を振ふるった。

　体格こそもとの史郎のままだが、屍鬼戦士となることで尋じん常じようでない腕力を手に入れている。

　直ちよく撃げきを食らった人狼が、軽く跳はね飛ばされた。

「ＧＹＡＮ!?」

　人狼は悲鳴を上げ、数メートル離はなれた場所へと落下した。

　史郎はゆっくりとした足取りで人狼へと向かっていく。屍鬼戦士になっている時は、心までタフになるのだった。恐きよう怖ふなんてない。

　人狼も、この真っ青な肌はだのモンスターが自分の邪じや魔まをする敵だとハッキリと認識したのだろう。

　立ち上がり、史郎に対たい峙じする。

　人狼VS屍鬼戦士

　人ならざる者同士の戦い、その火ひ蓋ぶたが切って落とされた。

　最初に動いたのは人狼だった。小細工なしに、大口を開けると真っ正面から史郎に突進をする。

　史郎の肩へと、勢いよく嚙かみついた。鋭するどい牙きばがズブズブと突つき刺ささり、史郎の肩の骨を砕くだく。

　しかし、カミラは余よ裕ゆうの表情でそれを見ている。

「そんな程度の攻こう撃げき、何ともないわ。だって、屍鬼戦士は不死身なのよ」

　カミラの言うとおりだった。史郎はほとんど痛みを感じていなかった。

　逆にチャンスとばかりに、人狼の首に手を伸のばす。もちろん、カミラ８がつけた首輪を奪うばい取とるためだ。

　呪のろいの源であるこの首輪さえなくしてしまえば、ロリコン男の人狼化は終了するのだ。

　しかし、史郎の手が首輪を摑つかむ寸前に、人狼が牙を放し後ろ向きに飛ぶ。

「ＧＡＲＵＲＵ？」

　人狼が困こん惑わく気味な唸うなり声を上げた。あれだけ深く嚙みついたにもかかわらず、史郎が悲鳴の一つも上げなかったことを不自然に感じている様子だった。

　獣けものの顔には、戸と惑まどいの色が浮かんでいる。

　そうこうしている間にも、史郎の肩の傷はシュウシュウと音を立て塞ふさがっていく。

　これが、屍鬼戦士の特筆すべき能力だった。どんな深い傷を負っても、たちどころに修復をしてしまう。不死身の体だった。

　今度は史し郎ろうの番だった。人じん狼ろうに向かって走り、人狼の首輪目がけてその爪つめを振ふるった。

　人狼がその身をかがめて史郎の一いち撃げきを避よける。さらに繰くり出だされる第二撃も、人狼は軽々と避けた。

「ＧＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵ♪」

　人狼の顔から、戸と惑まどいの色が消えた。そう、彼は気付いたのだった。

　目の前の敵は、パワーも耐たい久きゆう力りよくもある。だが、素早さで言えば自分の方が数段は上だと。

「ＡＯＯＯＮ！」

　人狼は雄叫おたけびを上げる。そして、体をかがめて四つんばいになると勢いよく駆かけ出だした。すぐには襲おそいかからず、史郎の回りをグルグルと回る。

　必死に人狼に向かって腕を伸のばすも、やはり素早さでは勝てなかった。史郎の手は空くうを摑つかむだけだった。

　逆に、隙すきを見つけた人狼は史郎に向かってその爪で攻こう撃げきをする。

　人狼の鋭するどい爪が史郎の背中やわき腹をえぐる。もちろん痛みもないしすぐに傷も治ってしまうが、問題は史郎がまったく反はん撃げきできないでいることだ。

「まずいですわね。このままでは史郎さんの負けですわ」

　カミラ10が深刻そうに呟つぶやく。

「えっ、どうしてよ？　屍鬼戦士グールフアイターになった史郎なら、あんな攻撃をいくら受けたところで何ともないわ」

　安心し切った様子でカミラは言った。

「そのうち、人狼も疲れるでしょ？　そしたら、史郎の反撃タイムになるわけで──」

「その前に、史郎さんのタイムリミットが訪れてしまいますわよ」

「あっ!?」

　カミラ10の言葉に、カミラは息を飲む。

　彼女の言葉の正しさに気付いてしまったのだ。

「そうよ、時間のことをすっかり忘れてたわ！」

　朝が来るまで人狼の状態を続けられる相手に対し、史郎の変身時間はそう長くない。

　十分～十五分といったところだ。

　この様子では、人狼の首輪を奪うばい取とれずに元の人間に戻もどってしまいそうだ。

　今でこそ傷が塞ふさがっているが、人間に戻った状態で人狼の爪を食らったら一たまりもなかった。

「コウモリ達よ！」

　どうにか史郎をアシストしようと、カミラ10がコウモリを飛ばす。しかし、かなりの数が人狼によって散らされてしまっていた。

　現在の数では、人じん狼ろうの動きを止めることは不可能だった。

「ああ、このままじゃアタクシ様、人狼にペロペロされてしまうわ。それだけじゃなく、ベトベトやヌルヌル、クニクニ、ニュポニュポなんてのも……」

　カミラが青ざめる。

「史し郎ろう、お願い！　頑がん張ばって！」

　悲痛の応おう援えんの声が、夜の駐車場に響ひびいた。




　★




　戦っている史郎も、焦あせりは感じていた。

　屍鬼戦士グールフアイター化するのはこれでもう三度目。変身がいつまでも続かないことはよく分かっている。

（このままじゃ……マズいぞ。早く、人狼の首輪をどうかにしないと）

　必死に人狼を捕とらえようとするも、やはり人狼の動きには追いつけない。

　素早く背後に回りこんだ人狼が、史郎の膝ひざの裏側あたりを爪つめでえぐった。すぐに修復はされるとはいえ、一時的にバランスを崩くずし史郎は膝をついてしまう。

（もう、どうしようもないかも……）

　半ば諦あきらめかける史郎だったが、

（いや、駄だ目めだ。僕ぼくが負けたら、カミラが、カミラが大変なことになるじゃないか！）

　ペロペロ、ベトベト、ヌルヌル、クニクニ、ニュポニュポ、ビュルルルル[image: ][image: ]ン！

　イヤらしい擬ぎ音おんが頭の中を飛び交った。

（どんなプレイかは分からないけど、そんなことさせるわけにはいかない！）

　闘とう争そう心しんが燃え上がる。

（どうにかして、あいつの動きを止めるんだ！）

　強くそう念じた時だった。史郎は体の内側で何かがモゾモゾと動くのを感じた。それが何なのかは分からないが、本能的に今の状じよう況きようを打開する何かだと察した。

『うおおおおおおおおおおお！』

　屍鬼グール特有のガラガラ声で叫さけぶと、史郎は内なる何かを解放した。




　★




　膝をついた史郎の後ろから、人狼がさらなる爪の一いち撃げきを食らわせようとする。

　と、その瞬しゆん間かんだった。史郎の体を突つき破やぶり、紫むらさき色いろの何かが飛び出してくる。

　それはうねうねと動く無数の触しよく手しゆだった。

「ＧＡＵ！」

　触しよく手しゆは人じん狼ろうの腕へと巻き付いた。慌あわてて引ひき千ち切ぎるものの、別の触手が足に絡からみ付ついている。

「な、何ですの……あれ？」

　カミラ10が掠かすれた声で呟つぶやく。予想もしていなかった史し郎ろうの変化に、驚おどろきを隠かくせないでいた。

　啞あ然ぜんとしてしまっていたカミラだったが、あっと声を上げる。

「分かったわ！　血管を異常発達させて触手に変えたのよ！」

「ええっ!?　そんなことのできる屍鬼戦士グールフアイター、聞いたこともありませんわ！」

「それだけ、うちの屍鬼戦士が特別ってことよ」

　カミラが胸を張る。

「す、すごいの」

　いつの間にかカミラのすぐ後ろにやって来ていたカミラ８が、感かん嘆たんの声を漏もらした。

「史郎お兄ちゃん、すごすぎるの」

「ふっふっふ」

　カミラは自じ慢まん気げに微笑ほほえんでから、史郎に向かって叫さけんだ。

「史郎、早く、人狼の首輪を奪うばい取とって！　もう時間がないわ！」

『分かった！』

　ガラガラとした声で返事をすると、史郎は立ち上がり後ろを向いた。人狼はいまだ触手と格かく闘とう中だった。

　史郎は自らの体から出る触手を摑つかんだ。そして思いきり引っ張る。人狼が一気に引き寄せられる。

　右手を伸のばした。そして、しっかりと人狼の首輪を摑む。

『うおおおおおおおおおおお！』

　渾こん身しんの力を込め、史郎は腕を下方向に払はらった。

　ブチブチブチッ！

　音を立てて、首輪は引き千切れる。

「ＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮ！」

　断だん末まつ魔まのような人狼の悲鳴が、夜空に響ひびき渡わたった。

　すぐに人狼の変化は始まった。全身の獣じゆう毛もうが消えていき、突つき出でていた耳や尻尾しつぽが引っ込んでいく。

　上半身裸はだかの、筋肉質な男の姿となった。

　史郎がホッとすると同時に触手は男から離はなれる。

「あ……れ……？　お、おれは……」

　しばしポカンとしていた男だったが、目の前の史郎の姿に血相を変える。

　真っ青な肌はだ、金色の瞳ひとみ、尖とがった牙きばや爪つめだけでも驚くのに、今の史郎は全身から触手を出している。しかもその触手がウネウネと動いているのだから、恐おそろしいことこの上ない。ついでに言えばグロい。

「ば、化け物!?」

　男はじりじりと後ずさった。少し距きよ離りを空けてから、史郎に背を向け全力での逃亡を試みる。

　しかし、男の足が止まる。たまたまその場所に、カミラ達が立っていたからだ。

　カミラ、そしてカミラ８の二人の姿に、男の目がギラついた。

「わおっ！　金きん髪ぱつの天使ちゃんがダブル♡」

「イヤらしい目で見ないで！」

　ドゲシ！

　カミラの足あし蹴げりが男の顔面に炸さく裂れつした。

　固いブーツでの強きよう烈れつな一いち撃げきに、男は一発ＫＯされる。

　どこか幸せそうな顔で、男は意識を失ったのだった。




　★９★




　ロリコン男を倒たおしたカミラは、史郎へと歩み寄った。

「史郎、お疲れ。よく頑がん張ばったわね」

　ねぎらいの言葉をかける。

「史郎さん、すごかったですわ。あの人じん狼ろうから、見事に首輪を奪うばい取とってしまうのですから」

　カミラ10も駆かけ寄よってくる。

『そ、そうかな』

　少し照れた顔をする史郎。気持ちと連動し、触しよく手しゆがウネウネと動いた。

「史郎、その触手。どうにかならないの？　それのおかげで助かったのはいいけど、見ててキモいのよ」

『ああ、ごめんごめん。今引っ込めるから』

　とは言ったものの、引っ込め方が分からない。

　とりあえず自分の意志で動かせはするようだ。どうにか引っ込めようと努力する。

　だけど触手は思うように引っ込んでくれない。それどころか、勝手に動いてカミラとカミラ10の体に巻き付こうとする始末。

「ちょっと史郎！　アナタ、何をしてるのよ！」

「史郎さん、駄だ目めですわ！　そんなところを触さわっては」

『ああっ、ごめん！　ごめん！』

　触手を何とか制せい御ぎよしようとするも、焦あせれば焦るほど触手は勝手な動きを始める。カミラとカミラ10、二人の服の中に先せん端たんを潜もぐり込こませようとしていた。

「史郎、いくら何でもそれはやりすぎよ！　ああっ！」

「史し郎ろうさん！　服の中は、服の中は駄だ目めですわ！」

　かなり卑ひ猥わいなことになりかけたが、不意に触しよく手しゆの動きがピタリと止まった。それまでの暴れっぷりが噓うそのようにシュルシュルと史郎の体の中へと戻もどっていく。

　最後の一本が引っ込むのとほぼ同時に、真っ青な肌はだが元の肌色へと戻った。瞳ひとみ、牙きば、爪つめ、すべてが普ふ通つうの人間の物となる。

　どうやら、《鮮血の口づけブラツデイーキス》の効果が切れるタイミングで触手の方も自動的に引っ込んでくれたようだ。

「あ、危なかった」

　史郎は心の底からホッと息を吐き出した。

「まったく、油断も隙すきもあったものじゃないわ。まさかあの触手の動きがアナタの願望ってことはないでしょうね？」

「そ、そんなことない！　ないったらない！」

　全力で否定する史郎だったが、実は内心で少し不安になっていたりする。

（カミラの言うとおり、触手の動きが本当に僕ぼくの願望だったりしたらどうしよ？　僕、ロリコンの気があったとか？）

　いいやそんなことはないと、史郎は自分自身に言い聞かせる。同時に思った。もう触手は出さないようにしようと。

「そう、まあいいわ。たとえアナタに下心があったとしたって、あの人じん狼ろうを止めたんだから。ご褒ほう美びってことで許してあげる」

　そう言ってから、カミラは改めて史郎に告げる。

「お疲れ、史郎」

「お疲れ様です、史郎さん」

　カミラ10にも、温かな言葉をもらう。史郎は何だか照てれ臭くさくなってしまった。もしまだ触手が生えていたら、ウネウネとしていたところだろう。

「でも、屍鬼戦士グールフアイターとなった史郎さんのポテンシャルには目を見張るものがありますわね。わたくし、ますます貴方あなたのことが欲しくなってしまいましたわ」

　カミラ10がうっとりとした瞳で呟つぶやく。

「絶対に渡さないわよ」

　カミラがカミラ10を睨にらみそう宣言をする。

「あっ、そうだ」

　史郎は思い出したように、右手に握にぎり締しめた千ち切ぎれた首輪を持ち上げた。

「これ、どうしよ？」

「その首輪には何の魔ま力りよくも宿ってはいないわ。さっさと捨てちゃいなさいよ」

　そう言うが否や、カミラは史郎の手から首輪を奪うばい取とった。そのまま明後日あさつての方向に放ほうり投なげる。

「ああ、スッキリしたわ」

「番号なしのお姉ちゃん、10のお姉ちゃん、それから、史し郎ろうお兄ちゃん、本当に、本当にありがとうなの。これであたし、もうペロペロされずに済んだの。ベトベトやヌルヌル、クニクニ、ニュポニュポ、ビュルル～ンビュルル～ンもされずに済んだの」

　ペコリと頭を下げてから、カミラ10はこう言った。

「これで、新しい獣じゆう人じんを作ることができるの。そしたら、カミラゲームを始められるの。お姉ちゃん達を、軽く倒たおしてしまえるの」

「えっ!?」

　カミラが驚おどろきの声を上げる。

（今のって、聞き間ま違ちがいじゃないよね）

　史郎もまた、半信半疑でポカンとしてしまう。

「カミラ８、アナタ、何を言ってるの？　休戦協定を結ぶんじゃ？」

「馬ば鹿かなの。アホなの。救いようがないの。あんなの、助けてもらうための噓うそに決まってるの」

　カミラ８は、馬鹿にしたようにクスクスと笑った。

「番号なしのお姉ちゃんに助けを求めたのは偶ぐう然ぜんじゃないの。最初からずっと目を付けてたの。あたしと同じ金きん髪ぱつで、体型も似たようなものだったからなの。番号なしのお姉ちゃんをあたしの身代わりにして、あの人じん狼ろうにペロペロさせるつもりだったの。人狼が満足すれば、あたしの魔ま力りよくで操れるようになるからなの」

　カミラ８による衝しよう撃げきの告白だった。カミラ８の目的は、人狼の首輪を外させることではなく、カミラを生いけ贄にえとして人狼に差し出し、人狼に思う存分イヤらしいことをさせ満足させることだったのだ。

　とんでもない腹黒っぷりだった。

　これにはさすがのカミラも憤いきどおる。

「アナタ、アタクシ様を騙だましたのね！」

　さらに譲ゆずれない部分を叫さけんだ。

「しかも、体型も似たようなものですって!?　冗じよう談だんじゃないわ！　アタクシ様の方がずっとずっとグラマラスよ！」

「カミラさん、話がややこしくなるからそのぐらいで」

　カミラ10がやんわりとブレーキをかける。それから、カミラ８を冷ややかに見つめた。

「わたくしの思ったとおりでしたわ。いくら幼い外見をしていると言っても、貴方あなたは紛まぎれもないカミラ・ナンバーズの一人。やっぱりカミラさんを利用するだけ利用して、掌てのひら返がえしをしましたわね」

　カミラ10が瞳ひとみを鋭するどくする。

「同じカミラ・ナンバーズの一人としては、貴方あなたの行動は当然だと思いますわ。なかなかの策と言わざるをえませんわ。でも、わたくし何だかものすごくムカついていますのよ」

　本人はハッキリと自覚していなかったが、それはカミラの親切をカミラ８が裏切ったことに対しての怒いかりだった。

　少なからず裏切られたショックを感じていたカミラだったが、どうにか立ち直る。

「まあいいわ。アタクシ様だって、こうなることを想定してなかったわけじゃないものね」

　カミラ８にビシリと指を突つきつける。

「アナタが今後敵として立ちはだかるって言うなら、望むまでのことよ。その時は、こっちだって遠えん慮りよなくアナタに嚙みつかせてもらうわ！」

「今後？　そんな悠ゆう長ちようなこと言わないの。あたしは、今すぐにでも戦いを始めるの」

　カミラ８はそう言うと、エプロンのポケットに手を突っ込んだ。

　そこから取り出されたのは、新たな首輪だった。トゲトゲの鋲びようが埋うめ込こまれ、ヘヴィメタ風のデザインをしている。

「次の首輪も、用意してたのね」

　カミラがフンと鼻で笑った。

「でも、首輪だけあったところでどうにもならないわ。アタクシ様の《鮮血の口づけブラツデイーキス》と同じく、アナタの《獣人の棘首輪ビーストチエイン》は素体となる人間が必要となる能力なんだから。一体どこにそんな素体がいるって言うの？」

　カミラは、いまだ倒たおれたままのロリコン男をチラリと見る。

「まさか、またあの男に？」

「冗じよう談だんじゃないの！　もう追いかけ回されるのは嫌いやなの！」

　カミラ８が全力で首を横に振る。

「素体なら、別にちゃんといるの」

　次の瞬しゆん間かん、カミラ８の体がボシュッと音を立て霧きりとなった。そのまま移動を始める。

　何かに気付いたカミラ10が、ハッと息を吞のむ。

「史し郎ろうさん！　早く逃にげて！」

「えっ!?」

　すでに遅おそかった。史郎の正面で実体化したカミラ10は、満面の笑えみと共に叫さけんだ。

「呪のろわれた能力、《獣人の棘首輪》なの！」

　史郎の首に首輪が押しつけられる。首輪は、まるで生き物のように動くと史郎の首に巻き付いた。

「ぐっ……」

　史郎は。その場にうずくまる。

「何だ、これは……」

　体の内側から何かが爆ばく発はつするような感かん触しよく。次の瞬しゆん間かん、史し郎ろうの全身から獣けものの毛が飛び出した。

　頭からは三角形の耳、口元はズガンと飛び出し、獣のそれとなる。

　史郎個人の意識も、変身と共に消え去る。

《獣人の棘首輪ビーストチエイン》の力により、史郎は獣じゆう人じんと化した。先の戦いでダメージを受けていたＴシャツは完全に破れ、史郎の体を離はなれる。たくましい獣人の上半身が月明かりに照らされている。

　そしてそれは、先のロリコン男の変身した姿とはまるで違っていた。

　堂々たる体たい軀く、全身を覆おおうのは黄金色に輝かがやく獣じゆう毛もう。その口は人じん狼ろうのそれよりも大きく、まるでサーベルのような鋭するどい牙きばが突つき出だしている。

　狼ではなかった。

　それは、見事なまでの虎とらの獣人だった。

「人虎ワータイガー……」

　カミラ10が息を吞のむ。

「人狼よりも、ずっと上位の獣人じゃない。どうして史郎がこんなのに？」

　カミラも驚おどろきのあまり声を掠かすれさせる。

「やっぱり、思ったとおりなの」

　カミラ８が声を弾はずませた。

「この人間は、あたし達の魔ま力りよくと相性が抜ばつ群ぐんなの！」

《鮮血の口づけブラツデイーキス》《獣人の棘首輪》共に、素体となる人間を魔力によって変身させる能力だ。

　魔力との相性が良ければ、それだけ変身後の能力も高くなるのは当然だった。

　屍鬼戦士グールフアイターとなった状態で、血管を触しよく手しゆへと変化させた史郎。その様を見て、カミラ８は《獣人の棘首輪》を次に使う相手に史郎を選んだのだった。




「ＧＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮ!!」




　瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせ、人虎となった史郎は吠ほえた。ビリビリと響ひびく程の爆発的な怒ど号ごうだった。

　あまりもの迫力に、カミラとカミラ10は震ふるえあがる。

「さあ、史郎お兄ちゃん！　番号なしのお姉ちゃんと10のお姉ちゃん、二人まとめてやっつけちゃうの！」

　カミラ８が、ビシリと指差しそう命令を飛ばす。

　人狼をも上回るパワーをもつ人虎。カミラとカミラ10が太刀たち打うちできるはずもない。

　絶望の表情を浮かべるカミラ、そしてカミラ10だったが……。

　人虎となった史郎は、動かなかった。

「しっかりしてなの！　あの二人をやっつけちゃうの！　その後であたしが取り込むの！　だから早くするの！」

　もう一度カミラ８が命令をするも、史郎に従う様子はなかった。

「そんな……」

　カミラ８が焦あせり始める。

「ひょっとして、史郎お兄ちゃんもあの男と同じなの!?　見た感じ大だい丈じよう夫ぶそうだったのに、やっぱり同じ男なの!?　ケダモノなの!?」

「えっ、何？　どういうこと？」

　意味が分からずキョトンとするカミラに、隣となりに立つカミラ10が説明する。

「つまり、史郎さんもあのロリコン男と同じで、溢あふれる情欲が魔力の支配力を上回っているということですわ。その結果、カミラ８の命令に従わないのでしょうね」

「ええっ、史郎が!?」

　驚おどろいたカミラは、怯おびえたように自分の体をかき抱いだく。

「アタクシ様、ペロペロされてしまうの!?」

「ちょっとカミラさん、冗じよう談だんは止めて欲しいですわ」

　カミラ10が鼻で笑った。

「史郎さんが狙ねらうとしたら、もちろんわたくしに決まっていますわね。ああ、どうしましょう。わたくし、乱暴にされるのは嫌いやですのよ」

　口ではそう言いながらも、満まん更ざらでもない顔だったりする。

　これにはカミラが我が慢まんならない。

「カミラ10！　どうしてアナタになるのよ！　史し郎ろうがペロペロしたいのは、いつも一いつ緒しよにいるアタクシ様に決まってるじゃない！」

「いいえ、わたくしですわ！　この貴族服の下の白い柔やわ肌はだを、史郎さんは唾だ液えきでベタベタにしたいはずですわよ！」

　こんな状じよう況きようにもかかわらず、二人は顔を見合わせバチバチと火花を散らす。

　実にしょーもない争いだった。

　そんな中、それまで微び動どうだにしなかった史郎が突とつ然ぜん走り出した。駐車場を飛び出し、建物の外壁を駆かけ上あがり姿を消してしまう。

　カミラ、カミラ10、そしてカミラ８も呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「わたくし達をスルーして、史郎さん、一体どこへ？」

　そこで、カミラが大きく目を見開いた。

「そうよ！　史郎の好みは、大人っぽいグラマラスな女性だったわ！」

「大人っぽいグラマラスな女性……」

　カミラとカミラ10は、顔を見合わせると同時に叫さけんだ。

「皇すめらぎ瑞樹みずきよ！」

「瑞樹みずきですわ！」




　★10★




　閑かん静せいな住宅街だった。そこには、門も立派な大きな家が並んでいる。それもそのはず、高台のこの場所は、月つき与よ野の市の中でも一等地。高級住宅地だったのだ。

　その中に、一ひと際きわ大きな豪ごう邸ていがあった。表札には、『皇すめらぎ』と書かれている。

　大手の建設会社、『皇建設』の社長宅なのだから、これぐらい立派なのも頷うなずけるだろう。

　そこでは、一人の少女がお風ふ呂ろを終え、自分の部屋へと戻もどってきたところだった。

　気の強そうな目付きの少女だった。知的な眼鏡めがねがよく似合っている。

　お風呂上りということで、肌はだは上気し赤くなっていた。熱いので、パジャマの胸元のボタンもいくつか外している。見事なまでの谷間だった。

　ちなみにこの胸は、ＡＢＣＤを通りこし、今ではＦカップにまで成長を遂とげている。文句なしの巨きよ乳にゆうだった。

　彼女の名前は、皇瑞樹。皇建設の一人娘で、史し郎ろうの通う月つき与よ野の南みなみ高校の三年生。生徒会長をしている。

　その大人っぽいプロポーションから、男子の間で人気が高いのは言うまでもない。

　瑞樹は本ほん棚だなから一冊の雑誌を取り出す。愛読している手芸の雑誌だった。ベッドに腰を下ろし、ページをペラペラとめくっている時だった。

　瑞樹は目の前に何者かの気配を感じた。ハアハアハアという荒あらい息いき遣づかいも聞こえる。

「えっ？」

　顔を持ち上げた瑞樹が見たものは、自分に向かって飛びかかってくる一匹の獣けものだった。堂々たる体たい軀く、そして金色の毛並の持ち主だった。

　その巨体を受け止められるはずもなく、瑞樹はベッドに押し倒されてしまう。

「きゃあっ！」

　彼女の口から、そんな悲鳴が漏もれた。




　★




　豪邸のバルコニーに、カミラとカミラ10は着地する。

「ここが瑞樹の部屋よ。無事ならいいけれど……」

　大きな窓に手を伸のばすカミラ10だったが、その手が止まる。

　夜の吸きゆう血けつ鬼きの聴ちよう覚かくは鋭するどい。カミラ10、そしてカミラもまた、部屋の中から聞こえてくるその声を耳にしていた。

『駄だ目めよ！　そんなところを舐なめちゃ！　私、お風ふ呂ろに入ったばかりなのよ！　ああ、外れちゃったわ！』

　瑞樹みずきの声だった。

「!!」

「!!」

　もう二人の頭の中には、人虎ワータイガーとなった史し郎ろうが瑞樹のグラマラスな体を舐めまわしている光景しか思い浮かばない。

　外れちゃうものとしても、ブラジャー以外には考えられない。

　つまり、露あらわになった瑞樹の胸が、ペロペロされているということだ。

「史郎、アタクシ様を放っておいて許さないわ！」

「史郎さん！　過ぎたるは及およばざるがごとし！　適度な大きさが一番ですのよ！」

　窓を開けると、二人は同時に部屋の中へと飛び込んだ。

　そこで二人が見たものは、大きな犬に顔を舐められている瑞樹だった。

　ちなみに、外れているのは眼鏡めがねだった。

「ジョン、いい加減にしなさい！」

　飼い犬のゴールデンレトリバーのジョンを叱しかってどうにか大人しくさせてから、瑞樹は起き上がった。外れていた眼鏡をかける。

「あ、カミラ。バルコニーにいたの？」

　瑞樹みずきの言うカミラとは、彼女の家にホームステイをしているカミラ10のことだ。

　瑞樹は、カミラ10の隣となりに立つカミラへと目を向ける。

「ひょっとして、お友達？」

　瑞樹の言っているカミラとは、彼女の家にホームステイをしているカミラ10のことに他ならない。

「そ、そうですわ。この方はカミラさんで、同じ国から来た留学生です」

　カミラ10が慌あわてて説明をする。

「カミラ？　二人とも同じ名前なの？」

「ええ、わたくし達の国はカミラって名前が多くって」

　強引な説明で乗り切った。

「それより瑞樹、一応念のため聞きますが、虎とらの顔をした男の子って、来ていませんわよね？」

「虎の顔？」

　瑞樹がキョトンとした顔をする。

「何なのそれ？　ハロウィンのコスプレの話？　時期がまるで違うけど」

「来ていないのならそれでいいのです。それではカミラさん、行きましょうか？」

「そ、そうね」

　二人は引き返し、窓からバルコニーへと出た。

「じゃあ、お休み、瑞樹みずき」

　窓が締しめられる。

「あっ、ちょっと。せっかくだから三人でお茶でも？」

　瑞樹が追いかけ窓を開くと、もうそこにはカミラ、カミラ10の姿はなかった。

「何よこれ……イリュージョン？」

　困こん惑わく気味に、瑞樹はそう呟つぶやいたのだった。




　★




　皇すめらぎ家の豪ごう邸ていの上空では、カミラとカミラ10が顔を突つき合あわせていた。

「大人っぽいグラマラスな女性って言ったら皇瑞樹で間ま違ちがいないと思ってたのに、外れたわ」

　カミラが嘆なげく。

「史し郎ろう、一体誰だれのことをペロペロしに行ったのよ！　もう思い当たる女子はいないし、こうなったらカミラ10。アナタのコウモリ達に探させてよ」

　カミラはそう要求するが、カミラ10は何やら考え込んでいる。

「カミラさん、つい焦あせってここまで来てしまいましたけど、ひょっとして見当違いってことはありません？」

「見当違い？」

「カミラ８が人じん狼ろうにしたあの男は、部屋を見ても分かるようにハイレベルなロリコンでしたわ。カミラ８が好みのタイプだったこともあり、溢あふれる情欲が魔ま力りよくの支配力を上回ってしまった」

　カミラ10は、冷静な口調で続けた。

「でも、史郎さんは違いますわよ。グラマラスな女性が好きと言っても、そこまで度を越こしているわけでもありませんわ。ひょっとしたら、もっと別の欲求がカミラ８の魔力を上回っているという可能性もありませんの？　そう、Ｈなこととは限らずに」

　カミラ10の指し摘てきで、カミラも考え込む。

「もっと別の欲求。史郎がしたいこと……」

　カミラは史郎の血で蘇よみがえっている。だからこそ、史郎の性格や好みにも詳くわしかった。

　すぐにカミラは何かを閃ひらめく。

「分かったわ！　ああっ、アタクシ様としたことがこんな簡単なことに気付かなかったなんて」

　大おお袈げ裟さに嘆いてから、カミラは言った。

「マンションに戻もどるわ！　きっと史郎はそこにいるはずよ！」




　★11★




　夜空を舞まう二つの影かげがあった。カミラ、そしてカミラ10だった。

「史し郎ろうはね、特に熱心な趣しゆ味みなんかもないつまらない人間よ。でも、たった一つだけ強いこだわりを持ってることがあるのよ」

　カミラは、史郎と共に暮らすマンションのベランダに着地した。開け放たれた窓から中へと入る。カミラ10もそれに続いた。

「あっ!?」

　カミラ10が驚おどろきの声を上げる。

　部屋の中では、人虎ワータイガーとなった史郎が手慣れた様子で掃そう除じ機きをかけていたからだ。

　獣じゆう人じんの中でも最高ランクに位置する人虎。獰どう猛もうなる怪かい物ぶつ。それが背中を丸めて掃除機をかけている姿は、なかなかシュールな光景だった。

「史郎は、掃除が好きなのよ。特に掃除機をかけるのがね。土曜日はああやって家中に掃除機をかけるのよ。本当は今日、かける日だったけど、カミラ８がソファーで眠ねむってたからそれを控ひかえたのよ」

「つまり史郎さんは、毎週土曜日に欠かさず行っていた家の掃除のことが気がかりだった。掃除をしたいという欲求が、カミラ８の魔ま力りよくの支配を無効化した。ということですのね」

　カミラ10が呆あきれたようにため息をつく。

「どれほどの掃除好きですの？　本当に驚かされますわ」

「とにかく助かったわ。掃除機をかけてる史郎はこれでもかってぐらいに集中してるから、背後から忍しのび寄よって首輪を外すことぐらい簡単よ」

　喜び、史郎の元へと向かおうとした時だった。カミラは見えない力によって弾はじき飛とばされる。

「邪じや魔まをするのは駄だ目めなの」

　ソファーの裏から姿を現したのは、カミラ８だった。

「カミラ８！　あなた、来ていましたのね!?」

　カミラ10が緊きん迫ぱくした声を上げる。

「変身した史郎お兄ちゃんを追いかけたの。そしたら、ここに来て掃除を始めたからすぐに分かったの。これが、あたしの命令を聞かない理由だって」

　カミラ８がふふふと笑う。

「掃除ぐらいなら問題でも何でもないの。好きなようにやらせるだけなの。そうすれば、あたしの言うことをきくシモベの誕生なの」

「貴方あなたの思いどおりにはさせませんわ」

　カミラ10が叫さけぶ、と同時に、コウモリ達を召しよう喚かんする。足元から大量のコウモリが湧わき上あがり、史し郎ろうの掃そう除じの手を止めるために向かう。

「甘いの！」

　カミラ８が、ソファーの裏から何かを持ち上げた。それは、工事現場で使われるような巨大なライトだった。スイッチを入れると、強きよう烈れつな光のビームが発射される。あまりの眩まぶしさに、コウモリ達はギャッと悲鳴を上げるとカミラ10の影かげの中へと引っ込んでいく。

「お姉ちゃん達が来ると思って準備してたの。史郎お兄ちゃんの掃除の邪じや魔まは絶対にさせないの」

　史郎は、カミラ達の争いなど眼中にないといった様子で黙もく々もくと掃除を続けている。

「厄やつ介かいですわね。わたくしのコウモリ達は強い光が苦手ですの」

「だったら、アタクシ様達が頑がん張ばるしかないわ。カミラ10、同時に行くわよ。いくらカミラ８が瞳ひとみの力を使っても、二人同時に倒たおすことはできないはずよ」

「そうですわね」

　カミラの作戦に従い、二人は同時に駆かけ出だした。

「甘いの！」

　カミラ８はいきなり洗せん濯たくバサミを取り出すとそれで自らの鼻を摘つまんだ。そして、お風ふ呂ろの洗せん剤ざいが入っているようなスプレーボトルを手にした。

　プシュプシュッ。

　たった二吹き、ただそれだけで、カミラとカミラ10は床ゆかに倒たおれ悶もん絶ぜつすることになる。

「アナタ！　何てものを用意してるのよ！」

　カミラが叫さけんだ。

「ふふふふふ」

　カミラ８は笑うと、手にしたスプレーボトルを見せつけるように持ち上げる。

　何のラベルも張られていないスプレーボトル、その中には透とう明めいの液体が入っている。問題は、ボトルの底に沈しずむ物体だ。

　それは、皮を剝むかれたニンニク、ふたかけだった。

「近くのスーパーの店員に催さい眠みん術じゆつをかけて作らせた、特製ニンニク水なの」

　カミラ８が勝ち誇ったように言う。

「あんな凶きよう器きを持たれていたら、どうすることもできないわ。もし顔にでも直接吹き付けられたらもう……」

　カミラが体を震ふるわせる。

「それでも、手をこまねいているわけにはいきません。史郎さんの掃除が完了してしまったら、本当の終わりですわよ。どうにかしてあのスプレーボトルを封ふうじなければ」

「カミラ10、アナタの瞳の力でどうにかならないの？　カミラ８の腕をねじ上げてあのスプレーボトルを奪うばうとか」

　瞳ひとみの力、それは吸きゆう血けつ鬼きが持っている不可視の力、いわゆる念動力だ。不良品であるカミラと違い、カミラ10なら普ふ通つうに使えるはずだった。

　しかし、カミラ10はゆっくりと首を振る。

「わたくし、瞳の力があまり得意ではありません。ちょっとした物を動かすのがやっとですの。腕をねじ上げるなんてとても無理──」

　そこで、カミラ10は言葉を止めた。素早くカミラ８のスプレーボトルを確認する。

「どうにかなりそうですわ。カミラさん、カミラ８の注意を引いてくれません、少しの時間でいいので」

　カミラ10が何をするのか分からなかったが、今は詳くわしく聞いてる余よ裕ゆうもない。

「頼たのんだわよ！」

　まだニンニク水のダメージを残しながらも、カミラが立ち上がる。

「ちょっと！　カミラ８！　アナタ、勝ち誇ってられるのも今のうちだからね！　アタクシ様の必殺技を食らったら、アナタなんてひとたまりもないんだから！」

「必殺技、一体どんななの？」

「それは……」

　カミラが口ごもる。何も考えていなかったのだ。

（カミラ10、信じてるわよ！）

　心の中でそう叫さけんでから、カミラは半ばヤケクソになる。

「必殺！　セクシーヴァンパイアボディーアタックよ！　うりゃああ！」

　何てことはない、単なる体当たりだった。

　自分でセクシーと付けてしまっている部分が何かアレだった。

「馬鹿なの。アホなの。救いようがないの。ニンニク水を顔に浴びて悶もん絶ぜつすればいいの！」

　カミラ８が迫る霧きりに向かってニンニク水を発射しようとする。しかし、先程は引けたスプレーボトルのトリガーが何故なぜか動いてくれない。

「えっ!?」

　手の中のスプレーボトルを見たカミラ８は気付く。いつの間にか、ストッパーが下りていたことにだ。

　そして、床ゆかにうずくまったままカミラ８のスプレーボトルを凝ぎよう視ししているカミラ10の存在を知る。その瞳は真っ赤に輝かがやいていた。

　カミラ10が、瞳の力を使いストッパーだけを動かしたのだ。

「……やられたの」

　次の瞬しゆん間かん、カミラのセクシーヴァンパイアボディーアタック（単なる体当たり）が炸さく裂れつした。カミラ８を突き飛ばす。

「やったわ！　カミラ10！　早く史し郎ろうの首輪を外して！」

「その必要はありませんわ。そのままカミラさんがカミラ８に嚙かみ付ついてしまえば、《獣人のビースト棘首輪チエイン》の効果も消えますものね」

「そうだったわね」

　カミラが頷うなずく。

　もはやカミラ８に嚙かみ付つくことに躊躇ためらいはなかった。倒れている彼女の脇わきにかがむ。カミラが大きく口を開いた。二本の牙きばがニュッと伸のびる。

　そんな中、カミラ８が不敵な笑えみを響ひびかせた。

「ふふふふふ、お姉ちゃん達、ひょっとして気付いてないの？」

「何をよ」

「ついさっき、掃そう除じ機きの音が止まったってことになの」

　確かにカミラ８が言うとおりだった。先程まで響いていた掃除機の音が今はピタリと止まっている。

　史し郎ろうの掃除が終了した。つまり、カミラ８の魔力を無効化する強い欲求が消きえ失うせたということになる。

「カミラさん、早く嚙かんで！」

「分かったわ！」

　カミラがカミラ８に嚙み付こうとする。しかし、牙を突つき立たてる前にカミラ８が叫さけんだ。

「史郎お兄ちゃん！　早くあたしを助けるの！」

　金色の獣けものが、ロケット弾だんのような勢いで突とつ進しんをしてきた。反射的にカミラ８から離れたから良かったものの、もしそのままの状態でいたらカミラは強きよう烈れつな一いち撃げきを食らっていたことだろう。

　カミラ８を守るように、人虎ワータイガーとなった史郎が立つ。




「ＧＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮ!!」




　カミラとカミラ10を威い嚇かくするかのように怒ど号ごうを響ひびかせた。

「勝負はあったの」

　カミラ８がゆっくりと立ち上がり、つけっぱなしだった洗せん濯たくバサミを取り投げ捨てる。

「カミラさん、もうおしまいですわ」

　諦あきらめきった表情でカミラ10が言う。

「わたくし達では、人虎となった史郎さんには太刀たち打うちできません。逃にげたところで、簡単に追い付かれてしまいますわ」

「史郎！　正気を取とり戻もどして！　そんなお子様の言いなりにならないで！」

　カミラは史郎に向かって必死にそう訴うつたえた。胸の前で手を組み、まっすぐに史郎を見つめ瞳ひとみをうるうるさせた。

　精一杯に、正統派のヒロインを演じてみたのだ。

（物語なんかだと、大たい抵ていこれでもとに戻もどるのよね。史し郎ろうとアタクシ様は特別な絆きずなで結ばれてるんだから、きっと上手うまくいくはずよ）

　そんなことをカミラは思っていた。確信とまではいかなくとも、七、八割は期待していた。

　ところが、史郎の変化は何もない。相変わらず敵意の眼まな差ざしをこちらに向けている。

「ちょっと！　どうして何とも思わないのよ！　アタクシ様達の絆ってこんなものだったの!?」

　怒おこってみたもの、当然状じよう況きようは変わらなかった。

「無む駄だなの！　『掃そう除じをしたい』って欲求が解消された今、あたしの魔ま力りよくの支配を拒こばむことはできないの！」

　どうしようもない現実に、カミラは絶望した。

（もう、ここまでなのね）

　全身から力が抜ぬける。その場にペタンとへたり込んだ。

　カミラ10もまた、望みを失い茫ぼう然ぜんと立たち尽つくしている。

「虎とらの獣じゆう人じんなら、この先どんなカミラ・ナンバーズが相手でも怖こわくないの。あたしが、完かん璧ぺきなカミラになるのはもう決まったようなものなの！」

　カミラ８がキャッキャと声を上げて笑った。

　今後、カミラ８は史郎を使し役えきしカミラゲームを戦っていくことだろう。そう思うと、カミラは猛もう烈れつに悔くやしくなった。

（史郎は、アタクシ様のパートナーなのよ！　こんなお子様に渡すなんて我が慢まんならないわ！）

　と、その時だった。カミラの頭にある一つのアイデアが浮かぶ。

　それはかなりの賭かけだった。上手くいく保証もない。

　それでも、試してみる価値はありそうだった。

　カミラはゆっくりと立ち上がる。

「史郎、待ってなさい！　ガツンと強きよう烈れつなのをお見み舞まいしてあげるから！」

　そう言うが否や、カミラはキッチンへと飛んだ。掃除機をかける時、史郎がキッチンを最後にしていることを知っていたからだ。

　事実、そこには役目を終えた掃除機が転がっている。

　カミラは掃除機を持って再びリビングへと戻ってくる。

「番号なしのお姉ちゃん、何のつもりなの？　掃除機でも振ふり回まわして、人虎ワータイガーと戦うつもりなの？」

　馬ば鹿かにしたように笑うカミラ８を無視し、カミラは掃除機のコードを引っ張りコンセントに挿さした。続いて、絶望してうなだれているカミラ10に言う。

「カミラ10、今すぐ霧きりになって」

「えっ？」

「いいから霧になって！　このピンチをどうにかできるかもしれないから！」

「何をするつもりですの？」

「それは言えないわ。でもお願い！　アタクシ様を信じて！」

　カミラが真しん剣けんな表情で訴うつたえる。

「……分かりましたわ。何もしないで嚙かまれるよりはずっといいですものね」

　カミラ10が体に力を込めた。先程と同じように、ボシュッという音と共にその体は霧きりへと変化する。

「ありがとう！」

　そう叫さけぶのと同時に、カミラは掃そう除じ機きのスイッチを入れた。ハイパワーモードでだ。吸入口を霧へと向ける。

　霧となったカミラ10が掃除機の中へと吸いこまれていった。

　霧のカケラも残さず吸いこんだカミラは、そこでスイッチを切る。

　不可解過ぎるカミラの行動に、カミラ８は心底呆あきれた様子で言った。

「番号なしのお姉ちゃん、追おい詰つめられ過ぎて、いよいよおかしくなっちゃったの？　やっぱり、ゴミとホコリ混じりの不良品なの。すっごく笑えるの」

「まあ、見てなさい。面白いことになるんだから」

　カミラがそう言った直後だった。スイッチを切られ大人しくなっていた掃除機が突とつ然ぜん小刻みに震ふるえはじめた。

　そして、

　ドッカ[image: ][image: ]ン!!

　掃除機は内側から木こつ端ぱ微み塵じんにはじけ飛んだ。大量に舞まい上あがるゴミとホコリ。その中に立っていたのはもちろん、元の姿に戻もどったカミラ10だった。

「カミラさん！　一体何を考えていますの！　霧になったわたくしを掃除機で吸うなんて。おかげで、ゴミとホコリまみれですわ！」

　すっかり汚れてしまったカミラ10を見て、カミラ８がクスクスと笑う。

「番号なしのお姉ちゃんは、10のお姉ちゃんのことを嫌きらってたの？　最後に嫌いやがらせでもしようと思ったの？　馬鹿みたいなの」

　しばらく笑ってから、カミラ８は史し郎ろうに命令をした。

「十分笑わせてもらったの。さあ、これで終わりにするの。史郎お兄ちゃん！　二人を徹底的に痛めつけちゃうの！　あたしが簡単に嚙めるようにするの！」

　史郎は動かなかった。

「何やってるの!?　早くするの！」

　再度カミラ８が命じても、やはりそれに従おうとはしなかった。

　部屋をキョロキョロと見渡しながら、戸と惑まどったような表情を浮かべる。

「カミラ８、アタクシ様がゴミとホコリまみれにしたかったのは、カミラ10じゃなくこの部屋よ」

　確かに、部屋はゴミとホコリまみれになっている。掃そう除じ機きの残ざん骸がいも散らばり、汚いことこの上ない。

「『掃除をしたい』って欲求が解消されたから、史し郎ろうはアナタの魔ま力りよくの支配下に陥おちいった……だったら、その逆もありえるかもって思ったのよ。史郎のことだもの、このゴミとホコリまみれの部屋を見たら、『掃除をしたい』どころの話じゃない。『掃除をしなきゃ！』って強く思うはず。そしたら……」




「ＧＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮ!!」




　史郎が怒ど号ごうを響ひびかせた。床ゆかを蹴け飛とばし突とつ進しんした先は部屋にある収納だった。

　そこから取り出したのは、ホウキとチリ取りだった。

　その巨体から想像もつかないチマチマとした動作で、史郎は部屋の掃除を始めた。

　カミラの狙ねらいどおりだった。『掃除をしなきゃ！』という強い欲求が、カミラ８の魔力の支配力を上回ったのだった。

[image: ]

「そんな……あたしの魔力の支配を覆くつがえすなんんて……信じられないの」

　茫ぼう然ぜんとして呟つぶやくカミラ８。それが、大きな隙すきとなってしまった。

　背後に回り込んでいたカミラが、カミラ８の肩をがっしりと摑つかむ。

「!?」

　霧きりになり逃のがれようとするも、間に合わなかった。カミラの鋭するどく伸のびた牙きばが、カミラ８の首筋に突つき立たてられる。

「こんなのってないの[image: ][image: ]!!」

　それが、カミラ８の最後の言葉だった。




　★12★




「今回は本当、史し郎ろうの掃そう除じ好きなところに救われたわ」

　カミラは、しみじみと呟つぶやいた。

「もし、史郎が掃除にこだわりのない人間だったら、変身した段階でカミラ８の魔ま力りよくの支配下に落ちて、あの子の忠実なシモベとしてアタクシ様達のことを襲おそっていたでしょうね」

「本当に危ないところでしたわ」

　カミラ10も頷つぶやく。

「ただ、カミラさん。この部屋をゴミとホコリまみれにするのに、あんな方法を取らなくても良かったのではありませんか？」

　非難するかのように言う。

「仕方なかったのよ。一気に部屋を汚すにはあれしか方法がなかったから。アタクシ様は霧になれないし、カミラ10、アナタの力を借りるしかなかったの」

　言い訳がましくカミラは言葉を並べる。

「それに、お風ふ呂ろも貸してあげてキレイになったんだからもういいでしょ？」

　あの騒そう動どうから、すでに一時間程が経過していた。慌あわただしかったが、どうにか後始末の方も済んでいる。

　まずしなければならなかったのは、近所に対する誤ご魔ま化かしだ。人虎ワータイガーとなった史郎が吠ほえまくっていたのだ。周まわりに響ひびかないはずがない。

　前日の人じん狼ろうの時と同じく、カミラ10が催さい眠みん術じゆつを駆く使しし何事もなかったことにした。

　その後、コウモリ達の力も借りてゴミとホコリまみれの部屋を掃除。カミラが風呂を沸わかし、カミラ10にキレイになってもらったのだった。

「とにかく、とんだ腹黒娘だったカミラ８は倒たおせたし。アタクシ様達は二人とも無事。めでたしめでたしってことでいいじゃない」

　強引にそう結論づけてから、カミラは近くのソファーに目を向ける。

「まあ、史郎に関しては少し気の毒だけどね」

　ソファーには、史郎が横たわっていた。

「痛い痒かゆい痛い痒い痛い痒い痛い痒い」

　うわ言のようにそう繰くり返かえしている。

　屍鬼戦士グールフアイター化の副作用である筋肉痛にくわえ、獣じゆう人じん化の副作用である全身の痒みまで出てしまったのだ。

　そして、史し郎ろうの苦しみはそれだけではなかった。

「掃そう除じ機きが……掃除機が……」

　史郎が視線を送る先には、かつて掃除機だったモノの残ざん骸がいだった。

　カミラが蘇よみがえる際にも掃除機が大破している。この掃除機はその後で買ったものだが、結局一ヶ月と待たず同じ運命をたどることになってしまった。

　掃除機にこだわりを持っていて、厳選に厳選を重ねて買ったものだから、ショックも半はん端ぱなかった。

「史郎、元気出しなさいよ。掃除機ならまた新しいのを買えばいいんだから」

　さすがに見ていられなくなったのか、カミラが史郎に近寄りそう励はげました。

「そうですわ。史郎さん。何でしたら、わたくしが新しい掃除機をプレゼントして差し上げますわよ？」

　カミラ10も、史郎のすぐ側にやって来てそんなことを言った。

「ちょっと、カミラ10。アナタ、物で史郎の気を引くつもり？」

「あら、そんなつもりはありませんわ。ただわたくしは、史郎さんに元気になってもらいだけですわよ」

　心外と言った様子でカミラ10が答える。

「そうですわ。史郎さんも苦しんでいることですし、今晩はわたくし、ここに泊まりましょうか？　史郎さんの看病をしてあげますわ」

「看病ならアタクシ様がやるわ！　アナタのなんて必要ないのよ！」

　カミラが叫ぶ。

　相変わらず、二人の美少女に求められる史郎。

　でも、喜べるような状じよう況きようではなかった。

　痛くて痒くて、おまけに掃除機が壊こわれているからだ。

「痛い痒い痛い痒い掃除機が……痛い痒い痛い痒い掃除機が……痛い痒い痛い痒い掃除機が……」

　うわ言のように繰り返したのだった。

　いつまでも、いつまでも。







[image: エピソード４　黒翼の怪鳥]
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　雑居ビルの屋上に、対たい峙じする二人の少女の姿があった。

　一人は、ふわりとした布地を身にまとった少女だ。髪の毛はショートで、特とく徴ちようのあるつり目をしている。手には白い手て袋ぶくろをはめていた。

　もう一人は、やや褐かつ色しよくの肌はだをした活発そうな少女。髪はポニーテールにまとめられている。細身で筋肉質の体にぴったりと張り付くような黒いレオタード姿だった。

　大きく露ろ出しゆつしている肩には、『７』という数字が記されている。

　手には指だしグローブをはめていて、まるで格かく闘とう家かのような雰ふん囲い気きだった。

　二人はともに人間ではない。

　カミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾールの灰から蘇よみがえった存在、カミラ・ナンバーズだった。

「キャハハ。最初に自己紹介をしとくね[image: ][image: ]。アタシ、カミラ２よ♪」

　つり目の少女、カミラ２が甲かん高だかい声でそう告げる。太ももには、『２』という数字が記された。

「カミラゲームが始まってもう数週間。なかなか他のカミラ・ナンバーズと出会えずにいて困ってたの[image: ][image: ]。でも良かった。アンタと会えて」

　笑えみを浮かべつつ、カミラ２は続けた。

「アンタがどんな呪のろわれた能力を持っていたとしたって、アタシの能力の敵じゃないから。アタシと出会っちゃった自分の不幸を嘆なげくといーわ。キャハハ」

「無む駄だな話はそれぐらいにして、さっさと始めようぜ」

　うんざりとした様子で、格闘家風の少女、カミラ７が呟つぶやく。

「前口上が長いヤツは大たい抵てい、弱いって決まってんだ。お前もそうじゃねーだろうな？」

「言ってくれちゃって[image: ][image: ]」

　カミラ２のこめかみがピクリと動く。カミラ７の言葉にプライドをひどく傷つけられた様子だった。

「アタシにとって初めての戦いだし、ちょっとぐらい、遊ぼうかなって思ってたけどや[image: ][image: ]めた。さっさと終わりにさせてもらおっと」

　カミラ２が両手を前へと突つき出だした。

「アタシの呪われた能力、食らっちゃいな！」

　次の瞬しゆん間かん、カミラ２の両手の指先からキラキラとした何かが飛び出す。それは、銀色の細い糸だった。

　糸はまるで一本一本が意思を持っているかのように動き、カミラ７へと迫る。

「逃にげたって無む駄だよ。アタシの糸は、どこまでだってアンタを追いかけるからね[image: ][image: ]。キャハハ」

　カミラ７は逃げようとはしなかった。グローブをはめた拳こぶしを握にぎり締しめると、勢いよく屋上の床ゆかに叩たたきつける。拳が完全にコンクリートの中に埋うまった状態で、カミラ７は気合いを入れた。

「はぁっ！」

　床が躍やく動どうする。無数のコンクリート片が床から跳はね上あげられる。それは、少女に迫っていた糸に当たりその進行を妨ぼう害がいした。

「ウソッ！」

　驚おどろきの声を上げるカミラ２。それでも、指先を動かし糸を引ひき戻もどす。改めてカミラ７を狙ねらおうとしたが、それよりも前に黒い影かげがカミラ２の懐ふところへと飛び込んできた。

　身体からだを丸めて突とつ進しんをしてきたカミラ７だった。

　霧きりになる暇ひますら与えず、カミラ７はカミラ２の腹部に固めた拳をめり込ませる。

「うっ」

　苦く悶もんの表情を浮かべ、カミラ２は床に膝ひざを着く。指先から出されていた糸も、ダメージを受けたのと同時に消しよう滅めつしていた。

　うずくまるカミラ２。その頭をカミラ７は摑つかみ持ち上げた。その首筋に嚙かみつこうとするが、直前でその動きを止める。

「……物足りねー。こんなんじゃちっとも満足できねーんだよ！」

　カミラ２を無造作に投げ捨てた。

「こんなつまらねー戦いで勝って嚙みついたところで空むなしいだけだぜ。お前、さっさと消えろよな」

　カミラ７の言葉に、カミラ２は信じられないといった顔をする。

「アタシを見み逃のがすってゆ[image: ][image: ]の？」

「ああ。今のお前じゃ弱すぎて嚙みつく価値もねーよ。せめてもう少し強くなってからオレの前に現れろよな」

　プライドを傷つけられ、カミラ２は憤ふん慨がいする。それでも、自分が助かるチャンスであることに間ま違ちがいはない。

　カミラ２の腰の後ろからコウモリの翼つばさが生える。

「アタシに嚙みつかなかったこと、絶対必ず後こう悔かいさせてやるんだから！」

　そんな捨すて台詞ぜりふを残し、カミラ２は飛び立った。

「ああ、楽しみに待ってるぜ！　オレはカミラ７！　逃げも隠かくれもしねーぜ！」

　飛び去っていくカミラ２に向かいそう叫んでから、カミラ７はふうと息を吐いた。

「オレはもっと、強いヤツと戦いてーんだよ。死力を尽つくして戦って倒たおしたからこそ、嚙みつき取り込む意味があるってもんだぜ」

　カミラ７がそう呟つぶやいた時だった。小さな拍はく手しゆの音が響ひびいた。

「!?」

　見ると、雑居ビルの給水塔とうの上に悠ゆう然ぜんと立つ一人の少女の姿が見えた。長い金きん髪ぱつの、大人びた顔立ちの少女だった。

　肩と胸元を大きくさらけ出したドレスを着ている。その胸元には、『１』という数字が記されている。

「素晴らしい戦いでしたね。それに、弱い相手は嚙かみつかないという潔さ。感服させられました」

「１番、お前、盗み見してたのかよ。趣しゆ味み悪いぜ」

　吐はき捨すてるように言うカミラ７だったが、すぐにその瞳ひとみに期待の色を宿らせる。

「まあいいぜ。今の戦いを見たうえでオレに声をかけてくるってことは、お前、かなり腕に自信があるんだろ？」

　カミラ７は拳こぶしを固めた。

「さあ、１番。始めようぜ！」

「残念ですけど、今の私では貴方あなたを満足させることはできません」

　申し訳なさそうに、給水塔の上の少女、カミラ１は言う。

「しかし、貴方と互ご角かく……いえ、それ以上に戦うことのできる人物に心当たりがありますよ」

「本当か!?　一体誰だれだ？　何番のカミラなんだ!?」

　カミラ７が声を弾はずませ尋たずねる。

「番号はありません。それと、正確に言うならば貴方と互角以上に戦うことができるのは彼女ではなく、彼女が作り出すモノ」

「よく分かんねーけど、そいつは本当にオレと互角以上に戦えるんだな？」

「はい、それは間ま違ちがいなく」

　確信を込めて、カミラ１は深く頷うなずいて見せた。

「そうかよ」

　カミラ７が微笑ほほえむ。期待に満ちた笑えみだった。

「よし、詳くわしく話を聞かせてもらうぜ。その番号なしのことをよ」




　★１★




　ジリリリリリリリリン

　史し郎ろうの自宅マンション、その物置から、そんな音が鳴なり響ひびいた。

　しばらくしてベルの音が止まる。そして、物置の扉とびらが開く。

　中からのっそりと姿を現したのはカミラだった。コウモリの模様のついたパジャマを着ている。デザインが気に入り、ネット通つう販はんで購こう入にゆうしたものだ。

　寝ねぼけ眼まなこのまま、カミラは廊ろう下かを歩く。リビング、そしてキッチンへと向かう冷蔵庫の前に立った。

　扉とびらを開け中から取り出したのは缶かんに入ったトマトジュースだった。蓋ふたを開けよく冷えたトマトジュースを飲み干す。

「ふわあ！」

　カミラが満足気な声を出す。冷たいトマトジュースが刺し激げきとなったのだろう。寝ぼけ眼もすっかり卒業していた。

　吸きゆう血けつ鬼きがトマトジュースごときで満足するのは情けないのかもしれないが、寝ね起おきのまま狩りに出かけるのは賢けん明めいではない。それに、カミラはこの甘あま酸ずっぱい味を気に入っていた。

　リビングのソファーに腰を下ろすと、リモコンでテレビのスイッチを入れる。夕方にやっているドラマの再放送を見るのがカミラの日課だった。

　一昔前のメロドラマ、かなり台詞せりふが臭くさいと巷ちまたでは酷こく評ひようされているが、カミラはすっかりハマってしまっている。

「あれ？」

　カミラは不可解そうな顔をする。いつもならやっているはずのドラマの再放送が見つからないのだ。いくつもチャンネルを変えるが駄だ目めだった。特番のため今日は休みのようだった。

　カミラがガッカリとした気分になる。

「何よ。だったらもう少し眠ねむってたのに」

　不満そうにカミラは呟く。

　もう一度物置に戻もどって眠ろうとも思ったが、あいにく冷たいトマトジュースのせいで目はパッチリと覚めてしまっている。

　史し郎ろうが学校から帰ってくるには、まだ一時間程ある。どうにも退たい屈くつで仕方がない。

　そこで、カミラはふと閃ひらめく。

「そうだわ。たまには家事でもして史郎を出で迎むかえてあげようかしら」

　カミラがカミラゲームを勝ち抜ぬいていられるのは史郎の働きがあってこそだ。

　少しぐらいお礼をしても悪くないのではないか？　カミラはそんなことを思った。

「まずは料理よ。とびっきりの料理を作ってあげるんだから♪」

　一度、寝しん室しつとして使っている物置へと戻り、お馴な染じみのボンテージ服に着替えてから戻ってくる。その上からエプロンをつける。

　背中部分の露ろ出しゆつの大きいボンテージ服だから、まるで裸はだかエプロンのようになった。それでも、そこまでのエロスを感じさせないのは、乏とぼしく薄い乳と尻しりのせいだろう。

　冷蔵庫の中の食材を見て、ビーフシチューと決めた。材料を取り出し、カミラは早さつ速そく料理を始める。

　史郎の血で蘇よみがえる際、知識をある程度受うけ継ついでいる。史郎が作れる料理であれば問題なく作れるはずだった。

　ところが……。

「どうしてこうなるのよ」

　三十分後、黒くろ焦こげになった鍋なべを前に茫ぼう然ぜんとするカミラの姿があった。

　知識に間ま違ちがいはなかった。しかし、だからと言ってスムーズに作れるかと思ったら大間違いだった。

「だったら洗せん濯たくよ！」

　料理をあっさりと諦あきらめると、カミラは次なる挑ちよう戦せんを始めた。

　洗面所へと向かい、たまっていた洗濯物を洗濯機の中へと放ほうり込こむ。洗せん剤ざいと柔じゆう軟なん剤ざいを投入し、スイッチを押す。

「これでよしっ！」

　何て簡単なのかしらと呟つぶやくカミラ。だけど、予期しないハプニングが起こった。洗濯機の中から、ブクブクと大量の泡あわが吹き出してきたのだ。

「わ、あわわわわわ！」

　慌あわてて洗濯機を停止させようとするも、焦あせっていて上手うまくいかない。最後の手段とばかりに、カミラはコンセントを抜ぬいた。

　ようやく洗濯機が止まるものの、吹き出した泡はそのままだ。

「きっと洗濯機が悪いんだわ！　史し郎ろうに言って新しいのを買わせなきゃね！」

　カミラは迷うことなく洗濯機のせいにした。

「まだ掃そう除じがあるわ！　掃除機をかけるぐらいなら、問題なくできるはずよ！」

　カミラは風ふ呂ろ場ばを後にすると、リビングへと戻もどる。収納から引っ張り出したのは、真新しい掃除機だった。

　先日のカミラ８との戦いの際、大破させてしまった掃除機の替わりに急きゆう遽きよ買い替えたものだ。

「さすがにこれを壊こわしたら、史郎も怒おこるわよね」

　少しビクビクしながら、コードを伸のばしプラグをコンセントに挿さしスイッチを入れる。

　ブイイイイイイイインという起動音が響ひびく。どうやら問題はなさそうだ。

　前後に動かしてみる。さすがは、掃除機にこだわりのある史郎が選んだだけのことはあって使い勝手がいい。

「何よ、簡単じゃない」

　安心したカミラは、本格的に掃除機をかけ始めた。かなり大おお雑ざつ把ぱでいい加減な掃除ではあったが、掃除機が壊れるようなことはなかった。

「ついでに、史郎の部屋の掃除もしてあげようかしら」

　調子に乗ったカミラは、コードを巻まき戻もどした掃除機を持って史郎の部屋へと向かった。

　ベッド、本ほん棚だな、学習机が置かれた狭せまい部屋だ。掃除好きなだけあって、史郎は部屋をちゃんと片付けている。

　史し郎ろうの部屋に入るのは初めてではなかった。退たい屈くつな時、漫まん画が本ぼんを借りに幾いく度どか訪れたことがあった。

　特に史郎から部屋に入るなと言われてもいなかった。

　カミラは部屋のコンセントにプラグを挿さし込こむと、

「さあ、始めるわよ♪」

　掃そう除じ機きをかけ始めた。楽しそうに鼻歌なんぞも歌いながら。

「ちゃんとベッドの下もかけておかなくっちゃね」

　掃除機のヘッドの部分をベッドの下に突つっ込こませブインブインと掃除をする。

　と、その時だった。掃除機のヘッドが何か固い物にガツンと当たった。

「何かしら？」

　不思議に思いベッドの下を覗のぞき込むと、そこには古ぼけた箱が置かれていた。

　カミラは、ちょっとした好こう奇き心しんを抱いだいてしまった。

　掃除機のスイッチを切るとベッドの下に手を突っ込む。古ぼけた箱を引っ張り出した。

　それは、片手で下げられる程の大きさの四角い鞄かばんだった。外側は革張りとなっている。革の変色度合が、長い年月を感じさせた。いわゆる、アンティーク・トランクと呼ばれるものだった。

「Ｈな本を隠かくすにしては、ちょっと仰ぎよう々ぎようしい箱よね」

　不思議に思いながら、カミラは留め金を外し蓋ふたを開く。箱の中身が現れた。

「そ、そんな!?」

　カミラの顔が、驚おどろきと恐きよう怖ふで青ざめる。

「史郎が、こんな物を隠し持ってたなんて……」

　声を震ふるわせながら、そう呟つぶやいたのだった。




　★




　午後の六時を回り、あたりが薄暗くなった頃ころ、史郎は自宅のマンションへと到とう着ちやくした。

　いつもよりも一時間以上帰りが遅おそいのは、友人の買い物に付き合っていたからだった。

「ただいま」

　玄げん関かんで靴くつを脱ぬぎ、リビングへとやって来る。

　いつもなら熱心にテレビを見ているカミラと遭そう遇ぐうをするのだが、この日は違っていた。

　床ゆかにペタンと座すわり込み、こちらに背を向けている。

「ただいま、カミラ」

　そう声をかけるも、返事はなかった。

「どうしたんだ？」

　カミラに近寄った史し郎ろうは、座すわり込んだ彼女の目の前に置かれたその物体に気付く。

　見覚えのあるアンティーク・トランク。

「それは……」

　息を飲む史郎。カミラはゆっくりと振ふり向むき、冷たい口調で言った。

「これ、アナタの部屋のベッドの下にあった物よ」

　カミラが箱の蓋ふたを開けた。鮮あざやかなビロード布が張られた中には、二つの道具が収められていた。

　一つは、黒光りをする木き槌づちだった。蓋ふた側には、鋭するどく尖とがった杭くいが斜ななめに固定されている。

「史郎、まさか見覚えがないとは言わないでしょうね？」

　言わなかった。もちろん見覚えがあったからだ。

　それは、史郎が高校のオカルト研究部から借りた吸きゆう血けつ鬼き退治の道具だった。

　蘇よみがえったばかりのカミラは、人類を恐きよう怖ふで支配すると宣言していた。うっかり蘇らせてしまったことに責任を感じ、史郎は自分の手でカミラをどうにかしなければと考えた。

　そんな時に、友人からオカルト研究部の部長である羽は佐ざ間まを紹介してもらった。そして、この道具を借りたのだった。

　その後、カミラが決して危険な吸血鬼ではないと分かり倒たおす気も失うせた。

　そして、うっかり道具を返し忘れていたのだった。（困ったことに）

「木槌の方は、見たことがあるわ。ストーカー男を気絶させる時、アナタが貸してくれた物よね。まさか、このための木槌だったなんて」

　カミラがブルルッと背筋を震ふるわせる。

「史郎、アナタはアタクシ様を倒すつもりなのね!?」

「違う！　そんなんじゃない！」

　史郎は声を張り上げる。

「確かにそれは、吸血鬼退治の道具だけど。それを使ってカミラを倒そうなんて今はもう思ってない！」

「今は!?」

　その言葉をカミラは聞きき逃のがさなかった。

「それじゃ、前は思ってたってことなのね？」

「うっ……」

　史郎は言葉を詰つまらせる。

　ここで上手うまく誤ご魔ま化かせる程、史郎は口の達者な人間ではなかった。

「あんまりよ。こんな……こんな恐おそろしい物を用意してたなんて」

　目の前の道具、特に杭の方を見つめ、カミラが恐怖に顔を歪ゆがめる。

「こんな物をベッドの下に隠しておくぐらいなんだから、いつまた気が変わってアタクシ様の胸に杭くいを打とうとするか分かったもんじゃないわ。こんな物ぶつ騒そうな場所にはこれ以上いられない。アタクシ様、家を出るわ」

　そう宣言する。

「ちょ、ちょっと待ってよ。ここを出たら、カミラゲームはどうするんだよ？　僕ぼくがいなくちゃ戦えないんじゃ？」

「心配無用よ。《鮮血の口づけブラツデイーキス》で、別の誰だれかを屍鬼戦士グールフアイターにすればいいだけだから！」

　カミラのこの言葉に、史し郎ろうの心がざわついた。

　何だかんだで幾いく度どとなく屍鬼戦士となり、カミラゲームを勝ち進んできた。正直、戦いは好きではないが、それでも共に戦うカミラとの間に連帯感や絆きずなを感じ始めてもいた。

　それなのに、パートナーは誰でもいいようなことを言われてしまうと心中穏おだやかではいられない。

　悔くやしさ、悲しさ、そして寂さみしさ。そんな感情が渦うず巻まく。

（何だよそれ。カミラにとって僕は、その程度のものなのか）

　かなりヘコみ、同時に腹が立った。

（毎回、人間を捨ててあんなにも頑がん張ばってるのに！）

　気付いたら、史郎は言ってしまっていた。

「あっそう。なら良かったよ。僕だってもう戦うのにうんざりだったし。そもそも、この戦いに巻まき込こまれて迷めい惑わくしてたんだ。これから先は別のパートナーを見つけて頑張ってよ」

「史郎……」

　カミラが驚おどろいた顔になる。一いつ瞬しゆん、泣きそうな表情を浮かべるも、すぐに怒いかりの声を上げた。

「遠えん慮りよなくそうさせてもらうわ！　アナタはずっと一人で掃そう除じ機きでもかけてればいいのよ！　それじゃあね！」

　窓を開けベランダへと出る。腰からコウモリの翼つばさを生やし、カミラは薄暗い空へと飛び立った。

「史郎の馬ば鹿かあああああああああ！」

　そんな言葉を残して……。




　★




「史郎の馬鹿、史郎の馬鹿、史郎の馬鹿、史郎の馬鹿」

　空を飛びながら、カミラは怒りの言葉を幾度なく繰くり返かえす。

　やがて、少し離はなれた場所にある別のマンションの屋上へと着地した。そこで膝ひざを抱かかえしゃがみ込む。

　幾いく分ぶん冷静になって考えると、一方的に史し郎ろうを責めるのも良くなかったような気がした。

　蘇よみがえったばかりの自分は、世界を恐きよう怖ふで支配してやると宣言していた。蘇らせてしまった史郎が責任を感じカミラをどうにかしなければと考えても決して不自然ではない。

　史郎は、今はもうカミラを倒たおそうとは思っていないと言っていた。だけど、あんな道具を隠かくし持っていたことから、心の片かた隅すみでまだ自分を疑っているのではないかと勘かん繰ぐらずにはいられない。

（アタクシ様が、悪い吸きゆう血けつ鬼きになって人を襲おそうって、そんな風に思ってるのかしら？）

　それはカミラにとってショックなことだった。

　ちなみに、

『心配無用よ。《鮮血の口づけブラツデイーキス》で、別の誰だれかを屍鬼戦士グールフアイターにすればいいだけだから！』

　と叫さけんだ言葉はカミラの本心ではない。いわゆる、言葉の弾はずみというやつだった。

　だからこそ、史郎に返された言葉はショックだった。

「うんざりだった。迷めい惑わくしてた……ね」

　カミラは呟つぶやく。胸がズキリと痛んだ。

　悲しさと寂さみしさに押しつぶされないようにするためには、もう怒おこるしかなかった。

「いいわよ！　こうなったらホントのホントのホントに、別の誰かを屍鬼戦士にしちゃうんだから！　《鮮血の口づけ》を、他の誰かにしちゃうんだから！」

　喚わめき散ちらすようにして、カミラはそんな宣言をしたのだった。




　★２★




　そして、翌日。

　史郎は特大の欠伸あくびをしながら、学校への道を歩いていた。

　その手には、アンティーク・トランクが下げられている。また忘れる前に返してしまおうと思ったのだ。

　結局、昨晩カミラはマンションへは戻もどってこなかった。彼女のことが気になりなかなか眠ねむれなかったため、すっかり寝ね不ぶ足そくになってしまっている。

（何だよ。人の話をちっとも聞かないんだから。僕ぼくはもうカミラを倒すつもりはないって言ってるのに！）

　ろくすっぽ話を聞かずに飛び出したカミラに対しては、少々怒いかりも覚えている。

　パートナーは誰でもいいという言葉に対しても同じだ。

　それでも、さすがに朝になっても戻ってこないと少々心配になった。

「カミラの奴やつ、一体どこに行ったんだよ」

　心配そうにポツリと呟く。

　カミラは正しよう真しん正しよう銘めいの吸きゆう血けつ鬼き。太陽の光にはとことん弱い。昼間はどこか日に当たらない場所に身を隠かくす必要がある。

　これが、カミラ・ナンバーズ達だったならば何の問題もない。催さい眠みん術じゆつが使える彼女達なら、どんな家にだって簡単に潜もぐり込こめてしまうことだろう。

　だけど、カミラにはそんな芸当は不可能なはずだ。カミラの使う催眠術は、史し郎ろうにしか作用しない。それも、ごくごく短時間ときている。

　そんなカミラが泊まれるような場所と言ったら、史郎には心当たりが一つしかなかった。

　おそらくそこに滞たい在ざいしているのだろうと史郎は推測する。

「昼休みにでも、確かめてみるか」

　そんなことを、史郎は呟つぶやいた。




　★




　午前の授業が終わり昼休みとなった。

　机の横にかけた鞄かばんに教科書を放ほうり込こんでいる史郎に、同じクラスの少年が声をかけてくる。

「史郎、購こう買ばいに行かねぇか？」

　友人の麦むぎ沢さわ耕こう介すけだった。

「悪い、僕、昼休みはいろいろと用があって。とりあえずこれを返して来なくちゃならないし」

　史郎は、足元に置いてあったアンティーク・トランクを片手に立ち上がる。

「あれ、それって確か……羽は佐ざ間ま先せん輩ぱいから借りた吸血鬼を倒たおす道具だよな？」

　道具を借りる時、耕介もその場にいた。知っていて当然だった。

「返すってことは、もう用がなくなったってことか？」

　耕介はからかうように言った。

「吸血鬼、無事に倒せたのかよ？」

「いいや、いろいろあって倒さなくても良くなったんだ。まあ、当初予定してなかった別の吸血鬼と戦うことになったんだけど」

「？？？」

　キョトンとしている耕介をその場に残し、史郎は教室を後にする。向かったのは校舎の裏手にある部活棟とうだ。文科系の部活の部室がここには並んでいる。

　オカルト研究部の部室を訪ねると、そこにいた先輩の羽佐間に史郎はアンティーク・トランクを返した。

　オカルト関連の話を喜んで始めようとする羽佐間にお礼を言うと、半ば逃にげるように史郎は部室を後にする。

「さてと、それじゃ行こうかな」

　続いて史し郎ろうが向かったのは、校舎の最上階。生徒会室だった。

　カミラの居場所についての史郎の心当たり。それが当たっているかどうかを知っている人物が、この扉とびらの向こうにおそらくいるのだ。

　だけど史郎はなかなかノックの手を伸のばせない。生徒会とは何の関係もない史郎が立ち入るには、少々緊きん張ちようをしてしまう場所だ。

　それでもこのままずっと立っていても仕方ないから、史郎は勇気を出してノックをしようとする。

　と、後ろから声をかけられた。

「高こう坂さかくん？」

　振ふり向むくと、そこに史郎のお目当ての人物が立っていた。

　知的な眼鏡めがねをかけた美少女。ボリュームのある胸の持ち主だった。制服の布地が、内側から押し上げられている。

　生徒会長の皇すめらぎ瑞樹みずきだ。
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「やっぱり、きみだったのね。生徒会室に何か用？」

　彼女らしい、サバサバとした口調で尋たずねてくる。

「い、いえ。僕ぼくは、皇先輩にちょっと聞きたいことがあって。そのカミラのことで」

「あの子がどうかしたの？」

　瑞みず樹きが言っているのは、自分の家にホームステイをしているカミラ10のことだ。

　史し郎ろうが聞きたいのは、別のカミラのことだ。

　どう尋たずねたものかと史郎は悩なやんでから、単刀直入に尋ねた。

「あの、昨日の夜なんですけど、皇すめらぎ先輩の家にホームステイをしてるカミラに、友達が尋ねてきたりしませんでしたか？」

「カミラの友達？」

　瑞樹は少しだけ考えてから、あっと声を上げる。

「ひょっとして、同じ国から留学してきてるって言う金きん髪ぱつツインテールの女の子？　名前も同じカミラって言う」

「そうです！　そのカミラです」

　史郎は大きく頷うなずいた。

「高こう坂さかくん、彼女のことを知ってるの？」

「それは……」

　無理をして誤ご魔ま化かす必要もないと考え、史郎はこう答える。

「その金髪ツインテールのカミラは、実は僕ぼくの家にホームステイをしてるんです」

「ああ、なるほど。そういうことだったのね。カミラがどこできみと知り合ったのか、少し疑問に思っていたのよ。これで謎なぞが解けたわ」

　納得したとばかりに、瑞樹は大きく息を吐き出した。

「じゃあ、夜にカミラがよく出かけることがあるけど、きみの家に行っているのね」

「あ、はい。そんなところです」

「それにしても、名前が同じってややこしいわ。どっちがどっちなのか分からなくなるじゃない」

『大だい丈じよう夫ぶですよ。皇先輩の家にいるカミラは、10って番号がついてますから』

　と正直に言うわけにはいかなかった。番号？　と不思議に思われてしまう。

「はあ、そうですね」

　史郎は曖あい昧まいな返事をする。

「そうね……」

　瑞樹は少し考えてから、

「うちのカミラは、カミラって呼び捨てにしてるから、きみの家にいる彼女のことはカミラちゃんって呼ばせてもらうわ。いいでしょ？」

「どうぞどうぞ」

　反対する理由もないから、史郎は大きく頷いて見せた。

　それから、少し安心した表情で言った。

「すみません、うちのカミラがお世話になって」

「えっ？」

　瑞みず樹きがキョトンとした表情を見せる。

「別に、何もお世話なんてしてないけど？」

「えっ、でも昨晩の夜から泊めてもらってるんじゃ？」

「いいえ」

　瑞樹はきっぱりと否定する。

「えっ」

　これには史し郎ろうが戸と惑まどった。

　瑞樹が金きん髪ぱつツインテールのカミラの話をするから、てっきり昨晩カミラがカミラ10を訪ねたと思ってしまった。しかし、どうも違うようだ。

（じゃあ、皇すめらぎ先輩はどうしてうちのカミラのことを知ってたんだ？）

　そんな疑問の答えを、瑞樹が口にする。

「カミラちゃんと会ったのは、先週一度きりよ。夜、窓からカミラと一いつ緒しよに飛び込んできたの。その時に紹介してもらったわ」

　カミラとカミラ10が、人虎ワータイガーとなった史郎を追いかけていた時のことだ。

「昨日は来てないわ。眠ねむる前に部屋にいたカミラと話をしたけど、一人きりだったわよ」

「じゃあ、カミラはどこに？」

　史郎はそんな声を漏もらす。

「どうかしたの？　きみの家のカミラちゃん、まさか行方ゆくえ不明とか？」

　表情を硬かたくした瑞樹みずきに尋たずねられ、史郎は慌あわてて誤ご魔ま化かした。

「い、いえ。そんなことありません。大だい丈じよう夫ぶです。何の問題もありませんから。それじゃ、失礼します」

　逃にげるようにその場を後にする。

「あっ、ちょっと！　高こう坂さかくん」

　瑞樹が呼び止めるも、史郎は振ふり向むくことなく階段に姿を消した。

　金髪ツインテールのカミラのことも少し心配だったが、それとは別に瑞樹は史郎に尋ねたいことがあった。

「カミラとカミラちゃん、イリュージョンが得意かどうか聞きたかったのに」

　先週、二階のベランダから消えたカミラとカミラ10。その謎なぞは、瑞樹の中ではいまだに解けてはいないのだった。
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　時計の針は午後の九時を回っていた。

　ソファーに腰を下ろし、史し郎ろうはぼんやりと窓を見つめていた。

　昼休み、瑞みず樹きの話を聞いてからずっと、カミラのことばかり考えてしまう。

「カミラ、本当にどこに行ったんだよ」

　ボソリと呟つぶやいた。

　正直言って、カミラのことが心配だった。

　もし、一人でいる時にカミラ・ナンバーズと遭そう遇ぐうしたら？

　そんなことを考えてしまう。

　でも、頭の中に言葉が蘇よみがえる。昨晩、カミラが口にした言葉だ。

『心配無用よ。《鮮血の口づけブラツデイーキス》で、別の誰だれかを屍鬼戦士グールフアイターにすればいいだけだから！』

（ひょっとして、もう別の誰かを見つけて屍鬼戦士にしてるのかも？）

　史郎はそんな可能性を胸に抱いだいた。

　好き好んで屍鬼戦士になる人間はいないとは思う。いないとは思うが、世の中には酔すい狂きような人間というのも少なからず存在する。

（カミラは黙だまってれば美少女だし。ああいった幼いタイプが好きって男も多いかも。瞳ひとみをウルウルさせて、『お願い、アタクシ様のために戦って！』何て言ったら、人間を捨てでも戦おうって気になる男もいるかもしれないぞ……）

　何だか少し、面白くない気分になった。胸の奥おくがモヤモヤとしてしまう。

「って、だったらそれでいいじゃないかよ」

　モヤモヤを吹き飛ばそうと、史郎は大きな声を出した。

「そもそも、僕ぼくが屍鬼戦士になってまで戦ってたのは、凶きよう悪あくなカミラ・ナンバーズがカミラゲームで勝つと困るからだったじゃないか。他の誰かが頑がん張ばってくれてカミラを勝利へ導いてくれるなら、それに越こしたことはないよ」

　自分自身に言い聞かせるように言うも、やっぱり面白くない気分、胸のモヤモヤは消えてくれない。

「大体、あの道具を見つけたぐらいで大おお騒さわぎしすぎなんだよ。単なる杭くいと木き槌づちじゃないかよ。使うつもりはもうないって言ってるんだから、それでいいじゃないか」

　声を荒あらげてそう叫さけんだ直後だった。

　リビングのカーテンの向こうから、カラカラという音がする。窓が開かれる音だ。

　カミラが戻もどってくると思い、ずっと鍵かぎはかけずにいたのだ。ちなみに、先週の人じん狼ろうの襲しゆう撃げきで割られたガラスも新しい物を入れてもらっている。

「カミラ!?」

　戻ってきたと思い立ちあがる史郎だったが、カーテンを手でのけて入ってきたのは銀ぎん髪ぱつの少女、カミラ10だった。

「こんばんわ、お邪じや魔まいたしますわ、史郎さん」

「何だ、カミラ10か」

　史し郎ろうはため息をつくと、再びソファーに腰を下ろした。

「ガッカリな反応ですわね。こんな素す敵てきなレディーが遊びに来たのですから、噓うそでももっと喜んで見せるべきですわよ」

　少し怒おこった顔を見せるも、カミラ10は仕方がないといった様子で首を横に振った。

「まあ、史郎さんも家出をしたカミラさんが心配でしょうから、そんな反応も仕方のないことだとは思いますけど」

「えっ!?」

　カミラ10の言葉に史郎は驚おどろく。

「どうしてそれを？」

「今日のお昼休みのこと、帰ってきた瑞樹みずきから聞きましたわ。カミラちゃん……ああ、これはカミラさんのことですわよ。彼女が、昨晩わたくしを訪ねてきて泊まったと史郎さんは思っていたそうですわね」

　カミラ10は言葉を続ける。

「他のカミラ・ナンバーズが原因と思われる行方ゆくえ不明だとしたら、史郎さんはもっと切せつ羽ぱ詰つまってわたくしとコンタクトを取ろうとしたでしょう。そうしなかったと言うことは、何らかの原因でカミラさんは自分からここを飛び出していった。つまり、家出というのが一番ありえそうな状じよう況きようですわ」

　まさにカミラ10の言うとおりだった。完かん璧ぺきなまでのその推理に、史郎は感心してしまう。

「それで、一体何がありましたの？　わたくしで良ければ、お話を聞きますけど」

　カミラ10がソファーに腰を下ろす。

　少し迷ったものの、隠かくす必要もないだろうと史郎は口を開いた。

「実は──」

　見つかってしまった箱のこと。売り言葉に買い言葉でケンカになり、カミラが飛び出していってしまったことを説明する。

「なるほど、そんなことがありましたの」

　話を聞き終えたカミラ10は、ふうと息を吐いた。

「あの道具を見つけたぐらいで大おお騒さわぎしすぎなんだよ。単なる杭くいと木き槌づちじゃないか。使うつもりはもうないって言ってるんだから、それで納得してくれれば良かったのに」

　不満を口にする史郎に、カミラ10は固い表情で首を横に振る。

「史郎さん、それは違いますわ。貴方あなたにとっては単なる杭と木槌でも、カミラさんにとっては、かつて自分を滅ほろぼした恐おそろしい武器なのですわよ」

　カミラ10は、自らの胸にそっと手を当てた。

　そして、静かに語り始める。

「カミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾールは、ここに杭くいを受けて滅ほろびましたの。灰から蘇よみがえったわたくし達には、その時の記き憶おくが残っていますわ。おそらく、カミラさんもそうに違いありません。あの時の痛み、苦しみが蘇り、どうしようもない恐きよう怖ふの感情となったことでしょうね」

（そうか、カミラは一度胸に杭を受けて倒たおされてるんだった。杭が、トラウマになってるんだ）

　カミラの恐怖に歪ゆがんだ表情を史し郎ろうは思い出した。

「それに、何よりもショックだったのは、史郎さんがそれを隠かくし持っていたことですわ」

「ち、違うよ！」

　史郎が声を大きくする。

「隠し持ってたんじゃなく、うっかり返し忘れてたんだ。もうカミラを倒すつもりなんて、これっぽっちもなかったんだよ！」

「そうではないかと思っていましたわ」

　カミラ10はそう呟つぶやいてから、

「でも、カミラさんはおそらく誤解をしてしまったのでしょうね。心の片かた隅すみで、史郎さんは自分のことを怖こわがっているのだと」

　最後に、カミラ10はこう締しめくくった。

「他の誰だれかを屍鬼戦士グールフアイターにすると言ったのも、単なる言葉の弾はずみだと思いますわよ。それに史郎さんが反発してしまったがために、後に引けなくなってしまった。フフフ、カミラさんらしい反応ですわね」

「カミラ……」

　カミラ10の話を聞き、改めてカミラの言動を思い浮かべる。ストンと腑ふに落ちる気がした。同時に、カミラに対してものすごく悪いことをしてしまったような気になってくる。

　史郎は立ち上がった。

「カミラを探さなきゃ、うっかり返し忘れてただけだって説明をしなきゃ。ちゃんと返したから、今はもうないってことも」

（それと、ちゃんと伝えなくちゃ）

　史郎は心の中でそう付け加える。

「あっ、わたくし、ひょっとして余計なことをしてしまったのかもしれませんわね。カミラさんを悪者にして史郎さんの怒いかりを煽あおれば、二人を完全に仲たがいさせることもできたかもしれませんのに」

　口ではそんなことを言いながらも、カミラ10は優しく微笑ほほえむ。

「まあ、いいですわ。カミラさんがいなくては、わたくしも困りますわ。競う相手がいなければ、史郎さんのことだって奪うばい甲斐がいがありませんもの」

　カミラ10は優ゆう雅がな所しよ作さで立ち上がる。

「史し郎ろうさんはここで待っていてください。カミラさんを連れて戻もどってきますわね」

「えっ、カミラの居場所を知ってるの？」

　史郎の質問に、カミラ10は瞳ひとみを細め言った。

「わたくしの呪のろわれた能力のこと、お忘れですの？」

　カミラ10の呪われた能力、《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》は他の呪われた能力と比べると戦せん闘とう力りよくには欠けるが、索さく敵てき能力においては一番優れていることを史郎は思い出す。

「それでは、失礼いたしますわ」

　そう言うと、カミラ10は窓辺へと向かう。コウモリの翼つばさを生やし、夜の空へと飛び立ったのだった。




　★４★




　駅から少し離はなれた場所にある小さな公園。その茂しげみに身を潜ひそめつつ、公園の前の通りを観察している少女の姿があった。

　金きん髪ぱつツインテール、そして際きわどいボンテージ服の少女。言うまでもなく、カミラだった。

　カミラが見ているのは、通りを歩く人々だった。この通りは、住宅街へと繫つながっている。そのため、たくさんの人々が通過していた。

　会社帰りの大人ばかりではない。大学の寮りようもあるため、若者の姿もあった。

　それら一人一人をつぶさに観察しながら、カミラはぶつぶつと口の中で呟つぶやいている。

「ちょっと年がいってるわね。戦わせるのは難しそうだわ」

「スポーツが得意そうだけど、気が弱そうよ。あれじゃあ、敵を前にして逃にげ出しそうね」

「年齢も体格も申し分ないけど、服のセンスが気に入らないわ。パスよパス」

　新たな屍鬼戦士グールフアイターとする人間を探しているのだった。

「ああ、なかなかこれはって人間が見つからないわね」

　カミラがふうとため息をついた時だった。背後から声がする。

「見つけましたわよ、カミラさん」

　振ふり向むくと、そこにはカミラ10の姿があった。

「カミラ10」

　カミラは少々渋しぶい顔をする。史郎とケンカして家出中、今は二代目の屍鬼戦士を探していることは秘密にしたかった。恥はずかしいからだ。

（史郎と一いつ緒しよにいないことを聞かれたらどうしよ？　お腹なかを壊こわして駅のトイレにでもこもってるって言おうかしら？）

　気の利いた言い訳を考えるカミラだったが、そんな必要はなかった。

「カミラさん、家出中だそうですわね」

　いきなりカミラ10が言い当てるものだから、カミラは大いに驚おどろいた。

「カミラ10、アナタ、どうしてそのことを？」

「史し郎ろうさんから聞きましたわ」

「史郎ぉぉぉ[image: ][image: ]」

　恨うらみがましく、カミラが唸うなった。

　知られてしまっているならと、カミラは開き直った様子でカミラ10に言う。

「ええ、そうよ。もう聞いてると思うけど、史郎の奴やつ、木き槌づちと杭くいを隠かくし持ってたのよ。そんな奴と一いつ緒しよになんて暮らせないわ。いつアタクシ様の胸に杭を打ち込もうとするか分かったもんじゃないから」

　語気も荒あらく、カミラは続ける。

「アタクシ様は、もう史郎とのコンビを解消したの。二代目の屍鬼戦士グールフアイターを作って、そいつと一緒にカミラゲームを戦うんだから！」

「カミラさんの決意は分かりましたけど、そう簡単に上手うまくいきますの？　《鮮血の口づけブラツデイーキス》で誰だれかを屍鬼戦士にしたとしても、その人が史郎さんのように戦ってくれるかどうかはまた別の問題ですわよ」

「うっ……それは……」

　カミラが言葉を詰つまらせる。何てことはない。そこまで細かいことを考えていなかったのだ。

「まさか、その点を考えていなかったとか？」

　カミラ10が呆あきれたような顔をする。

　馬ば鹿かにされたようで悔くやしかったら、カミラは適当に答える。

「か、考えていたわ。色仕掛けよ！」

「色仕掛け？」

「そうよ！　アタクシ様の色仕掛けで相手を骨ほね抜ぬきにして、言うことを聞かせるのよ。催さい眠みん術じゆつなんて使う必要なんてないわ」

　色っぽいポーズなんかを作って見せるカミラを、カミラ10は冷ややかな目で見つめる。

　視線に耐たえ切れず、カミラは声を荒げた。

「とにかく、アナタには関係のないことよ！　アタクシ様はアタクシ様でちゃんと二代目を見つけるんだから。放ほうっておいてよね」

　プイっとそっぽを向くと、カミラは再び道路へと顔を向ける。

　そんなカミラに、カミラ10がこんな提案をした。

「カミラさん、よろしければ力を貸してあげますわよ」

「えっ？」

「カミラさんがこれはと思う人間を選んだならば、その人間にわたくしが強力な催眠術をかけてあげますわ。カミラさんの忠実なシモベとなるように」

「本当に？」

「ええ、本当ですわ。さあ、どうぞ」

　カミラにとっては願ったり叶かなったりな申し出だった。自分のお子様な体型では、色仕掛けで言うことを聞かせられるのは難しいとカミラも分かっていたからだ。

　それでも、素直にそれを認めるのが悔くやしかったからカミラはフンと鼻を鳴らす。

「まあ、色仕掛けでどうにでもなるけどね」

　もちろん、強がりに他ならない。

「それでもアナタがせっかくそう言ってくれるなら言葉に甘えることにするわ」

　カミラは再び通りへと顔を向けた。

　早速、一人の男が通りかかる。二十代前半のサラリーマンだ。

「カミラさん、あの方なんてどうです？　若いし、スポーツも得意そうですわよ」

「駄だ目めよ。力強さが足りないわ」

　カミラはあっさりと却下する。

「それでは、次の方は？　がっちりとした体格で見るからに強そうですわよ」

「駄目よ。ちょっと体が大きすぎるわ。あんなんじゃ、動きも鈍にぶいに決まってるもの」

　やはりカミラは却下する。

「それでは、あの方なんてどうです？　細身でありながら筋肉質。戦いも期待できますわ」

「駄目駄目、目に輝かがやきがないもの。死んだ魚みたいだわ」

　三人目も却下だった。

「ああ、なかなかアタクシ様のフィーリングにピンとくる人間がいないわね[image: ][image: ]」

　嘆なげくカミラに、カミラ10が静かに言う。

「こんなことを続けても無む駄だですわよ。どんな人間が通りかかったところで、カミラさんは選ぶことができないのですから」

「どうしてよ？」

「カミラさんだって、本当は分かっているはずですわ。史し郎ろうさん以上にパートナーに相応ふさわしい人間はいないって」

　カミラ10の指し摘てきに、カミラは口ごもる。

「そりゃあまあ……。史郎はなかなか強い屍鬼戦士グールフアイターになってくれるけど。探せば同じような人間がいるかもしれないじゃない」

「単純な戦せん闘とう力りよくだけの問題ではありませんわ。信しん頼らい関係という点においてもです」

　カミラ10が静かに言う。

「わたくし達が最初に出会った時のことを覚えています？」

「もちろんよ。史郎の学校で、アナタが瑞樹みずきに成りすましてアタクシ様達を罠わなにはめた時のことでしょ？」

「ええ、そうですわ」

　カミラ10が頷うなずいた。

「あの時、カミラ12の呪のろわれた能力《血まみれ迷宮スプラツターラビリンス》で校舎が罠わなだらけの迷宮となってしまいました。それをどうにかするために、カミラさんは屍鬼戦士グールフアイター化した史し郎ろうさんを迷宮内へと送り出しました」

「そうだったわね」

「わたくし、正直絶対に無理だと思っていましたわ。あれだけの規模の迷宮を、制限時間のある屍鬼戦士が突とつ破ぱなんてできるはずがないって。でも、カミラさんは史郎さんのことを信じていましたわ。その理由をわたくしが尋たずねた時、カミラさんはこう答えました。史郎さんは特別な存在だって。そんな史郎さんが屍鬼戦士になってるのだから、もう無敵のように感じると」

　カミラは、その時の光景を思い出す。




『史郎は、アタクシ様を蘇よみがえらせてくれた。それだけでなく、アタクシ様に未来への希望をくれたりもしたの。アタクシ様にとっては、特別な存在なのよ。そんな史郎が、屍鬼戦士になってるのよ。もうそれだけで、無敵って感じがしない？』




　確かに自分はそう言った。それは、怯おびえているカミラ10を安心させるための噓うそでも出まかせでもなかった。本心からそう思っていたのだ。

「運よく強い屍鬼戦士となれる人間を見つけたとしても、カミラさんは史郎さんのようにその方を信じられますの？　わたくしは、難しいと思いますわよ」

　カミラ10の言葉が、カミラの胸に突つき刺ささる。

「確かに、アタクシ様は史郎のことを信じてたわ。頼たよりにもしてたし、感謝だってしてた。でもでもでもで、そんな史郎がアタクシ様のことを裏切ったのよ！　まだアタクシ様が世界を恐きよう怖ふで支配するとか言ってた時に杭くいと木き槌づちを用意したのはまあ許したとしても、こっそり持ち続けていたのは許せないわ。いつかアタクシ様を倒たおすことになるかもって、そう思ってたってことでしょ!?」

　カミラは半ば叫さけぶように言った。

「やれやれ、困りましたわね」

　カミラ10がふうとため息をつく。

「本当は史郎さんの口から説明されるはずでしたけど、このままではカミラさん、マンションに戻もどってはくれませんわね。仕方ありません、わたくしが伝えますわ」

　そんな前置きをし、カミラ10は言った。

「単純で笑ってしまうような話ですが、カミラさんが見た吸きゆう血けつ鬼き退治の道具は、史郎さんがうっかり──」

　その時だった。カミラ10の言葉を遮さえぎり、二人の頭上から声が響ひびいた。

「金きん髪ぱつのツインテールに際きわどいボンテージ服。やっと見つけたぜ！　お前が番号なしのカミラだな!?」




　★５★




　腰からコウモリの翼つばさを生やした少女が、空中でホバリング飛行をしていた。腕を組み、不敵な笑えみを浮かべ二人を見下ろしている。

　長い黒くろ髪かみをポニーテールにまとめた、筋肉質で引ひき締しまった体型の少女。

　その肩に記されているのは、『７』という数字だ。

　およそ吸きゆう血けつ鬼きのイメージからはかけ離はなれた力強い雰ふん囲い気きの持ち主だったが、カミラ・ナンバーズの一人で間ま違ちがいはい。

　緊きん張ちようし体を強こわ張ばらせる二人の前へと、少女はゆっくりと舞まい降おりた。コウモリの翼を仕し舞まう。

「オレはカミラ７だ。よろしくな」

　立てた親指で自分自身をさし、少女、カミラ７は自己紹介をした。
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「番号なしのカミラ、お前のことをずっと探してたんだぜ」

（アタクシ様を探してた？）

　カミラ７の言葉に、カミラは眉まゆをひそめる。

　カミラゲームは、バラバラになったカミラが一つになることを目的としたバトルロイヤルだ。自分以外のすべてのカミラが敵となる。

　わざわざ番号なしのカミラに限定して探す必要なんてない。

　カミラ７がそれをしていた理由を、カミラなりに推測してみた。

（番号なしのアタクシ様なら、大した能力も持ってないから楽に倒たおしてしまえる。きっとそう思ったんだわ）

　ひどく侮ぶ辱じよくされた気分だった。

「おあいにく様。番号なしのアタクシ様だけど、ちゃんと呪のろわれた能力を持ってるんだから。簡単に嚙かみつけると思ったら大間違いよ！」

　居い丈たけ高だかに言い放つ。

　それに対し、カミラ７は意外な反応を見せた。

「ああ、知ってるぜ。お前、《鮮血の口づけブラツデイーキス》を持ってんだろ？」

「えっ!?」

　これはカミラも驚おどろきの声を上げる。

「アナタ、知ってたの？」

「ああ。お前が《鮮血の口づけ》を使って、もう何人ものカミラ・ナンバーズを倒してるってこともな」

　カミラ７がニヤリと笑う。

「だからこそ、オレはお前を探してたんだよ」

　それまで黙だまっていたカミラ10が何かに気付いた様子でハッと息を吞のむ。

　早口に、その言葉を口にした。

「《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》！」

　カミラ10の足元から大量のコウモリ達が噴ふき出だした。カミラ10の指示に従い、コウモリ達は一いつ斉せいにカミラ７に襲おそいかかる。

　カミラ７の体を覆おおいつくし、コウモリの山が完成した。

「カミラさん、早くこの場を離はなれますわよ！」

　カミラ10が鋭するどい声を上げる。

「えっ、どうしたのよ？」

　カミラ10の突とつ然ぜんの行動に戸と惑まどうカミラに、カミラ10は早口に言った。

「カミラ７は、カミラさんが何人ものカミラ・ナンバーズと戦い取り込んできていることを知っていますわ。カミラさんを倒し、一度に複数の呪のろわれた能力を手に入れるつもりですのよ！」

　三人ものカミラ・ナンバーズを取り込んでいるのにもかかわらず、カミラはどの呪のろわれた能力も使えずにいる。しかし、その体にはしっかりと呪のろわれた能力の因子がストックされているのではないか？　それがカミラ10の考えだった。

　カミラ一人を取り込むだけで、彼女が最初から持っている《鮮血の口づけブラツデイーキス》、カミラ５の《骸骨戦士の召喚サモンスケルトン》、カミラ13の、《血まみれ迷宮スプラツターラビリンス》、カミラ８の《獣人の棘首輪ビーストチエイン》。以上、四つの呪われた能力が手に入る。カミラ７もまたそう考えたとしたら、カミラを狙ねらうのは当然のことだった。

「カミラさんの能力が《鮮血の口づけ》だということも把は握あくしています。屍鬼戦士グールフアイターに変えられそうな人間が近くにいないこのタイミングを見計らって、戦いをしかけてきたに違いありませんわ！」

　カミラ10の話を聞き、さすがのカミラも焦あせりの表情を浮かべる。

「ひょっとして、アタクシ様、大ピンチってことじゃない!?」

「ひょっとしなくてもそうですわ。ですから早くこの場を！」

「分かったわ！」

　カミラとカミラ10。コウモリの翼つばさを出し同時に飛び立とうとした時だった。

「はあっ！」

　くぐもった叫さけび声が響ひびくのと同時に、コウモリの山が内側からはじけ飛ぶ。

　両腕を大きく広げたカミラ７が姿を現した。

　気合いだけで、コウモリ達を吹き飛ばしたのだった。

「邪じや魔ますんじゃねーよ！」

　カミラ７が地面を蹴け飛とばした。弾だん丸がんのような勢いで、カミラ10に突とつ進しんをする。

　霧きりになる暇ひまも与えず、カミラ７の強きよう烈れつな蹴けりがカミラ10に炸さく裂れつ、カミラ10は吹っ飛ばされ、数メートル先の電柱に激げき突とつした。

「ぐっ！」

　カミラ10の口から苦痛の声が漏もれる。ぐったりと地面に倒たおれた。ダメージの回復にはしばし時間がかかりそうだった。

「カミラ10！」

　心配し駆かけ寄よろうとしたカミラの前にカミラ７が立ちはだかる。

「馬鹿にすんじゃねーよ。オレはタイミングなんて見計らってねー。たまたまお前の都合の悪い時に声をかけちまったってだけさ」

　そして、カミラ７は驚おどろくべきことを言い出した。

「しばらく待っててやっから。さっさと用意しろよ」

「用意？」

「《鮮血の口づけブラツデイーキス》を使う相手だよ。屍鬼戦士グールフアイターを作ってもらわなきゃ意味ねーからよ」

　カミラ７がその気になれば、この場で簡単にカミラを嚙かみついてしまえる。

　だけど、カミラ７はそれをしない。それどころか、屍鬼戦士グールフアイターを作る猶ゆう予よを与えると言っているのだ。

（どういうこと？　何かの悪い冗じよう談だん？）

　戸と惑まどうカミラに、倒たおれたカミラ10が掠かすれた声で言った。

「カミラ……さん。カミラ７の気が変わる前に……早く、史し郎ろうさんの元へ……」

　呪のろわれた能力を使うことなくカミラ10を戦せん闘とう不能にしてしまった程の力を持つカミラ７だ。まともに戦って勝てる相手ではない。

　最善を考えたならば、マンションに急ぎ向かい、史郎に《鮮血の口づけブラツデイーキス》を使うのが一番だ。

　しかし、カミラは行動しなかった。声を搾しぼり出だすようにして言う。

「史郎のとこには……戻もどれないわ。だって、史郎はアタクシ様のこと裏切ったのよ！　それに、それにあいつ、アタクシ様が他の人間を屍鬼戦士にするって言ったら……」




『あっそう。なら良かったよ。僕ぼくだってもう戦うのにうんざりだったし。そもそも、この戦いに巻まき込こまれて迷めい惑わくしてたんだ。これから先は別のパートナーを見つけて頑がん張ばってよ』




　そんな史郎の言葉が、カミラの頭に蘇よみがえる。

　その時に感じた、悔くやしさ、そして悲しさまでも思い出してしまった。

「もう史郎を屍鬼戦士にはしない！　しないったらしないの！」

　意い固こ地じになり、カミラは叫さけんだ。

「あ、あなた、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　不意に声がする。通りかかった細身の女性が、怯おびえたような表情で立っていた。

　倒れているカミラ10を見て、血相を変えている。

「は、早く救急車を！　それから警察も！」

　スマホを取り出し、あたふたと操作した。

「ちっ、面めん倒どうなことになっちまったぜ」

　カミラ７が舌打ちをする。

「まあ、どのみちここじゃ落ち着いて戦えねーか。よしっ、場所を変えるぜ」

　カミラ７が一歩前へと歩み出る。同時に、右の拳こぶしをカミラの腹へと食らい込ませた。

「うっ……」

　気絶するカミラの体を受け止め、軽々と肩に担ぎ上げる。

　カミラ７の腰の後ろからコウモリの翼つばさが生えた。そのまま夜空へと飛び上がる。

「どこか落ち着ける場所で、《鮮血の口づけ》を使ってもらうからな。お前の屍鬼戦士は相当強いって話じゃねーか。へっ、楽しみだぜ」

　そんなことを呟つぶやきつつ、カミラ７はカミラと共に夜の空へと消えていった。

「えっ？　飛んだ？　そんな、噓うそよ」

　スマホを片手に、女性が茫ぼう然ぜんとする。

『もしもし、どうかしましたか？　どうかしましたか？』

　スマホからは、オペレーターの声が響ひびいていた。

　困こん惑わくしながらも、女性はスマホに向かって言う。

「す、すみません。女の子が倒たおれていて、それに、別の女の子が空を──」

「ちょっと貴方あなた」

　後ろから声をかけられ、女性は肩越しに振り向く。そこには、立ち上がったカミラ10の姿があった。

　カミラ10の怪あやしく輝かがやく瞳ひとみを見た女性は、全身から力を失いその場に倒れ込む。軽い催さい眠みん術じゆつで女性を眠ねむらせたのだ。

　落されたスマホを拾い上げると、「何でもありませんわ」と告げ、カミラ10は通話を終了した。

　まだダメージが残っているのだろう。苦しそうな表情だ。

「貴方達、カミラ７を追つい跡せきして！」

　配下のコウモリ達に命令をしてから、深刻そうに呟つぶやいた。

「早く、史し郎ろうさんに伝えなければ！」




　★６★




　カミラを小こ脇わきに抱かかえ、カミラ７は夜の空を飛ぶ。

　彼女が舞まい降おりたのは、広々とした駅ビルの屋上だった。

　カミラ７は、屋上の床ゆかにカミラを放ほうり投なげた。

「ここなら邪じや魔まが入らねーな。思う存分戦えるぜ。さあ、番号なし。さっさと誰だれかを連れてきて屍鬼戦士グールフアイターにしてくれよな」

　ダメージからもどうにか回復したカミラは、幾いく分ぶん冷静になって考える。

（アタクシ様に、屍鬼戦士を作らせようとしているのに変わりはないようね）

　カミラ７がどうしてそんなことを要求しているのか、その真意は分からなかった。

　それでも、逃にげるチャンスであることはカミラも理解できる。

　カミラはゆっくりと立ちあがった。

「分かったわ。連れてくればいいのね。ここで待ってて。適当な人間を選んでくるから」

　もちろん、カミラにそのつもりはなかった。そう言ってカミラ７をこの場に留まらせ、その隙すきにどこかに身を潜ひそめようって考えだった。

　屋上から飛び立とうとするカミラ。しかしその足をカミラ７が摑つかむ。

「待てよ。まさかとは思うが、お前、このままバッくれようなんて思ってねーだろうな？」

　懐かい疑ぎ的な瞳ひとみでそう言った。

　図ず星ぼしだったものだから、カミラは大いに動どう揺ようしてしまう。

「そそそ、そんなことないわ。朝が来るまでどこかに隠かくれてやり過ごそうなんて、これっぽっちも考えてないわよ！」

　語るに落ちるとは、まさにこのことだろう。慌あわてて口を手で押さえるも時すでに遅おそかった。

「せっかく全力で戦えるチャンスなんだ。みすみす逃のがしてたまるかよ」

　カミラ７は屋上を見渡した。看板の増設工事の途と中ちゆうなのか、鉄パイプ等の資材が一角に置かれている。

　カミラを引きずって、カミラ７は資材のもとへと向かった。怪かい力りきでもって鉄パイプを曲げ、カミラの両手を体の後ろで縛しぼる。最後に、Ｕの字に曲げた鉄パイプを逆さまにしてコンクリートの床ゆかに深く突つき刺さした。その際、両手首を固めたカミラの腕の間を通すことを忘れない。

　これで、カミラは屋上に繫つながれた状態となった。

「お前は霧きりになれねーらしいからな。これで逃にげられねーだろ。待ってろよ。お前の《鮮血の口づけブラツデイーキス》で屍鬼戦士グールフアイターにする適当な人間を見つけてきてやっからな」

　屋上を後にしようとするカミラ７に、カミラは大声で叫さけんだ。

「言っとくけど、アタクシ様の好みはうるさいわよ！　身長は１８０センチ以上で、細マッチョのスポーツマンタイプ、歯は真っ白で、芸能人ばりのハンサムマンでなきゃ《鮮血の口づけ》をしないから！」

「細けー注文しやがって、あーもう分かったよ」

　カミラ７は面めん倒どう臭くさそうにそう答えると、屋上を飛び降りる。

「これで時間が稼かせげるわね」

　カミラが小さく呟つぶやいた。

　少しでもカミラ７が戻もどってくるのを遅くするため、あんな無理な要望を叩たたきつけたのだ。

「今のうちに、何とかしてここを抜ぬけ出ださなきゃ」

　鉄パイプの拘こう束そくから逃れようと、カミラは必死になって体を動かす。カミラ７には劣おとるも、カミラだって普ふ通つうの人間に比べると夜の間はずっと力持ちだ。

　献けん身しん的な努力の甲斐かいあって、コンクリートの床に突き刺さっていた逆Ｕの字の鉄パイクがぐらつき始めた。

「あと少し、あと少し」

　ついには、鉄パイプを抜くことに成功する。

「やったわ！」

　カミラが華はなやいだ声を上げた瞬しゆん間かんだった。屋上にカミラ７がやって来る。

　抱だきかかえていた男を、カミラ７は床に転がした。

「ほらよ、見つけてきたぜ」

　ゆっくりと立ち上がった男は、身長１８０センチ以上、細マッチョのスポーツマンタイプ、歯は真っ白で、芸能人ばりのハンサムマンだった。

　文句のつけようがないぐらいに、カミラの要望どおりの人間だった。

　うつろな目付きでぼんやりとしている。

（うっ、噓うそでしょ!?）

　焦あせるカミラの背後に回ると、カミラ７はカミラの腕を縛しぼっていた鉄パイプを解き投げ捨てる。

「催さい眠みん術じゆつを強くかけといたからな。屍鬼戦士グールフアイターになったら、お前の命令に従って戦うはずだぜ。さあ、早くしてくれよな」

　そう言うカミラ７に、カミラは心底不思議そうに尋たずねた。

「カミラ７、アナタ、どうしてこんな面めん倒どうなことをするの？　カミラゲームで勝ちたいなら、こんなことしなくたって、アタクシ様にさっさと嚙かみつけばいいだけなのに」

「それじゃ意味ねーんだよ！」

　カミラ７が吐はき捨すてるように答える。

「お互いに死力を尽つくし、戦って負かしたからこそ、取り込む価値があるってもんだぜ。そうでない勝利なんて、オレにとってはただ空むなしいだけなんだよ！」

　カミラ７が、カミラを急せかす。

「さあ、お喋しやべりは終わりだ。頼んだぜ」

　カミラ７が見張っている以上、もはや逃にげることは不可能だった。

　カミラはゆっくりと男へと歩み寄った。

（この男を屍鬼戦士として、カミラ７と戦うしかない。アタクシ様の命令をきくよう催眠術がかけられているなら好都合だわ）

　自分自身に言い聞かせるように、心の中で呟つぶやく。

（素質の問題でそんなに強くならなかったとしても、不死身の屍鬼戦士なんだから時間ぐらい稼かせげるわ。その間に、本格的に逃げてしまえばいいのよ）

　男の前に立つ。相手はかなり背が高いから、《鮮血の口づけブラツデイーキス》をするには背せ伸のびをする必要があった。

（この男が予想以上に強い屍鬼戦士になってカミラ７を倒せてしまったら、その時は改めて二代目のパートナーにしてしまえばいいのよ。アタクシ様にとって悪い話じゃないわ）

　カミラは自らの唇くちびるを牙きばで嚙かみ裂さいた。背伸びをし、鮮せん血けつのルージュで彩いろどった唇を男の唇へと近づけていく。

（これでいいのよ。これで……）

　だけど、その唇が男の唇に触ふれることはなかった。

　カミラはゆっくりと、背伸びをしていた踵かかとを落とす。

「やっぱり、駄だ目めよ」

　掠かすれた声で呟つぶやく。

「おい、どうしたんだ？」

　いぶかし気に尋たずねるカミラ７に、カミラは力強く叫さけんだ。

「アタクシ様はやっぱり、史し郎ろうじゃなきゃ駄目なの！　史郎とじゃなきゃ、《鮮血の口づけブラツデイーキス》はしないんだから！」

「ふざけんなよ！　こっちはお前の要望どおりの人間を捕つかまえてきたってのに！」

　カミラ７が憤いきどおりの声を上げる。

「いいからさっさとしろよな！」

　カミラの後頭部を摑つかみ強引に男とキスをさせようとする。必死に抵てい抗こうするカミラ。

　そうこうしているうちに、カミラの唇くちびるがすっかり渇かわいてしまった。こうなってしまうと、もう相手を屍鬼戦士グールフアイターとする魔ま力りよくはない。

「くそっ！」

　悔くやしさに顔を歪ゆがませたカミラ７が、カミラを強く突つき飛とばした。

　カミラ７がその拳こぶしで一発殴なぐりでもすれば、カミラの唇を鮮せん血けつで染めることは可能だ。

　しかし、自らの意思で唇を嚙かみ裂さかない限り、《鮮血の口づけ》とはならない。

　それは、かつてはカミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾールとしてこの呪のろわれた能力を持っていたカミラ７だってよく分かっている。

「ようやく、オレが全力で戦える相手が見つかったと思ったのに。ずっとずっと、楽しみにしてたのに。こんなのってないぜ」

　カミラ７はうわ言のように呟いた。

　屍鬼戦士と戦いたい。その欲求がカミラ７を支配していた。

　やがて、彼女はとんでもない結論を出す。

「オレの中のルールに反するが、これしかねーな」

　カミラ７はカミラへと歩み寄った。

「まずお前を取り込ませてもらうぜ！　その後、《鮮血の口づけ》を使ってあの男を屍鬼戦士とする。そうすりゃ、戦えるからな」

　自ら作った屍鬼戦士と戦う。ひどく意味のない行為だったが、カミラ７の欲求を満足させるにはもうそれしか方法がなかったのだ。

　カミラ７が、カミラの腕を摑み強引に立ち上がらせる。

　必死に暴れてカミラ７から逃のがれようとするカミラだったが、力の差は歴然だった。

　カミラの首筋に嚙みつこうと、カミラ７が大きく口を開き鋭するどく尖とがった牙きばがニュッと伸のばした瞬しゆん間かんだった。

　巨大な黒い塊かたまりが空を飛んでやって来た。それは、数えきれない程のコウモリの大群だった。

　塊かたまりとなったコウモリの大群は屋上の床ゆかに着くと、そこで四方に散らばる。

　その中から姿を現したのは、ジャージ姿の史し郎ろうだった。

「史郎!?」

　カミラが驚おどろきの声を上げる。

「史郎だって？」

　カミラ７が、カミラの腕から手を放した。

　自由になったカミラが、数歩、史郎に歩み寄る。

「アナタ、もしかしてカミラ10に無理矢理連れられて？」

「わたくし、そんな乱暴なことはいたしませんわよ」

　コウモリの大群に少し遅おくれて現れたカミラ10が、心外とばかりにそうに言う。

「ただ、史郎さんにカミラさんのピンチを伝えただけですわ。そしたら、カミラさんのもとに連れていって欲しいって、史郎さんに頼たのまれましたのよ」

「史郎、どうしてよ？」

「どうしてって……屍鬼戦士グールフアイターになって戦うためじゃないか」

　史郎は迷うことなくそう告げた。

「噓うそよ！　だってアナタは、もう戦うのにうんざりだったって、巻まき込こまれて迷めい惑わくだったって言ってたじゃない！」

　カミラが声を張り上げた。

「なのに、どうして!?」

「カミラ、最初に謝らせてくれ。あの吸きゆう血けつ鬼き退治の道具のこと。悪かった。だけど、信じて欲しい。僕ぼくは、カミラのことを信用しないであれを持ってたわけじゃないんだ。ただ、返し忘れてただけなんだ」

　史郎はさらに言葉を続けた。

「杭がひどいトラウマになってるってことも、少し考えれば分かることなのに。軽く考えてたよ。本当に、ごめん」

　ちゃんと今日、持ち主に返してきたことを告げ、史郎は改めて頭を下げた。

　そして、もう一つ、カミラに伝えなければならない、自分の本当の気持ちを史郎は口にする。

「カミラ、屍鬼戦士になって戦うのは好きじゃない。でも、うんざりなんてしていない。巻き込まれて迷惑だとも、思ってない。僕は、カミラと一いつ緒しよにカミラゲームを戦いたいって思ってる。他の誰だれかをなんて、選んで欲しくないんだ」

「ああっ、史郎」

　カミラが感激の声を上げた。

「アタクシ様もよ！　他の誰かを屍鬼戦士にすればいいわって言ったのは、単なる言葉の弾はずみだったの！　それを実行しようともしたけど、できなかった。アタクシ様は、史郎じゃなきゃ駄だ目めなの！」

「お二人が仲直りできて良かったですけど、ちょっぴりジェラシーですわね」

　カミラ10が、小さく呟つぶやいた。

「何だかよく分かんねーけど、ようやく屍鬼戦士グールフアイターを作る気になってくれたよーだな」

　カミラ７がフンと鼻を鳴らす。

　カミラは史し郎ろうに駆かけ寄よる。

「史郎、本当にいいのね？」

「ああ、もちろんだよ」

　史郎は大きく頷うなずく。

「カミラ10。悪いけど、そこにいる人間を適当な所に戻もどしてきてくれない？　アタクシ様にはもう必要ないから」

　カミラ７が連れてきた、男を指差し言う。

「もう、人使いが荒あらいんですから」

　文句を言いながらも、カミラ10はコウモリ達を操りカミラ７が連れてきた男を屋上から退場させた。

　カミラは改めて史郎を見た。

「ここで宣言するわ。アタクシ様の屍鬼戦士は史郎だけ！　だから、アタクシ様のために戦って！　アタクシ様に、勝利をプレゼントして！」

　カミラは乾かわいてしまっている唇くちびるを再び牙きばで嚙かみ裂さいた。

　鮮せん血けつのルージュで彩いろどられた唇を、躊躇ためらうことなく史郎の唇へと押しつける。

　呪のろわれた能力《鮮血の口づけブラツデイーキス》が発動した。青白い肌はだ、金色に輝かがやく瞳ひとみ、ノコギリのような歯、猛もう禽きん類るいのような爪つめ。

　そして、逆立った髪かみの毛けの先で燃える青白い鬼おに火び。

　史郎は、屍鬼戦士へと変へん貌ぼうを遂とげる。

「こいつは楽しめそうだな」

　嬉うれしくてたまらないといった様子で、カミラ７が笑えみを浮かべる。

「さあ、戦いを始めようぜ！」

　戦いの火ひ蓋ぶたが、切って落とされた。




　★７★




　最初に動いたのはカミラ７の方だった。床ゆかを蹴け飛とばすと、屍鬼戦士となった史郎に一気に間合いを詰つめる。

「はあっ！」

　渾こん身しんの力でもって放はなたれた拳こぶしが、史し郎ろうの胸に炸さく裂れつした。

　史郎の胸が拳の形にへこむ。それだけでは済まず、大きく後ろに跳はね飛とばされる。

　屋上の縁ふちを越こえ落下してしまうかに思われたが、そうはならなかった。

　靴くつを破って飛び出した鋭するどい足の爪つめが、屋上の床ゆかをガリガリと削けずり勢いを殺す。縁のギリギリの所で、史郎はどうにか持ちこたえる。

　大きくへこんだ胸も、たちまち元通りになった。不死身の屍鬼戦士グールフアイターならではの修復力だ。

　次は史郎の番だった。

『うおおおお！』

　ガラガラとした声で雄叫おたけびを上げると、カミラ７に向かって突とつ進しんをする。

「そんな速さじゃ、オレを捕とらえることはできねーぜ」

　フンと鼻を鳴らし、ジャンプするカミラ７。史郎の頭上を飛び越え、攻こう撃げきをあっさりと避よけてしまう。

　しかし、史郎の攻撃はそれだけではなかった。ジャージを突つき破やぶり飛び出した紫むらさき色いろの触しよく手しゆが、カミラ７の足に巻き付いた。

「何だと!?」

　驚おどろくカミラ７を摑つかんだまま触手は大きくうねる。カミラ７の体をコンクリートの床へと叩たたきつけた。

　さらに別の触手が迫るも、カミラ７は体を横に回転させ逃のがれる。

　流れるような動きで立ち上がった。

「キモッ!?　お前、触手なんて出せるのかよ！」

　カミラ７が声を弾はずませた。

「面白いじゃねーか」

　カミラ７が再び史郎へと間合いを詰つめる。右のストレートパンチが炸さく裂れつする。しかし、史郎はもう吹っ飛ばされたりはしない。両足の爪を足元のコンクリートに食い込ませ固定し、負けじと応戦する。

　強力なカミラ７の攻撃は、容よう赦しやなく史郎の肉を潰つぶし骨を砕くだく。しかし、不死身の屍鬼戦士である史郎はそんな攻撃はものともしない。大して痛いとも思わないのだ。

　決して素早くはない史郎の攻撃だったが、両腕の爪にくわえて今は四本の触手があった。

　触手はウネウネと動きつつ、カミラ７を捕らえようとする。

　迫る触手を手刀で弾はじく中、カミラ７にも隙すきが生まれた。史郎の爪がカミラ７に迫る。

「くっ！」

　類たぐい稀まれな反射神経で背後に飛ぶカミラ７だったが、史郎の爪の先が顔をかすめた。カミラ７の頰ほほに二筋の傷が走る。

　カミラ７は拳で傷を擦こすった。傷自体はすぐに跡あと形かたもなくなくなってしまうが、拳にはしっかりと血の跡がつく。

　浅かったとは言え、史し郎ろうがカミラ７に傷を負わせたのだった。

「なるほど、大したもんだぜ。何人ものカミラ達を倒たおしたってのも頷うなずける」

　カミラ７が感かん嘆たんの息を漏もらした。

「カミラゲームが始まって数週間。ようやく、お前みたいな強敵と出会えたぜ。これでオレも、遠えん慮りよなく呪のろわれた能力を使うことができる」

　カミラ７は軽く笑うと、その名前を口にした。

「《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》をな」

「何ですって!?」

　適当な場所に男を置いて戻もどってきていたカミラ10が、驚おどろきの声を上げる。

　カミラもまた、表情を強こわ張ばらせていた。

「史郎！　カミラ７に呪われた能力を使わせないで！」

　カミラが史郎に向かって叫さけぶ。

『わ、分かった！』

　ガラガラした声で返事をし、カミラ７へと触しよく手しゆを伸のばす史郎。カミラ７はバックジャンプで触手を避よける。

　屋上の縁ふちへと立ち、カミラ７は叫んだ。

「《黒翼の怪鳥》！」

　一いつ瞬しゆんにして現れた黒い闇やみが、カミラ７の体を覆おおい尽つくす。その闇を内側から突つき破やぶり姿を現したのは、その姿を大幅に変えたカミラ７だった。

　それまで着ていたレオタードが消え、代わりに体を覆っているのは黒い羽毛だった。両腕は黒い翼つばさと化している。両足もまた、鋭するどい爪つめの生えた人じん外がいのものとなっていた。

　ギリシャ神話における半人半鳥の怪かい物ちよう、ハルピュアイを連想させる姿だった。美しくもあり、そして禍まが々まがしくもあった。

　翼となった両腕を羽ばたかせ、カミラ７は上空へと舞まい上あがる。

「行くぜ！」

　カミラ７が、史郎に向かって滑かつ空くうを始める。巨大な黒い弾だん丸がんとなり、史郎に向かって体当たりをした。

　なす術すべもなく、史郎の体は大きく吹っ飛ばされる。潰つぶれた体を修復させつつ立ち上がるも、今度は反対側からカミラ７が突とつ進しんをする。

　とてもじゃないが避けられる速度ではなかった。

　それならばカミラ７の動きをどうにか止めようと、史郎は触手を使うことにした。飛び込んでくるカミラ７に、触手が絡からみ付つく。

　しかし、カミラ７を止めることはできなかった。カミラ７の力強い羽ばたきで、触手はブチブチと音を立て千ち切ぎれてしまう。

「史し郎ろう！」

　慌あわてて史郎に駆かけ寄よろうとするカミラの腕をカミラ10が止めた。

「今、近付くのは危険ですわ！　屍鬼戦士グールフアイターとなった史郎さんだからこそ、持ちこたえているのです。貴方あなたがあの攻こう撃げきを食らったら、一いち撃げきで終わりですわよ」

　カミラにだってかつての記き憶おくはある。《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》の破壊力も知っていた。カミラ10の言葉に従うしかなかった。

「数ある呪のろわれた能力の中で、直接の戦いにおいては最強と呼ばれるのが《黒翼の怪鳥》ですわ。かつてこの能力を使い、数万の軍勢をたった一人で壊かい滅めつさせたこともありますもの。いくら史郎さんでも、相手が悪過ぎますわ」

　カミラ10が絶望の声を上げる。

　度重なるカミラ７の攻撃に、史郎の体はボロ雑ぞう巾きんのようになっていった。不死身の体をもってしても、修復が追いつかない状態だった。

「《黒翼の怪鳥》を使ったオレの攻撃に、五回も耐たえるとはな。本当に大したもんだぜ。だけど、さすがにもう限界だろ？」

　空中でホバリング飛行をし、史郎を見下ろしながらカミラ７が言う。

「最後は、オレの最高の一撃でお前に引導を渡してやる！　その後で、オレは勝者とし何も遠えん慮りよすることなく番号なしを取り込ませてもらうぜ！」

　カミラ７が翼つばさを羽ばたかせた。これまでよりもずっと高くに上昇。一気に向きを変え滑かつ空くうを始める。

「食らえええええええ！」

　これまでの攻撃を弾丸とするならば、今回のそれはミサイルのようだった。まともに食らったら最後、全身がバラバラになってしまうことだろう。さすがの屍鬼戦士と言えども、敗北は免まぬかれない。

（ここで僕ぼくが負けたら、カミラはカミラ７に取り込まれる！）

　満まん身しん創そう痍いながらも、史郎の胸に闘とう志しが沸わき上あがる。

（止めてやる！　何がなんでもだ！）

　迫るカミラ７に向かって、史郎は両手を突つき出だした。

『うおおおおおおおおおおおおお[image: ]』




　★




　その瞬しゆん間かんを見ることができず、カミラは思わず目を閉じてしまっていた。

　ドゲッという鈍にぶい音と共に、ズガガガガガガンという音と振しん動どうが響ひびく。

　正直、史し郎ろうの敗北を覚かく悟ごした。

（アタクシ様がカミラ７に嚙かまれたら、《鮮血の口づけブラツデイーキス》の効果も消えてしまう。史郎の体の修復が終わるまで、待ってもらわなきゃ）

　そんなことさえ考えていた。

「カミラさん、カミラさん」

　カミラ10に肩を揺さぶられ、カミラは瞳ひとみを開ける。

　そこでカミラが見たのは、信じられない光景だった。

　史郎が、両手でしっかりとカミラ７の両方の翼つばさを摑つかみその動きを止めていた。史郎の体からは、無数の白い棒状の物が飛び出し、コンクリートの地面に突つき刺ささっている。

　触しよく手しゆとは違う、また別の物だった。工事現場のパイル打ちのように働き、史郎の体を固定したのだった。コンクリートが破は壊かいされ、めくれてしまった部分もあるが、カミラ７の必殺の攻こう撃げきを止めることに成功していた。

「あれは、骨ですわ！」

　カミラ10が呟つぶやく。

「血管を触手としたように、史郎さんは骨を異常発達させ、巨大な杭くいに変えたのですわ」

（あの、ズガガガガガガンって音は、コンクリートに骨の杭が打ち込まれる音だったのね）

　驚おどろくカミラ。そして、一番驚いていたのは、カミラ７だった。

「噓うそだろ!?　《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》を使ったオレの攻撃を、止めるなんて……」

　翼を摑んでいた史郎の手に力が込められる。バキバキと鈍にぶい音が響ひびく。

「くそっ！」

　カミラ７は、体を丸めると鳥の足でもって史郎の体を蹴け飛とばした。拘こう束そくを逃のがれ、少し離はなれた屋上の床ゆかに着地する。

　右の翼が不自然にダランと下がっている。肩の関節が外れたのだ。

『な、何とか止めたぞ』

　史郎が気を抜ぬくと、飛び出していた骨の杭が体の中へと戻もどっていく。

「シローって言ったっけ？　お前、スゲーな。オレの中に残ってる、カミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾールだった頃ころの記き憶おくをさらっても、お前程の屍鬼戦士グールフアイターを作り出せたって覚えはないぜ」

　カミラ７は、感かん嘆たんの息を漏もらした。

「番号なしの《鮮血の口づけ》が特別だと思ってたけど、それは勘かん違ちがいだったようだ。特別なのは、素体となる人間の方だったんだな。血管の触手に骨の杭かよ。とんでもねーぜ」

　カミラ７は、まだ無事でいる左の翼で右肩を押さえた。

「はあっ！」

　気合いと共に力を込める。ゴキュリという、関節のはまる音が鈍く響いた。

「あの女の言ったとおりだ。オレと互ご角かく、もしくはそれ以上の相手だぜ」

《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》の攻こう撃げきすらも止めてしまった史し郎ろうに、カミラ７は興奮していた。全力を出し切れる快感に酔よいしれていた。

「さあ、続きを始めよう！　お前にかけられた《鮮血の口づけブラツデイーキス》の効果が切れる前に、決着をつけようじゃねーか！」

　そう言うと、カミラ７は飛び立とうとする。

　しかし、その体が不自然に止まった。

「ぐっ……、何だ!?　体が……動かねーぞ」

　戸と惑まどいの声を上げるカミラ７。

「キャハハハハハハハハハ」

　夜の屋上に、何者かの甲かん高だかい笑い声が響ひびいた。




　★８★




　笑い声の主ぬしは、一人の少女だった。校舎内と繫つながる階段のある塔とう屋やの上に立ち、一同を見下ろしている。

　ふわりとした布地を身にまとった、つり目の少女。

　数日前の夜、カミラ７と戦いあっさりと敗北したカミラ・ナンバーズの一人。カミラ２だった。

「お前は、２番！」

「数日振ぶりねー。カミラ７。その屍鬼戦士グールフアイターに夢中になってくれていて助かっちゃった。おかげで、アタシの糸をアンタの体に突つき刺させたんだから」

　カミラ２が声を弾はずませる。持ち上げた両手の指先からは、キラキラと輝かがやく銀色の糸が伸のびていた。よく目を凝こらさないと分からない程の細い細い糸。それらは、カミラ７の腕や足の関節に突き刺さっていた。

「楽しい楽しい人形劇の始まりよ♪　せっかく翼つばさがあるんだから、空を飛んでもらっちゃおっかな♪」

　そんなことを呟くと、カミラ２は指先を動かした。

　カミラ10が黒い翼を羽ばたかせ上空へと舞まい上あがる。しかし、突とつ如じよとして片方の翼が動かなくなった。カミラ10はきりもみ回転をしながら落下、屋上のコンクリートに激げき突とつする。

「ごっめ[image: ][image: ]ん。失敗しちゃった。痛かったあ？　キャハハ」

『何が起こってるんだ？』

　困こん惑わくする史郎の近くへ、カミラ、そしてカミラ10がやって来る。

「あれは、呪のろわれた能力《痛みに泣く操り人形ペインクライマリオネツト》ですわ」

　固い表情で、カミラ10が説明する。

「指先から伸のばした魔ま力りよくの糸を伸ばし、相手の関節に差さし込み神経と同化させますの。そうなったら最後、能力の持ち主にいいように操られてしまうのですわ」

「それだけじゃないわ。体を動かす度に、全身に激痛が走るのよ。だからこその、《痛みに泣くペインクライ操り人形マリオネツト》って名前なのよ。数ある呪のろわれた能力の中でも、質たちの悪いものの一つだわ」

　吐はき捨てるようにカミラが言った。

　災さい厄やくの女王と呼ばれ恐おそれられていた頃ころには、嬉き々きとして使っていたはずの呪われた能力を、質の悪いものとして嫌けん悪おする。かつてのカミラとは別人格である証しよう拠こだった。

「何番だか知らないけど、そこのカミラ達！」

　カミラ７を操りつつ、カミラ２がこちらに声をかけてくる。

「アタシ、カミラ２はカミラ７で遊ぶのに忙いそがしいから今晩だけは見み逃のがしてあげる♪　気が変わらないうちに、さっさと逃にげるといーわ。キャハハハハ」

「史し郎ろうさん、カミラさん。ここは、カミラ２の言うとおりにするべきですわ」

　カミラ10が二人にそう告げる。

「彼女は、その気になればカミラ７を操ってわたくし達を襲おそわせることだってできるのですから」

「たとえそうなったとしたって、史郎は負けたりなんかしないわ。カミラ10だって、さっきの史郎の活かつ躍やくを見たでしょ？」

「もちろん見ましたわ。でも、史郎さんはそろそろ……」

「あっ！」

　カミラ10の指し摘てきで、カミラもようやく気付く。

　不死身の屍鬼戦士グールフアイターである史郎の最大の弱点。それは、制限時間だった。屍鬼戦士となってから、もう随ずい分ぶんと時間がたっている。そろそろ《鮮血の口づけブラツデイーキス》の効果が切れ、元の人間に戻もどってしまう頃だろう。

「カミラ２の気が変わらないうちに、早くこの場を離はなれますわよ」

「そうするしかなさそうね。でも……」

　カミラは言葉を詰つまらせると、カミラ７に目を向けた。

「こんなこと言うとおかしいかもしれないけど、アタクシ様、カミラ７のことそんなに嫌きらいじゃないのよね。一本筋が通ってるって言うか、無む駄だに正々堂々としてるって言うか」

　カミラが言葉を続ける。

「少なくとも、カミラ７と史郎の戦いに便乗してこっそり糸を伸ばしてきたカミラ２なんかよりはずっと好感が持てるわ」

「カミラさん、貴方あなた何を言ってますの？」

　カミラ10が呆あきれた顔をする。

「カミラ７もまた、紛まぎれもない敵ですのよ。カミラ２が現れなかったら、カミラ７がカミラさんに嚙かみついていた可能性もありますわ。《鮮血の口づけブラツデイーキス》の効果が切れ、史し郎ろうさんが人間に戻もどってしまっていたら」

「その場合は、カミラ７はアタクシ様に嚙みつかないような気がするわ」

　カミラがそんなことを呟つぶやいた。

「さっき、カミラ７も言ってたでしょ？　史郎にかけられた《鮮血の口づけ》の効果が切れる前に決着をつけようって。あくまで、屍鬼戦士グールフアイターとなった史郎との戦いで勝利することにこだわりを持っていたのよ」

　カミラは言葉を続けた。

「ハッキリとした決着がつく前に史郎が人間に戻ってしまったら、カミラ７はそれを自分の勝利とは認めない。そんな気がするわ」

『僕ぼくも……そう思うよ』

　ガラガラとした声で史郎が言う。そして、何かに気付いた様子で『あっ』と声を上げた。

『だったら、僕達はカミラ７を助けなきゃならないんじゃないか？』

「どうしてですの？」

　不思議そうに尋たずねるカミラ10に、史郎は答えた。

『だって、このまま僕達が立ち去ったら……カミラ７はカミラ２に取り込まれる。あの呪のろわれた能力が、カミラ２の物になるってことだから』

「あっ！」

　カミラが息を飲んだ。

「確かにそれは大問題だわ。カミラ２には、屍鬼戦士となった史郎に勝利するなんてこだわりはない。出会って戦うことになったら、史郎の状態は関係なしにアタクシ様に嚙みつこうとするはずよ」

「確かに……。カミラ２のような方に《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》を渡すわけにはいきませんわね」

　カミラ10が大きく息を吐く。

「仕方ありません。カミラ７を助ける方法を考えましょう」

『あの糸を切ればいいんだよね？』

　史郎の質問に、カミラ10が首を横に振る。

「残念ですが、魔ま力りよくで紡つむがれたあの糸はそう簡単には切れませんわ」

『じゃあどうすれば？』

「ふっふっふ」

　カミラは不敵な笑えみを浮かべた。

「簡単な話よ。切れないなら、消してしまえばいいだけのことよ」




　★




「いい加減にしやがれ！」

　全身に走る痛みに苦しみながらも、カミラ10が叫さけぶ。

「２番、この勝負はお前の勝ちだ！　さっさとオレに嚙かみつけよな！」

「もちろんそうさせてもらうわ[image: ][image: ]。《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》が手に入るなんてサイコーだもんね[image: ][image: ]」

　でも……と、カミラ２は呟つぶやいた。その顔が、醜みにくい憎ぞう悪おに歪ゆがむ。

「でも、その前にあの夜のお礼をしたいの。アタシのことを弱いって見下し、嚙まずに放置してくれた、そのお礼をね！」

　カミラ２は、しつこくカミラ７をいたぶった。

「カミラ７、あの夜、アタシを嚙みつかなかったことを後こう悔かいしてる？　後悔してるでしょ？　ねえ？　ねえ？　正直に答えて欲しーわ！」

「フン」

　カミラ７が笑った。激痛に苦しみながらも、張りのある声で答える。

「後悔なんてしてねー。お前みたいな性悪なカミラを取り込まなくて、本当に良かったぜ！」

　カミラ２の表情が強こわ張ばる。

「何よそれ！　ムカツク!?　ムカツク!?　ムカツク!?」

　カミラ７を操り、さらなる痛みを与えようとするカミラ２だったが、その手を止めた。

　どんな痛みも、彼女を屈くつ服ぷくさせることは不可能だと薄々感じていたのだ。

　だからと言って、さっさと嚙みついてしまう気にもカミラ２はなれなかった。

　かつてヨーロッパを恐きよう怖ふで支配したというプライドが、弱いと見下されたことを許せなかったのだ。

　少しだけ考えてから、カミラ２はニヤリと笑った。

「カミラ７、今のアンタのそれって羽毛なんでしょ？」

　変身後のカミラ７、その胸元と股こ間かんを隠かくしている羽毛を見てカミラ２が言う。

「せっかくだから、自分でその羽毛をむしってもらっちゃお。ノーブラ、ノーパンの状態で、町中を飛び回ってもらおっかな？　もちろん、超低空飛行でね」

「なっ、何だと！」

　どんな痛みにも耐たえてきたカミラ７が、激しく狼ろう狽ばいする。

「ばばば、馬ば鹿かなことを考えるな！　いいからさっさとオレを嚙め！」

　弱点を見つけたと、カミラ２は喜んだ。

「えいっ♪」

　指を動かし、魔ま力りよくの糸を操る。

　カミラ７は、翼つばさと化した両腕を動かし胸の部分の羽毛を自らむしり取り始めた。

　一枚、二枚、三枚と取り払われていく羽毛。それに伴ともない、彼女の胸があらわになっていく。

　カミラやカミラ10と比べると、ずっとずっと大きな胸だった。褐かつ色しよくのふくらみは、何だかとってもエロティックだった。

「さ、お待ちかねの先っぽの登場よ。キャハハ」

　胸の上半分部分が姿を見せ、いよいよという時だった。

『うおおおおおおお！』

　そんな声と共に、史し郎ろうがカミラ２へと飛びかかる。

「何すんのよ!?」

　カミラ２はコウモリの翼を生やし、塔屋から上空へと逃のがれた。

「見み逃のがしてあげるってアタシの言葉、聞いてなかったよーね。まーいーわ。カミラ７がアタシの操り人形になってるから、これを使ってやっつけるまでよ！」

　カミラ２の指の動きと連動し、カミラ７が史郎への攻こう撃げきを始める。

　カミラ２は、カミラ７を完かん璧ぺきに操っていた。鋭するどい爪つめを使ったカミラ７の強きよう烈れつな蹴けりが、史郎の体に炸さく裂れつする。

　戦いの分ぶは明らかに史郎の方が悪かった。《鮮血の口づけブラツデイーキス》の効果が切れ始め、体の修復速度も鈍にぶくなっていた。

「シロー！　止めろ！　お前に勝ち目はねーぞ！」

　容よう赦しやのない攻撃を繰くり返かえしつつ、カミラ７が叫さけぶ。

「オレは、こんな操られてる状態で、本調子じゃねーお前に勝ったところでちっとも嬉うれしくねーんだよ！」

「いーこと聞いちゃった♪」

　上空にて、カミラ２が声を弾はずませた。

「だったらなおさら、その屍鬼戦士グールフアイターをアンタを使って倒たおしておかなくっちゃ！」

　魔ま力りよくの糸でもって、カミラ２はさらに激しくカミラ７を操る。

　と、そんなカミラ２の目の前にコウモリの大群を伴ともなったカミラ10が姿を現す。

「コウモリ達よ！」

　カミラ10が指差し命令する。コウモリ達は一いつ斉せいにカミラ２へと襲おそいかかった。

「《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》ごときでアタシを倒せると思わないで！」

　カミラ２は翼を高速で羽ばたかせ、夜空を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回る。そうしながらも、カミラ７を操り、史郎との戦いを続けていた。

　コウモリ達から逃にげることと、カミラ７を操ること。その両方を同時にこなしている。

　そんな中、ついにその時は訪れた。

「ぐっ」

　史し郎ろうが床ゆかに膝ひざをついた。カミラ７との戦いの中で飛び出していた触しよく手しゆが体の中へと引っ込む。真っ青な肌はだ、金色の瞳ひとみ、鋭するどい爪つめ、ノコギリのような歯も、元の人間のものへと戻もどっていった。

　大きな傷の修復は終わっていたのが幸いだった。

「そんな……」

　カミラ10が、絶望的な声を上げる。

「終わったよーね♪」

　空中で止まったカミラ２が、勝ち誇ったように言う。

「その屍鬼戦士グールフアイターだった人間を葬ほうむったら、次はアンタの番だから」

　カミラ10にそう告げると、カミラ２が指を動かす。

　うずくまる史郎の前で、カミラ７が片足を持ち上げる。

「オレは、こんなことしたくねーんだ」

　カミラ７が搾しぼり出だすような声で言う。

「シロー、すまねー。本当に、すまねー」

　その瞳には、涙なみだすら浮かんでいる。

「キャハハハ。じゃあ、一いち撃げきで粉ふん砕さいしちゃって♪」

　カミラ２が、カミラ７の足を振ふり下おろさせるための糸を引こうとする。それとほぼ同時に、後ろからいきなり肩を摑つかまれた。

「えっ!?」

　肩越しに振ふり向むくと、そこには満面の笑えみを浮かべたカミラの顔があった。

「悪いけど、取り込ませてもらうから」

「!?」

　驚おどろくカミラ２の首筋に、カミラは勢いよく牙きばを突つき立たてた。

「噓うそでしょ[image: ][image: ]!?」

　カミラ２の悲鳴が、夜の空へと響ひびき渡わたった。




　★９★




　カミラ・ナンバーズ達にとって、嚙かまれることは存在の消しよう滅めつを意味する。

　血を吸われたカミラ２の姿が、徐じよ々じよに薄れていく。やがて、完全にその姿を消した。

　同時に、発動していた呪のろわれた能力《痛みに泣く操り人形ペインクライマリオネツト》の糸も消え去る。

「ふうっ」

　空中にて満足気な息を吐き出すと、カミラはゆっくりと屋上の床に舞まい降おりた。

「上手うまくいって良かったですけど、結局いつものようにカミラさんのいいとこ取りではありませんの？」

　先に床ゆかに降りていたカミラ10が、不満そうな顔を見せる。

「仕方ないじゃない。カミラ10には、コウモリ達を駆く使ししてカミラ２の注意を引いてもらわなくちゃならなかったんだから。アタクシ様じゃ、あんなことできないわ」

　カミラは続けて言った。

「それに、アタクシ様が嚙かむ分にはいいでしょ？　番号なしの不良品であるアタクシ様は、カミラ・ナンバーズを取り込んだって何の変化もしないんだから」

「まあ、それはそうですけどね。それに、わたくしも《痛みに泣く操り人形ペインクライマリオネツト》はそれほど欲しい能力ではありませんし。悪あく趣しゆ味みですもの」

　納得した様子で、カミラ10がふうと息を吐いた。

　カミラは史し郎ろうへと歩み寄った。

「ご苦労様、史郎」

　手を貸し、史郎を立たせる。

　触しよく手しゆだけでなく、骨の杭くいまで出した史郎。服はもうボロボロだった。

「ギリギリになって悪かったわ。なかなか、カミラ２に近づけなくって」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。二人ならきっと上手うまくやってくれるって、信じてたから」

「あら、そう？」

　カミラが表情をほころばせる。

「史郎さんにそう言ってもらえると、嬉うれしいですわ」

　カミラ10も、はにかむように笑った。

　そんな一同に、魔ま力りよくの糸の支配から逃のがれたカミラ７が質問をする。

「番号なし。それから10番。お前達、どうしてだ？　逃にげられたはずなのに、どうしてオレを助けたんだ？」

「あのカミラ２が気に入らなかったのよ。どっちかが生き残るとしたら、アナタの方がずっとずっとマシ。そう思ったの」

　カミラが迷うことなくそう答える。カミラ10が続けて言った。

「あんな歪ゆがんだ性格のカミラ２に、《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》を渡すわけにはいきませんものね」

「そうよ、それこそ、最悪の事態だわ」

　カミラが大きく頷く同意する。

「《黒翼の怪鳥》は、とんでもなく厄やつ介かいな能力よ。カミラ７、できればまだしばらくはアナタに持っていてもらいたいのよ」

「どうしてだよ？」

　不思議そうな顔になるカミラ７に、カミラは説明する。

「だって、アナタならその能力を使って不意打ちをしかけるなんてしないでしょ。正々堂々とした戦いを望むはずだわ。もしそうなら、アタクシ様は負けない」

　カミラがニッと牙きばを見せて笑う。

「だって、史し郎ろうがいるんだから」

「オレが、シローが人間に戻もどったのを幸いにお前達を襲おそおうとは思わねーのか？」

「思わないわね。もしそんなだったら、最初にアタクシ様を見つけた時にさっさと嚙かみついてるわよ」

　心配する様子もなく、カミラは平然と答える。

「くそっ、悔くやしいけど。お前の言うとおりだぜ」

　カミラ７が息を吐き出す。それから、大きく体を揺ゆさぶった。

　彼女の体を覆おおっていた黒い羽毛が抜ぬけあたりに散らばった。変身を解除したのだ。

　大きく変化していた腕と両足も元に戻る。

　服装もまた、以前のレオタード姿となっていた。

「なあ、番号なしと10番。今いま更さらなんだけどよ」

　そんな前置きをし、カミラ７は尋たずねた。

「どうしてお前達はそんなに仲がいいんだ？　同じカミラゲームを戦う敵同士のはずだろ？」

「別に仲がいい訳ではありませんわよ。ただ、いろいろあってわたくし達は、休戦協定を結んでいますの。しばらくの間は、戦わないと言うね」

　カミラ10がそう説明する。

「なるほど……休戦協定か……」

　しばし考えてから、カミラ７はニヤリと笑った。

「面白い！　その話、オレも乗ったぜ！」

「えっ!?」

「オレもお前達と休戦協定を結ぶって言ってんだよ！　別にいいだろ？」

　カミラ７の提案に、カミラは困こん惑わくした顔になる。

「カミラ７、それっておかしくない？　だってアナタは、アタクシ様の屍鬼戦士グールフアイターと戦いたくてたまらなかったんでしょ？　それなのにどうして？」

「オレは、シローが気に入ったんだよ。こいつこそ、オレのカミラゲームにおける最後の敵に相応ふさわしい。そう思ったんだ。だから、中ちゆう途と半はん端ぱなところで決着をつけたくねーんだよ！」

　カミラ７は史郎に手を伸のばすと腕を摑つかみぐいっと引っ張った。その頭をがっちりと脇わきにホールドする。

「うわっ！」

　カミラ７は格かく闘とう家か風のレオタード姿。その胸の部分が史郎のこめかみに当たる。柔やわらかな感かん触しよくを、どうしたって意識してしまう。

「ちょ、ちょっとカミラ７！　史郎を離はなしなさいよ！」

「そうですわ！　胸が当たっているではありませんか！」

　大おお騒さわぎをするカミラとカミラ10をそのままに、カミラ７は史し郎ろうに語りかける。

「カミラゲームの参加者が、オレと番号なしの二人になるまでの間。仲良くやろーな。シロー。最後の最後、完かん璧ぺきなカミラを決める決勝戦でお前とバトるのを楽しみにしてるぜ」

　白い牙きばを見せ、豪ごう快かいに笑ったのだった。

[image: ]




　そ・し・て……十数分後。




「どーしてアナタが着いてくるのよ！」

　カミラの声が史郎の自宅マンションに響ひびいた。

　理由は単純でいて明快だ。カミラ７が、二人と一いつ緒しよにマンションにやって来てしまったからだ。

　しかも、ソファーに腰をかけくつろいでいる。まるで、自分の家のようにだ。

「別にいーだろ？　休戦協定を結んだ仲なんだし。それにオレ、決まったねぐらって持ってねーんだ。しばらく居候させてくれよな」

　カミラ７は無ぶ遠えん慮りよにそう言う。

「そーだ。風ふ呂ろ借りるぜ。今晩はよく動いたし、さっぱりしてーんだ。史郎、いいだろ？」

　別のソファーに横たわっている史郎に声をかける。だけど史郎は返事ができない。

　その理由は、屍鬼戦士グールフアイター化の副作用である筋肉痛に他ならない。

　血管の触しよく手しゆを出しただけでなく、骨の杭くいまで出してしまったせいだろう。いつも以上の痛みだった。意識を保っているのが奇き跡せきだった。もはや声も出せないでいる。

「筋肉痛でそれどころじゃねーか。まあ、あんだけ人間離ばなれなことしてんだから、副作用がデカくても当然だぜ」

　そこで、カミラ７は何かを思い付いた様子で軽く頷うなずく。

「よしっ」

　ぐったりとする史し郎ろうの体を軽々と担ぎ上げた。

「風ふ呂ろに入りゃ、筋肉痛も多少はマシになっからな。オレが入れてやるよ。まあ、ちょっと恥ずかしいけど」

　少しだけ顔を赤らめ、カミラ７は呟つぶやいた。

「お前は、オレの大切な最後の対戦相手だからな。それぐらいのケアはしてやんねーと」

「そんなこと許さないわ！」

　カミラの怒いかりの声が、マンションの部屋に響ひびいたのだった。
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　真夜中。街まち外はずれの雑居ビル。

　その屋上に、一人の人物が降り立った。ドレスを着た長い金きん髪ぱつの少女だった。

　大きく開いた胸元には、『１』という数字。そう、カミラ１だ。

　周まわりには、同じぐらいの年とし頃ごろの少女達の姿があった。距離を空け、お互いを警けい戒かいするかのように真っ赤な瞳ひとみを光らせている。

「皆さん、お集まりいただきありがとうございます」

　カミラ１がよく通る声で言った。

「今晩、皆さんに集まっていただいたのは、報告したいことがあるからです。カミラゲームの現状について」

　少女達の空気がピリついた。

「カミラゲームが始まっておよそひと月。カミラ５、カミラ13、カミラ８、そしてカミラ２。四人ものカミラ・ナンバーズがその存在を消しています」

　ざわめきが起こる中、カミラ１は続けた。

「そして、その四人に嚙かみつき取り込んだのは、たった一人のカミラ」

　ざわめきがどよめきへと変化する。

「たった一人で四人も？」

「元から持っていた呪のろわれた能力と加えて合計で五つ。もはや勝ち目は……」

　絶望的な声が上がる。

「その一人は何番のカミラですか!?」

　投げかけられる質問に、カミラ１は首を横に振った。

「何番のカミラでもありません。彼女には、番号がないからです。ゴミとホコリ混じりの不良品。番号のないビンから蘇よみがえった、番号なしのカミラですから」

「例の不良品が？」

「信じられない」

　掠かすれた声が漏もれた。

「彼女は、私達に比べれば非常に劣おとった存在です。しかし、信じられないことに呪のろわれた能力を持っていました。それを使いこの快かい進しん撃げきを続けています」

　ただ……と、カミラ１は言葉を続ける。

「不良品がゆえの悲しさか、取り込んだカミラ・ナンバーズの力を使えずにいます。四人ものカミラ・ナンバーズを取り込んでいながら、彼女が使える呪われた能力は最初から持っていた一つ、《鮮血の口づけブラツデイーキス》だけなのです」

　少女達の空気が変わった。

「つまり、番号なしのカミラ一人を取り込むことができれば、一度に合計で五つもの呪われた能力を手に入れられるということです」

　番号なしのカミラはおいしい存在。それを、残ったカミラ・ナンバーズの少女達はハッキリと認識する。

「もちろん、番号なしだからと言って簡単に倒たおせる相手ではありません。彼女が四人ものカミラ・ナンバーズを倒しているのは紛まぎれもない事実。それに、《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》を持つカミラ10と、《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》を持つ、カミラ７。その二人と休戦協定を結び、協力体制にあるのですから」

　報告は以上ですと、カミラ１は締しめくくった。

「一度に合計で五つ……」

「《黒翼の怪鳥》は厄やつ介かいです」

「何か、策を練らないとね」

　集まっていた少女達は、ブツブツと呟つぶやきつつ一人、また一人と夜の空へと飛び立っていく。

　カミラ１だけが残された。

「フフフ」

　静かに微笑ほほえむ。

「これで、カミラ・ナンバーズ達の狙ねらいは、番号なしのカミラに集中するはず。それぞれに作戦を立て、彼女を狙うことでしょうね」

　カミラ１はほっそりとした指で長い金きん髪ぱつをかきあげる。

「番号なしのカミラ、お膳ぜん立だてはしてあげました。後は、貴方あなた次第です。どうぞ勝ち続けてくださいね。他ならぬ、この私のために」

　期待の込められた声で、カミラ１は呟つぶやいたのだった。
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　月つき与よ野の市、史し郎ろうのマンションだった。

　夜、少しだけ開いていた窓から霧きりが室内へと入ってくる。

　その霧は、リビングの中央あたりで実体化した。貴族服を着た銀ぎん髪ぱつの少女。カミラ10だった。

「こんばんは、史郎さん、カミラさん」

　いつものように優ゆう雅がに挨あい拶さつをするカミラ10だったが、思いがけない人物の存在に驚おどろく。

　そこにいたのは、格かく闘とう家か風の少女、カミラ７だった。

　まるでこの部屋の主のような態度で、ソファーに座りふんぞり返ってテレビを見ている。

「カミラ７、どうして貴方あなたがここにいますの!?」

　カミラ10の質問に、カミラ７は当然のことのように答える。

「オレ、ここに暮らすことにしたんだよ。三日前からな」

　三日前、それは、カミラ７との戦いがあった夜だ。彼女との間で、休戦協定が結ばれた日でもあった。

「オレ、決まったねぐらを持ってなかったし。丁度いいと思ってさ。休戦協定を結んでんだし、問題ねーだろ？」

「史郎さんはともかく、よくカミラさんが許しましたわね」

「まー、番号なしはいまだにブツブツ文句は言ってっけど。あいつだって分かってるはずだぜ。オレが一いつ緒しよの方が安心だってな」

　カミラ７がニヤリと笑う。

「言わば、最強の用心棒がいつも側にいるようなもんだろ？」

　カミラ７の言っていることは正しかった。

　彼女の持っている呪のろわれた能力、《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》は、直接戦せん闘とうにおいては最強とされている能力だ。

　さらに、通常時においてもカミラ７は類たぐい稀まれな格闘センスの持ち主。側にいてくれてこれ程心強い存在はない。

　そのことは分かっているものの、カミラ10はあまりいい気分でない。胸の奥おくがモヤモヤとしてしまう。

　史郎の血で蘇よみがえったカミラが一緒に暮らしているのは仕方のないことだが、他のカミラがここで暮らすことがどうにも不満に感じてしまうのだ。

（いっそ、わたくしもここに引っ越しをしてしまいましょうか？）

　一いつ瞬しゆんとは言え、本気でそんなことを考えてしまう程だった。

「まあ、いいですわ。休戦協定を結んだ今、一応、貴方も仲間ですものね」

　一応ってところを強調し、カミラ10は言う。

　それから、カミラ７以外には誰だれの姿もないリビングを見渡し尋たずねた。

「ところで、カミラさんと史し郎ろうさんは？」

「番号なしは風ふ呂ろ。シローは、まだ帰ってきてねーぜ。何か、友達んとこで飯食ってくるってさ。家に電話があって番号なしが話してたぜ」

　テレビを見ながら、カミラ７が答える。

「あら、史郎さんは留守ですの」

　ガッカリしたように息を吐くカミラ10だったが、その瞳ひとみが怪あやしく輝かがやく。

「でも、これってチャンスかもしれませんわね。史郎さんとカミラさんは離はなれ離ばなれ。今でしたら史郎さんを……」

「何だよ、10番。番号なしが近くにいないのをいいことに、お前、シローのこと襲おそおうとでも思ってんのか？」

　カミラ７の冗じよう談だん交じりの言葉に、カミラ10は頷うなずいた。

「ええ、そのとおりですわ」

「なっ……ななな!?」

　カミラ７がソファーから飛び上がらんばかりの勢いで驚おどろいた。その顔が真っ赤に染まる。

「お前、何てことを考えてんだよ！　エロいぞ！　ハレンチだぞ！」

「貴方あなたこそ、何を考えてますの？」

　カミラ10が呆あきれた声を出す。

「襲うと言っても、貴方の想像しているようなことではありませんわ。吸きゆう血けつ鬼きとして襲うという意味ですのよ」

『吸血鬼として襲う』

　カミラ７も、すぐにその言葉の意味を悟さとった。

「何だ、シローの血を吸うってことかよ」

「史郎さんの血の味はどんなかって、前々から興味がありましたの」

　カミラ10の欲求は、吸血鬼としては当然のものだった。特に、好意を抱いだいた人間に対してはその血を味わいたいと思うものなのだ。

「でも、さすがにカミラさんの前では吸えませんでしょ？」

「まーそーだな。強い屍鬼戦士グールフアイターになる人間って部分をさっぴいても、シローは番号なしのお気に入りだからな。他のカミラに血を吸わせるなんて絶対許さねーだろ」

　カミラ７が、確信のこもった声で呟つぶやく。

「いざとなったら、シローを屍鬼戦士に変えてまでして抵てい抗こうするかもしれねーな」

「もちろん、これまでだってチャンスはありましたのよ。カミラさんが人じん狼ろうにさらわれた時とか、家出をした時ですわ。でも、状じよう況きようが状況でしたからそんな気にはなれませんでしたの。でも、今は……」

　危機でもなければ、両者の関係に問題が生じたわけではない。単純に離はなれ離ばなれになっているだけの状じよう況きようだ。

「このチャンス、見み逃のがせませんわね」

　カミラ10は微笑ほほえむと、静かに呟つぶやいた。

「《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》」

　カミラ10の足元から、大量のコウモリが噴ふき出だした。

「史し郎ろうさんを探して頂ちよう戴だい」

　カミラ10の命令を受け、コウモリ達は一いつ斉せいに窓へと向かった。空いていた隙すき間まから夜の空へと飛び立っていく。

「帰り道のシローを襲おそって血を吸っちまおうって作戦か。悪くねーな」

　カミラ７が笑えみを浮かべる。

「お前の話を聞いてたら、オレもシローの血の味がどんなか知りたくなっちまったぜ。よし、オレも乗った！」

　カミラ７が大きく頷うなずく。

　しばらくして、一匹のコウモリが戻もどってきた。カミラ10の耳元でキイキイと鳴く。

「なるほど、史郎さんは丁度帰ってくる途と中ちゆうですのね。好都合ですわ」

「よっしゃ！　なら行こーぜ！」

　カミラ７がソファーから立ち上がった。胸の前で広げた掌てのひらと拳こぶしを打ち付け、気合いを入れる。

　そんなカミラ７に、カミラ10は冷たく言い放った。

「休戦協定を結んだとは言え、別に貴方あなたは友達でも何でもありませんわ。史郎さんの血を共に味わいたいとまでは思いませんの」

　さらに追加でコウモリが召しよう喚かんされる。それらは、カミラ７へと襲いかかりその視界を塞ふさいだ。

「ちょっ！　何だよ！　前が見えねーぞ！」

　カミラ７が両手でコウモリを振ふり払はらうと、すでにカミラ10の姿はリビングにはなかった。

「10番の奴やつ、抜ぬけ駆がけしやがったな!?」

　怒いかりで牙きばを嚙かみ鳴ならしつつ、カミラ７は窓へと突とつ撃げきする。乱暴に開けると、弾だん丸がんのような勢いで夜の空へと飛び出したのだった。




　★２★




　すっかり暗くなった夜の道を、鞄かばんを肩に下げ史郎は歩いていた。

　学校の帰りに、耕こう介すけに誘さそわれて彼の家に遊びに行っていたのだ。気付いたらすでに史郎の分の夕飯まで用意されていて、断り切れずご馳ち走そうになっていたのだった。

「アレだって分かった時はどうしようかと思ったけど、まあカミラの言うとおりにしたから大だい丈じよう夫ぶか」

　そんなことを呟つぶやきつつ、史し郎ろうが歩いていた時だった。パシャパシャという音が頭上でする。その音に、史郎は聞き覚えがあった。

「コウモリ？」

　夜空を見上げる史郎の背後に、ゆっくりと降り立ったのはカミラ10だった。腰のあたりから生えた翼つばさをしまい、史郎へと声をかける。

「今晩は。史郎さん」

「やっぱり、カミラ10だったか」

　振ふり向むき、史郎は言った。今晩はと挨あい拶さつを返してから尋たずねる。

「こんな遅おそくに何を？　って、カミラ10は吸きゆう血けつ鬼きなんだから。夜に出歩くのは当然のことか」

　自分がした馬鹿げた質問に、思わず苦笑する。

「ひょっとして、食事？」

「ご明察です。これから食事をと考えていたところですわ」

　カミラ10が大きく頷うなずいて見せた。

「そっか、食事か」

　史郎は複雑な表情を浮かべる。

　完かん璧ぺきではないものの、灰から蘇よみがえったカミラ達は吸血鬼。食事として人間の血を吸うのは当然だ。実際、カミラだって週に一、二度は吸血に出かけている。

　献けん血けつ程度のものだとは知っているものの、人間サイドとしてはあまりいい気持ちはしない。

　カミラと違って普ふ通つうに催さい眠みん術じゆつが使えるカミラ10だから、吸血も実にスムーズだろう。それでも、見物したいと思うようなものではなかった。

「じゃあ、邪じや魔ましちゃ悪いから僕ぼくは帰るよ。ごゆっくり」

　そんなことを言い、そそくさとその場を離はなれようとする史郎。だけど、ふわりと飛んだカミラ10が史郎の目の前へとやって来る。

　立ちふさがるかのように、史郎の目の前へと立った。

「それは困りますわ。だって……」

　カミラ10は一度言葉を止めると、怪あやしい笑えみを浮かべこう言った。

「今晩のわたくしの食事は、貴方あなたにしようと決めていたのですから。史郎さん」

　最初、カミラ10の冗じよう談だんだと史郎は思った。すぐに、『冗談ですわ』という言葉が発せられるものだと信じて疑わなかった。

　しかし、カミラ10は微笑ほほえんでいるだけで肝かん心じんの言葉を口にしてくれない。

「冗談……だよね？」

　仕方なしに史し郎ろうの方から尋たずねると、

「冗じよう談だんではありませんわ」

　最悪の返事が返された。

「わたくし、前々から史郎さんの血の味に興味がありましたの。邪じや魔まをするカミラさんがいない今こそ、この欲求を満たさせてもらいますわ」

　カミラ10が本気の本気の本気であることを、史郎は確信した。

　史郎は大いに焦あせった。

　吸きゆう血けつ鬼きに血を吸われた経験がないわけではない。蘇よみがえったカミラに、幾いく度どか吸われたことがある。牙きばに麻ま酔すい効果があるのか、さほど痛くはない。

　正直、屍鬼戦士グールフアイターの副作用である筋肉痛の方が何百倍もつらかった。

　それでも、素直にカミラ10に血を吸われようなんて思わなかった。もとい、思えなかった。

　たとえ痛くはないと言っても、首筋に嚙かまれてジュルジュルと血を吸われるなんて気持ちがいいはずがない。

　それに、カミラ10に血を吸われたことをカミラが知ったら、後でどんな文句を言われるか分かったものじゃない。

　浮気者！　だの、尻しり軽がる男おとこ！　だと叫さけばれそうだった。

「はは、あはははは」

　ぎこちなく笑ってから、史郎は踵きびすを返し脱だつ兎とのごとく駆かけ出だした。もちろん、全力の逃とう亡ぼうだった。

「逃にがしませんわよ」

　カミラ10がコウモリの翼つばさを生やし、飛び立った。少し上空を飛びながら史郎を追いかける。

《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》で大量のコウモリを召しよう喚かんすれば、簡単に史郎を捕とらえることができる。そうしないのは、カミラ10の中にある嗜し虐ぎやく心しんのせいだった。

　休戦協定を結び仲間とはなっているものの、彼女もまた邪じや悪あくな吸血鬼の灰から蘇った吸血鬼。しかも、番号付きともなれば元のカミラの性質を色濃く受うけ継ついでいる。

　史郎を追いかけることに妙みような興奮を覚えてしまうのも、当然のことだった。

「フフフ、史郎さん。もっと早く逃げなければ追いついてしまいますわよ」

　上空から、カミラ10はからかうように史郎に言う。

　必死になって史郎は走った。走るのに邪魔な鞄かばんも、道みち脇わきに投げ捨てる。

　それでも、カミラ10を完全に振ふりほどくのは不可能だった。そもそも、史郎はあまり運動が得意ではない。体力だって、人並み以下なのだ。

　すぐに息が切れ、足元がおぼつかなくなってしまう。

　十二分に追いかけっこを楽しんだのだろう。カミラ10が史郎の目の前へと降り立った。急には止まれない史郎の体を受け止める。

「さあ、捕つかまえましたわよ」

　史し郎ろうの両腕、二の腕の部分を、カミラ10はしっかりと摑つかんだ。

　白くほっそりとした少女の手。しかし、その力は人間のそれをはるかに超こえている。史郎がいくら身をよじろうがビクともしない。

「いつもなら、催さい眠みん術じゆつを使って自ら首筋を差し出すようにしますの。でも、今晩は止めておきますわね」

　カミラ10はクスリと笑う。

「だって、嚙かまれた史郎さんがどんな風に身み悶もだえするのか、興味がありますもの」

　半開きの口からは、すでに鋭するどく伸のびた牙きばが見えていた。頰ほほが上気し、真っ赤な瞳ひとみはギラギラと輝かがやいている。

　質たちの悪い本能が大だい爆ばく発はつをしている様子だ。

「だ、駄だ目めだ！　勘かん弁べんしてよ！　カミラ10！　そもそも、今晩はマズいんだって！　本当にマズいんだって！」

　必死になって訴うつたえる史郎だったが、本能が大爆発しているカミラ10が聞いてくれるはずもない。

「いただきますわ！」

　カミラ10が大きく口を開き、史郎の首筋に嚙みつこうとする。その瞬しゆん間かんだった。

　上空より飛来した何かが、カミラ10を弾はじき飛とばし史郎を強ごう奪だつした。

「きゃああああ！」

　カミラ10がたまらず悲鳴を上げる。

　夜空を見上げたカミラ10が見たものは、真っ黒な翼つばさを広げた怪かい鳥ちようだった。

　それは、呪のろわれた能力《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》を使ったカミラ７の姿だった。

　両足の爪つめで、史郎をしっかりと摑んでいる。まるで獲え物もののウサギを摑んだワシかタカのようだった。

「カミラ７、やってくれましたわね！」

　飛び去っていくカミラ７に向かって、カミラ10は怒いかりに声を震ふるわせたのだった。




　★３★




　どこぞの雑居ビルの屋上へとカミラ７は舞い下りる。

　屋上の床ゆかに着地する寸前で、摑んでいた史郎を放した。史郎の体が屋上をゴロンと転がる。

　もちろん、史郎が満足な受け身なんて取れるはずもない。しこたま腰をぶつけ、悲鳴を上げた。

「イタタッ」

　史し郎ろうに続き着地をしたカミラ７は、大きく体を揺ゆさぶった。

　黒い羽毛があたりに散らばり、彼女は元のレオタード姿へと戻もどる。

「危ないところだったぜ。シロー、お前もう少し抵てい抗こうしろよな」

　そんな文句を口にした。

　もう少しソフトに助けて欲しかったと思う史郎だったが、ピンチを救ってもらったのは事実だ。素直に感謝をする。

　立ち上がり、史郎はホッとしつつカミラ７にお礼を言った。

「ありがとう、カミラ７。おかげで助かったよ。これで血を吸われずにすむ」

「安心するのはまだ早いぜ。お前の血を狙ねらってる奴やつはまだ他にもいるんだからな」

　カミラ７が、そんな物ぶつ騒そうなことを口にした。

「えっ!?　どこに!?」

　慌あわててあたりをキョロキョロと見渡す史郎に、カミラ７はニッと笑って言う。

「ここにさ」

　グーにした右手、親指だけを立てる。その親指は、カミラ７自身を指していた。

「冗じよう談だんだよね？」

「冗談なんかじゃねーよ。10番がお前の血の味がどーのこーの言ってるのを聞いたら、オレの吸きゆう血けつ鬼き魂だましいにも火が点ついちまったんだよ！」

　叫さけぶカミラ７の瞳ひとみは、すでにギラついていた。頰ほほは上気し、声も上ずっている。

　先程のカミラ10と同じだった。

「なあ、いいだろ？　お前の血、吸わせてくれよ。痛くしねーからよ」

　カミラ７がにじり寄ってくる。

　もちろん、カミラ７だってれっきとしたカミラ・ナンバーズの一人。催さい眠みん術じゆつを普ふ通つうに使うことができる。それを使って史郎を大人しくさせないのは、カミラ10と同じ理由だった。

　本人は無意識だったが、吸血鬼としての本能が嚙かみつかれる史郎の反応を楽しみたいと欲していたのだった。（質たちの悪いことに）

　じりじりと後ずさる史郎だったが、すぐに屋上の縁ふちに追い詰つめられてしまう。

「もう観念しろよな」

　カミラ７がニヤリと笑った。

「じゃあ、お前の血、たっぷり味あわさせてもらうぜ！」

　史郎に向かって、カミラ７が腕を伸のばそうとしたその時だった。凜りんとした声が響ひびく。

「そこまでですわ！」

　屋上に降り立ったのはカミラ10だった。

「見つけやがったか。これだからコウモリ使いは油断がならねーぜ」

　カミラ７がフンと鼻を鳴らした。

「でも、だからってシローの血を吸えると思うなよ。10番、お前の力じゃ、オレからシローを奪うばうことなんてできねーはずだからな」

「ええ、そのとおりですわ。《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》を使っていない貴方あなたを相手にしても、わたくしに勝ち目はありませんわね」

　カミラ10はあっさりとその事実を認めた。

「ですから、ちょっとした小細工を仕込ませていただきますわ」

「小細工？」

　カミラ７がいぶかし気に呟つぶやいた直後だった。彼女の死角となっていたビルの下の方から、大量のコウモリが上昇してくる。

　コウモリ達は、史し郎ろうの体を覆おおい尽つくした。史郎はまるでコウモリでできたコートを着たような状態になる。

「何をするかと思ったら、こんなことかよ」

　つまらなそうにカミラ７が呟く。

「カミラ10、お前はわりと頭のいいヤツだと思ってたけど、そーでもねーんだな。こんなコウモリ達でいくら史郎を覆ったところで、オレが血を吸う邪じや魔まはできねーぜ。こんなの簡単に散らせるからな」

「フフフ、そのコウモリ達の役割は、貴方の牙きばから史郎さんを守ることではありませんわ。史郎さんの身動きを封ふうじることですの」

　不敵な笑えみを浮かべつつ、カミラ10は続ける。

「缶かんの中身を飲ませやすいように」

「はっ？」

　訳が分からないといった表情を浮かべるカミラ７だったが、すぐに気付く。史郎の顔の前にて、数匹のコウモリ達が何やら小ぶりな缶のようなものを持っていることにだ。

　それは、コンビニ等で売られている栄養補助ドリンクの缶だった。眩まぶしいゴールデンな文字でこう書かれている。

『ニンニクの力』

「お、お前！　何を!?」

　カミラ７が血相を変える。

「無む臭しゆう加工されているとは言え、ニンニクエキスがたっぷりと入ったドリンクですわよ。それを史郎さんが飲めばどうなるか？　説明しなくても分かりますわよね」

「ふざけるな！　そんなことをしたら、シローの血にもニンニクのエキスが混ざるじゃねーかよ！　そんな血、吸えたもんじゃねーぜ！」

　カミラ７が声を荒あらげる。

「そうなったら、お前だってシローの血を味わえねーんだぜ！　そこんとこ、分かってんのか？」

「もちろんですわ。それも考えた上での小細工ですのよ」

　銀ぎん髪ぱつを優ゆう雅がに払はらい、カミラ10は言った。

「貴方あなたに独ひとり占じめされるぐらいなら、その方がずっとマシですものね」

　カミラ７に吸われるぐらいなら史し郎ろうの血を汚染させてしまう。カミラ10の大だい胆たんな策だった。

「まさか、お前がこんな捨身の行動に出るとはな。正直、思ってもなかったぜ」

　無言で睨にらみ合あうことしばらく、カミラ７がその表情を緩ゆるめた。

「へっ、やるじゃねーかよ」

「貴方こそ、よくわたくしの場所を見つけ出しましたわね」

　カミラ10も静かに微笑ほほえむ。

　お互いがお互いを認めた瞬しゆん間かんだった。それは、友情にも似た感覚が芽め生ばえた瞬間でもあった。

　これはこれで、なかなか心温まる光景なんじゃないかと史郎は思う。

（もっとも、このまま僕ぼくが血を吸われることなく解放されたらだけど！）

　残念ながら、その願いは叶かないそうもなかった。

「で？　10番。どうする？　このままシローの血を台無しにするのももったいねーだろ？」

「ええ、そうですわね。そこでわたくしから提案がありますわ。奪うばい合あいを止め、二人で仲良く史郎さんの血を味わいますの」

「分かった。それで手を打とうじゃねーか」

　カミラ10とカミラ７の間で、そんな形に話がまとまってしまう。

「交こう渉しよう成立ですわね」

　カミラ10がパチリと指を鳴らした。史郎の体を覆おおっていたコウモリ達が一いつ斉せいに離はなれていく。

　自由になった史郎は当然ながら逃とう亡ぼうを試みるも、二人の吸きゆう血けつ鬼きを相手には無理な話だった。

「逃にげては駄だ目めですわ、史郎さん」

　右腕をカミラ10に摑つかまれる。

「お楽しみはこれからだぜ、シロー」

　左腕をカミラ７に摑まれた。

　言うまでもないことだが、二人の赤い瞳ひとみは絶好調に輝かがやいていた。頰ほほも上気し、早くも鋭するどい牙きばが伸のびている。吸血鬼の本能が大暴走中だった。

　それぞれが、史郎の右首筋、左首筋へと顔を近づける。

「二人とも駄目だって！　カミラから聞いてないのか!?　今晩はマズいんだって！　本当にマズいんだってば！」

　史郎の必死の訴うつたえも無視し、二人は大きく口を開いた。

「いただきますわ！」

「いただくぜ！」

　合計四本の牙きばが、史し郎ろうの首筋に突つき立たてられる。

「ギャ────！」

　史郎の悲鳴が、雑居ビルの屋上に響ひびき渡わたったのだった。




　★４★




「なるほど、そんなことがあったの」

　風ふ呂ろ上りのカミラが、リビングにてそう呟つぶやく。

「で、こんなことになってるってわけなのね」

　カミラが見ているのはソファーだった。そこには、カミラ７とカミラ10が仲良くグッタリと倒たおれ込んでいる。

「うっぷ、気持ち悪いぜ」

「ああ、頭痛と吐はき気けが止まりませんわ」

　うめき声を上げている。

　カミラと同じように二人を見ている史郎が、困ったような表情で言う。

「だから言ったんだ。今晩はマズいんだって。だって、耕こう介すけの家でギョーザ食べてきてたんだから」

　そう、今晩耕介の家で出されたのは、彼の母親と妹による手作りギョーザだったのだ。具材はキャベツとニラ、そしてたっぷりのニンニクだった。

　二人の吸きゆう血けつ鬼きと同居している身としては、さすがにバクバクと食べるわけにはいかない。しかし、友人の家族の好意を無む駄だにするのも申し訳ない。

　悩なやみに悩んだ史郎は、自宅にいるカミラに電話をかけた。







　～　回想　史郎とカミラの電話　～







『もしもーし、高こう坂さかですけど。セールスならお断りよ』

『あっ、カミラ。丁度良かった』

『えっ、史郎？　アナタ、遅おそいじゃないの。どこで油売ってるのよ？』

『ちょっと借りたい漫まん画ががあって耕介の家に寄ったんだ。そこで、夕飯を用意してもらっちゃって……』

『へ[image: ][image: ]、良かったじゃない。食べてくれば？』

『そうしたいのやヤマヤマなんだけど、問題は夕飯のメニューなんだ』

『何なのよ』

『……ニンニク入りのギョーザ』

『それは最悪ね』

『うん、でもせっかく作ってもらったのに、一つも食べないってのも問題かなって思って。それで、カミラに聞くんだけど……。一、二個なら大だい丈じよう夫ぶだったりする？』

『絶対駄だ目めよ！　って叫さけびたいところだけど、せっかくの好意を無む駄だにするのも悪いわね。………分かったわ。特別に、一つ……いえ、二つだけ許可するわ』

『分かった、二つだね』

『ただし、その後いろいろやってくるのよ。口からニンニクの匂においなんてしてたら家に入らせないから』

『分かってる。コンビニで歯ブラシ買ってきて、耕こう介すけの家の洗面所で丁てい寧ねいに歯を磨みがくよ。飲むブレスケアなんかもして、絶対にニンニク臭くさい息は吐はかないようにするから』

『それなら、まあ大丈夫でしょ。うっかり血でも吸わない限りは、普ふ通つうに過ごせるはずだわ』

『じゃあ、そういうことでよろしく』

『了解よ。じゃあね』







　とまあ、そんな会話をしたのだった。

　史し郎ろうが、カミラ７とカミラ10に連呼していた『今晩はマズい！』という言葉には、『今晩、僕ぼくの血を吸うと大変なことになる！』という警告に加え、『今晩の僕の血はマズい！』という意味も地味に込められていたのだった。（伝わりようがなかったが）

　念入りに歯を磨きブレスケアをして呼気からはニンニク臭しゆうを消したものの、史郎の血にはしっかりとニンニクエキスが溶とけ込こんでしまっていた。その血を吸ってしまったのだから、カミラ７とカミラ10が寝ね込こんでしまうのも仕方のないことだった。

「僕が、もっとちゃんと説明をしてれば」

　申し訳なさそうな顔で呟つぶやく史郎に、カミラはフンと鼻を鳴らし言った。

「同情する必要なんてないわよ。こいつらは、アタクシ様の許可もなくアナタの血を吸おうとしたんだから。きっとその罰ばつを受けたんだわ」

　いい気味だといった様子で、カミラは苦しむ二人を見下ろす。

「これに懲こりて、史郎の血を狙ねらうことはなくなるでしょ？　ニンニクエキス入りの血を吸った時のトラウマって、かなり後を引くものだし」

　それはありがたいが、それでもやっぱり責任を感じてしまう史郎。

「くそっ、胃がムカムカしてたまらねーぜ」

「わたくしは、胃がズキズキとしてきましたわ」

　苦しむ二人を見ながら、史し郎ろうはついつい叫さけんでしまうのだった。

「二人とも、ほんっと[image: ][image: ]に、ごめん！」







[image: ]










　　　　　あとがき




　カミラ・ナンバーズの番号は、かなり適当に決めています。

　例えば、１巻に出てきたカミラ・ナンバーズ。建物の中を罠わなだらけの迷宮に変えてしまう《血まみれ迷宮スプラツターラビリンス》という能力の持ち主、カミラ13。

　●罠だらけの迷宮　[image: ]　ホラー映画っぽい　[image: ]　13日の金曜日　[image: ]　よし、13にしよう！

　とまあ、そんな思考で、13と決まりました。

　カミラ10にいたっては、

　●コウモリ　[image: ]　バット　[image: ]　ト　[image: ]　とお？　[image: ]　うん、10だな。

　こんなぐらいに適当です。

　この巻に登場する格かく闘とう少女、カミラ７の番号は、

　●パンチ、キックで敵を倒す　[image: ]　ウルトラ７　[image: ]　７で決まり！

　という強引なこじつけで７にしました。

　ところがこのカミラ７。原稿が完成した後でふと気付いてしまいました。




『呪のろわれた能力、《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》。レイブンって、数字の11、イレブンと響ひびきが似てるよね』




　急きょ、カミラ７をカミラ11に変えようとも思ったのですが、すでに原稿は提出した後。今ここで変更を申し出れば、編集やイラストのＩｓＩＩさんを混乱させてしまいます。

　それに、その時には僕の中ですっかりカミラ７という響きが定着してしまっていました。

　それでカミラ７のままでいくことにしたのですが、もしこの『レイブン』と『イレブン』の言葉の響きに気付くのが早かったら、今いま頃ごろカミラ７はカミラ11になっていたかもしれません。

　でもまあ、カミラ７の呪われた能力が《黒翼の怪鳥》で、

　●カミラセブン・ブラックレイブン　[image: ]　セブン・レイブン　[image: ]　セブン・イレブン？

　とお馴な染じみの響きになるので、結果としてはこのままで良かったかなとも思っています。

　それではでは。





阿あ智ち太た郎ろう
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阿あ智ち太た郎ろう

出身地はキレイな星空を売り出し中の長野県阿智村。

手に顔を描くのは不安な気持ちを和らげるため。打ち合わせ前によくやっている。

[image: ]




イラスト／IsII

カミラ・ナンバーズには各キャラ固有のテーマカラーが設定してあります。能力や性格も加味しますが、最終的にはその場の気分によって決まります。つまり適当ということですね。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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「阿智太郎先生」係

「IsII先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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